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流れ星と家出娘







　六歳さいになってから幾いくらも経たっていない少女にとって、母親の死は計り知れないほどに大きな意味を持っている。

　この時期の子供は、あらゆる事が母親に繋つながっている。遊ぶ事も、食べる事も、寝ねる事も。幼よう稚ち園えんに出で掛かける時ですら、行きと帰りに母親が傍そばにいる。それは太陽が東から昇のぼって西に沈しずむかのように、当たり前にそこにあるべきものなのだ。

「とうさまのいじわるっ！　ちょっとぐらい、いいじゃないっ」

　もちろん、この小さな少女にとってもそれは変わらなかった。彼かの女じよは六歳になってすぐに病気で母親を亡なくした。つまりそれはある日突とつ然ぜん、太陽が昇らなくなったようなもの。精神的に不安定になった彼女は、些さ細さいな事で父親と喧けん嘩かした。

「カブトンガーのえいが、ぜったい見てくるんだからっ」

　喧嘩の原因は、現在テレビで放送されているヒーローアニメ、甲こう虫ちゆう王おう者じやカブトンガー。カブトムシをモチーフにしたヒーローが活かつ躍やくするこのアニメは、子供達たちに絶大な人気を誇ほこっていた。それは少女の故郷でもそうで、子供達が口を開けば話題はカブトンガーという状じよう況きようだった。もちろんこの少女も例に漏もれず、カブトンガーの大ファン。毎週の放送を心待ちにしていた。

「ちじょうにでちゃだめとか、知らないもんっ」

　そして放送が中ちゆう盤ばんに差さし掛かかった頃ころ、その絶大な人気を背景にして劇場版カブトンガーの制作が決定。数すうヶか月げつの時を経へて、つい先日全国公開されるに至った。だが、少女の生まれ故郷には映画館はない。どうしても劇場版カブトンガーが見たい少女は父親に連れて行ってくれとおねだりしたのだが、結局願いはかなわなかった。

　彼女は六歳という年ねん齢れいにしては賢かしこく、心優やさしい。劇場版カブトンガーが見たいという願いは、そんな彼女が珍めずらしく口にしたわがままだった。だが、この時の彼女の状況からすると、これはわがままのうちには入らないのかもしれない。母親を亡くした彼女は、父親に対してより多くの愛情を求めていた。彼女が求めていたのはカブトンガーの映画そのものではなく、父親が一いつ緒しよに出掛けてくれる事の方だったのだ。

「もぉ、キィはおうちにはかえらないっ！　ちじょうでくらすっ！　とうさまなんかっ、だいっきらいっ！」

　父親の方も、愛する妻を亡くしたショックが完全に抜ぬけきっていない時期。おかげで娘むすめが何を求めているのかを理解する事が出来ず、感情がすれ違ちがった。お互たがいに求めているものは同じであったというのに。

　こうして少女―――キィは家出をするに至った。

　キィは生まれ故郷を飛び出だして、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市を目指した。この頃ころはまだ吉祥市との合がつ併ぺい前なので、正確には春風市と呼ばれている。この春風市には映画館がある。キィはそこでカブトンガーの映画を見るつもりだった。










　春風市に辿たどり着つくと、キィは目前に広がる風景に息を呑のんだ。

「うわあぁぁぁぁ………」

　キィの生まれ故郷から春風市へ繋がるルートは幾つか存在している。キィが使ったのはそのうちのひとつで、小高い山の中腹に掘ほられたトンネルを出口とするルートだった。

　キィが薄うす暗ぐらいトンネルから外へ飛び出すと、眼下にはオレンジ色に染まった春風市の街並みが広がっていた。時刻は夕方に差し掛かり、太陽は沈もうとしている。そしてその太陽が、街にオレンジ色の光を投げかけていた。街には本来様々な色が溢あふれているが、この時は全すべてが鮮あざやかなオレンジ。街はその濃のう淡たんだけで描えがき出されている。我々にとっては当たり前のこの光景も、キィにとっては驚おどろくほどに美しい光景だった。

「ちじょうって、こんなにキレイなんだ………」

　キィはその大きな瞳ひとみを輝かがやかせながら、無む邪じや気きにあたりを見回していた。オレンジ色の太陽、太陽の光に染められた街。周囲に広がる森の木々、そして大きな空。キィは写真や映像でそれらを見た事はあっても、実物を自分の目で見るのは初めてだった。初めて自分の目で見た風景は、オレンジの色いろ鮮あざやかに彼女の心に焼き付いていた。

「みんなでこっちに住めばいいのに………」

　少し前までは、キィには故郷を出たがる人間の気持ちが分からなかった。しかし実際にこうやってやってきてみると、なるほどこういう事かと思えてくる。目に飛び込んでくる雄ゆう大だいな風景が、鼻に薫かおる緑の匂においが、キィの胸の奥おくにある何かを刺し激げきして、ある感覚を芽生えさせる。それは故郷を抜け出してきたにもかかわらず、何故なぜか故郷へ帰ってきたかのような、そんな不思議な感覚だった。

「あっ………」

　そうやって、キィがしばらくあたりの風景を眺ながめていた時の事だった。夜の闇やみが広がり始めていた東の空に、明るく輝く光の点が現れた。

「あれって、おほしさまっ!?」

　キィが見付けたのは一番星だった。

　夜空に輝く小さな光は、星の光。

　この時、彼女は死んだ母親から聞かされていた話を思い出していた。同時にその大きな瞳をいっぱいに見開いて、他の星を探し始める。彼女が母親から聞かされていた話では、一番星のあとに、沢たく山さんの星が現れるというのだ。

「かあさまの言ってたとおりだ！　おほしさまがいっぱいある！」

　まだ夕暮れ時なので、強く輝いている星は一つだけだったが、よくよく見てみると他にも幾つか星が見えていた。弱い光の星は、両手では数え切れないほどあった。キィは新しい星を見付ける度たびに大きな声をあげて喜んだ。

「すごいすごぉいっ！　おほしさまだらけになったっ！」

　時間が経つにつれ、空は更さらに暗くなり、代わりに星の光が強くなっていく。最初は光が弱かった星も、今では一番最初に見付けた星と変わらないほどに力強く輝いている。空はまるで宝石箱をひっくりかえしたかのように、多くの星が輝いていた。

「これなら、かあさまのおほしさまが見つかるかもっ！」

　キィが空の星を数えるのは、それが理由だった。

『キィちゃん、私が死んでも泣かないで。人は死ぬと、空に輝く星になるの………』

『おほしさまに？』

『そう………だからもしあなたが地上に出る事があったら、私の星を探してちょうだい。青く輝く星だから、きっとすぐに見付かると思うわ』

『わかった！　キィ、きっとさがすから！』

　死んだ母親は空に輝く星になった。この小さな少女は、そう信じている。だから彼女は星を数える。そこで輝いている筈はずの、青い星を探す為ために。

　キィが家出をしてきた理由は、カブトンガーの映画を見る為だけではない。こうやって母親の星を探す為でもあった。だが、どちらにしろ原因は母親を失った事にある。映画を見たがったのも、星を探すのも、結局は愛情の不足の表れなのだ。

「ああっ!?　あおいおほしさまだぁっ!!」

　すっかり暗くなった空に、一ひと際きわ明るく輝く青い星が現れた。

「かあさまだっ！　かあさまのほしだぁっ！」

　ずっと探し求めていた青い星。それを見付けて、キィは喜びを身体全体で表現した。両りよう腕うでを星空へ伸のばし、その場で何度もジャンプを繰くり返かえす。

「かあさまぁっ！　キィだよっ！　キィはここにいるよぉっ！」

　その表情は明るく、母親に再会した喜びに胸を躍おどらせていた。そして何度も何度も母親を呼ぶ。キィはどうしても母親に逢あいたかった。その懐なつかしくも優しい声で、名前を呼んで欲ほしかった。

「かあさまぁっ！　こたえてっ、かあさまぁっ！」

　しかし何度呼よび掛けようとも、星は応こたえてくれない。星は静かに空にあって、キィの呼よび掛けには応えようとはしなかった。

「かあさま………」

　やがてキィの声は途と切ぎれ、その肩かたが落ちる。

「あのおほしさま………かあさまのほしじゃないのかなぁ………それとも、キィの声がきこえないのかなぁ………」

　青い星は何の反応も示さない。キィにはそれが寂さびしくてならない。やがて母親を亡くした時の悲しみが胸に蘇よみがえり、涙なみだが溢れそうになった。

「かあさま………かあさまぁ………」

　その大きな瞳に涙が盛り上がり、目の端はしに溜たまっていく。ほんの僅わずかでも衝しよう撃げきが加われば、涙は筋になってその柔やわらかな頬ほほを駆かけ下おりていくだろう。そうやって瞳にいっぱいの涙を溜めたキィは、もう一度空を見上げる。どうしても諦あきらめ切れない。キィは首からぶら下げている首くび飾かざりに触ふれながら、もう一度星に呼び掛けた。

「かあさまぁ………キィだよ………かあさまに会いにきたんだよ………」

　しかしそれでも星は応えない。そのままただ静かに、空で輝いているだけだった。

「うっ、うぅぅっ、ぐすっ、うぅ、うぅぅぅぅっ………」

　堪こらえ切れなくなり、キィは遂ついに泣き始めた。
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　母親を亡くした悲しみ。父親に甘あまえたいのに甘えられなかったもどかしさ。地上へ出て星を見付けたのに、応えてくれない寂しさ。

　六歳の年とし端はもいかない少女には、その現実を受け入れる事が出来ない。そうするには、あまりに切ない現実だった。

「ぐすっ、う、うぅぅ………あ………？」

　瞬まばたきを二回。すると涙が瞳から頬へ流れ落ち、若じやつ干かん視界がはっきりする。

「かあさまのおほしさま、ちょっとおおきくなってる………？」

　彼女が見付けた青い星は、最初は青く輝く点だった。しかし今は違う。はっきりとそれと分かるほどに、丸みを帯びて強い光を放っている。それに気付いたキィは、星が大きくなったと考えた。

「キィの声がきこえたのかな？」

　涙が止まる。キィは何かが起こっている事を、本能的に感じ取っていた。それが何なのかは分からなかったが、母親が自分に応えて行動を起こしたように思えて、再び胸が高鳴っていた。

「かあさまっ！　キィはここだよっ！」

　キィは再び両手を振ふる。今もなお大きくなっていく星に向かって、必死に呼びかけ続ける。もう一度母親の姿を見て、声を聞きたかったから。

「やっぱりおっきくなってる………かあさまぁっ!!」

　星は既すでに野球のボールほどの大きさになっていた。それでもなお、星は大きくなり続けている。嬉うれしくなったキィは、更に何度か星への呼び掛けを繰り返した。

　おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ

　そんな時だった。キィの耳に聞き慣れない唸うなり声ごえのような音が聞こえてきた。それは獣けものが吠ほえる声のようにも、トンネルの中を車が走る音のようにも聞こえた。

「………なんだろ………？」

　星を見上げながら耳を澄すます。するとキィにはその音が、星の方から聞こえているように感じられた。

「おほしさまが、うなってる？」

　星が音を出している。キィがそう結論した時だった。

　ヒュゴォォォォッ

　青い星はバスケットボール程ほどまで急激に大きくなると、一気にキィの頭上を通り過ぎていった。

「どこっ!?」

　キィは星を追って、慌あわてて首を巡めぐらせる。すると青い星は唸り声をあげながら、山頂の陰かげへと消えていった。

「おほしさまがおちてきたんだっ！」

　大きくなったのは近付いてきていたから。唸っていたのは、速く飛んでいたから。

　六歳にしては賢い少女はそう結論すると、大おお慌あわてで山やま肌はだを登り始めた。

「かあさまだっ！　かあさまがキィにきづいて、会いにきてくれたんだっ！」

　キィは全力で走り、山の向こうへ消えていった青い星を追う。心臓が早はや鐘がねのように打ち鳴らされ、息が苦しくて仕方がない。それでも彼女は走る速度を緩ゆるめない。そのままの速度でひたすら走り続けた。

「かあさまっ！　かあさまぁっ！　キィだよっ！　キィはここだよぉっ！」

　幾ら苦しくても、キィは足を緩める訳にはいかなかった。

　なにしろ空から降りてきたのは、キィが逢いたくて逢いたくて仕方がなかった、彼女の母親である筈なのだから。










　地球へ辿り着いた孝こう太た郎ろうとクランが最初に行ったのは、フォルトーゼから乗ってきた小型宇宙船『揺ゆり籠かご』を隠かくす事だった。孝太郎達たちは『揺り籠』を春風市の郊こう外がいにある小高い山の山林に埋うめて、隠してしまおうと考えていた。

「ベルトリオン、この場所は本当に開発されたりしませんの？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。この山はずっと自然のままだ。カブトムシを捕とりに毎年通ってたから間ま違ちがいないぞ」

「なら心配ありませんわね」

　孝太郎とクランが見守る中、まるでゆっくりと水に沈んでいくかのように、『揺り籠』は土の中へと潜もぐっていく。

　クランの小型宇宙船『揺り籠』は、観測や研究での利用も想定して設計されている。この為、研究対象あるいはその生活環かん境きようを可能な限り乱さないよう、隠れる機能が充じゆう実じつしていた。何を研究するにせよ、こっそりやった方がいいに決まっているからだ。今こうして土の中へ潜っていくのも、その為の機能の一つだった。これは船体を保護するバリアーを応用した掘くつ削さく装置で、強固なエネルギー場が土を削けずり取とって周囲に跳はね飛とばし、『揺り籠』の船体を地面の下へと隠してしまうというものだ。この作業が済めば、地上に残るのは出入り口のハッチぐらいになるだろう。いくらか掘り返したような跡あとは残ってしまうのだが、周囲に鬱うつ蒼そうと茂しげる草木がそれらを覆おおい隠してくれる筈だった。

「それで、この先はどうするんだ？」

「特に何もしませんわ。また船内の時間を凍とう結けつして、もう一組のわたくし達がフォルトーゼに旅立つのを待ちますの」

　当初クランは二千年前のフォルトーゼから現代の地球へ戻もどる為に、二発目の超ちよう時じ空くう反発弾だんを利用するつもりでいた。一部のパラメーターを一発目とは逆に設定すれば、来た時とは逆の道筋を辿って帰れると考えていたのだ。しかし二発目の超時空反発弾は、フォルトーゼでの戦いで使ってしまった。そこで彼女は別の帰き還かん方法を考え出した。

　クランが考えたのは、見付からない場所で二千年の時間が過ぎるのを待つという至し極ごくシンプルな方法だった。超ちよう空くう間かん航法―――いわゆるワープ航法の技術を応用すると、船内の時間経過を凍結する事が出来る。だから見付かりさえしなければ、二千年の時を超こえる事は可能だった。そして二千年が過ぎた段階で、普ふ通つうに地球へ飛んで帰れば良い。

　ただしこれには一つだけ大きな問題があった。実は『揺り籠』は船体の一部が損傷していて、宇宙を飛べない状態にあったのだ。それを修理する為に必要なパーツが生産されるのは、現代からおよそ二十年ほど前になる。このため孝太郎とクランは二十年前で一度目覚めて『揺り籠』に修理を施ほどこした。そして修理が済むと、孝太郎達は超空間航法と通常推進を併へい用ようして地球を目指した。

　空間に穴を開けて近道をする超空間航法を使わず、通常推進で飛ぶ場合、飛行速度が光の速度に近付くほど、船内の時間の進み方は遅おそくなる。孝太郎達は双そう方ほうを併用して地球へやってきたために、地球へ辿り着いた時には十年の時間が経過していた。二人にとってはほんの数日の出来事でしかないにもかかわらず、だ。

　超空間航法だけで地球を目指さなかったのは、現代へ帰る為に凍結する時間を、可能な限り短縮する為だった。超空間航法だけで地球を目指せば、地球に着いた後に二十年時間を凍結する必要がある。地球にはフォルトーゼのベルトリオン特別領のような不ふ可か侵しん領域がある訳ではないので、時間の凍結は短い方が良い。かといって、時間の凍結を十ヶか月げつ未満にしてしまうと、地球へ接近した段階でティアの『青あお騎き士し』に探知されてしまう恐おそれが出てくる。長過ぎず、短過ぎない時間の凍結が必要不可欠なのだった。

　そういった事情で、二人が出発した時代へ戻る為には、あともう一回だけ『揺り籠』の中で眠ねむりにつく必要があった。そこで『揺り籠』を隠す場所として選び出されたのが、孝太郎が子供の頃からしばしば遊びに来ていた山林だった、という訳なのだ。

「今度は何年眠るんだ？」

「ちょっとお待ち下さいまし。今計算致いたしますわ」

　クランは腕うで輪わを操作して、凍結が必要な時間を計算していく。クランは何気ない調子で計算しているが、必要なパラメーターは膨ぼう大だいな量に及およぶ。おかげですぐには終わらず、孝太郎は焦じれ始めた。

「クラン、大体でいいんだぞ。立ち話なんだから」

「………」

　クランは眼鏡の位置を直しながら、不満げに眉まゆを寄せる。孝太郎が訊きいたからわざわざ正確に計算していたのに、こういう風に言われるのは心外だった。

「ベルトリオン、あなたって科学者の努力と信念を、何気なく踏ふみにじりますわね？」

「お前が無む駄だに労力を使っているだけだと思うがなぁ………」

「無駄ってなんですのっ！　無駄ってっ！　わたくしは―――」

「お前、せっかくそんなに可愛かわいいのに、いちいちそんな風に難しく考えるから、ティアに陰いん険けんだの何だのって言われちまうんだぞ？」

「………」

「もっと気楽に行け、気楽に―――って、どうした、変な顔して？」

「なっ、何でもありませんわっ！　おほんっ、おほんっ、それよりも計算が済みましてよっ！」

　クランはうっすらと赤く染まった顔で大きく咳せき払ばらいをすると、強ごう引いんに話を戻した。そして計算結果を手早く立体映像に加工して、孝太郎の目の前に提示する。

「すまん、鎧よろいを着てないから読めない。古代語なら分からんでもないんだが」

　孝太郎はフォルトーゼの古代語なら多少の読み書きが出来る。二千年前の暮らしで身に付けたのだ。しかし反対にフォルトーゼの現代語はさっぱり分からなかった。

「そうでしたわね、忘れていましたわ」

　クランは孝太郎の事を完全にフォルトーゼの人間だと考えるようになっていたので、自然と立体映像にはフォルトーゼの現代語を使ってしまっていた。そこで彼かの女じよは計算結果を自分の言葉で伝える事にした。

「ええと、結論だけ言うと、わたくし達が時間を凍結して眠る必要があるのは、十年と三百二十三日―――殆ほとんど十一年近いですわね」

「十年………それは暗算ではできなかったのか？」

「意地悪ですわよっ、ベルトリオンッ！　何もかも分かってらっしゃる癖にっ！」

「お前は真ま面じ目めにしてるより、怒おこった時の方がダイナミックで面おも白しろいんだよ」

「わたくしはちっとも面白くありませんわっ！」

　鎮ちん火かしつつあったクランの怒いかりが再燃する。それは孝太郎の狙ねらい通りなのだが、感情的になったクランにはそれに気付く余よ裕ゆうはなかった。

「十年………そうか、十年か………」

　クランから十年前にいるという話を聞き、孝太郎はある事に気付いた。すると無意識のうちに笑え顔がおが消え、表情が厳しいものへと変わる。

「だいたいあなたという人は―――って、どうなさいましたの？」

　クランは孝太郎の雰ふん囲い気きが変わった事に気付き、自らも怒りを薄うすれさせた。相手の真しん剣けんさが分かるぐらいには、時間を積み重ねてきた二人だった。

「どうもしないさ。ただ………もうすぐ、母さんが死ぬんだなって思ってさ」

　孝太郎は厳しい表情を緩め、小さくクランに笑いかけた。

　孝太郎とクランがフォルトーゼに旅立ったのは二〇一〇年一月二十四日。その十年と三百二十三日前という事は、今は一九九九年三月七日という事になる。孝太郎の母親の命日は一九九九年四月十六日。つまり今から四十日ほど先の未来で、孝太郎の母親は命を失う事になるのだ。

「………お気持ちはお察し致しますわ」

　クランは軽く目を伏ふせると、いつになく優やさしい眼まな差ざしを孝太郎に向ける。

「ありがとう、クラン。………お前、いつもそうやっていればいいのに」

「大きなお世話ですわっ」

　長い時間を旅する二人だから、実は防ごうとすれば多くの事件や事故を未然に防ぐ事が出来る。しかしそれは現実的ではない。だから二人はこう決めた。

　過去のフォルトーゼで敵の手による大量殺さつ戮りくを防ごうとした時のように、偶ぐう然ぜん目の前に事件が現れた時には阻そ止しする。しかし時間の移動を積極的に利用して、意識的に事件や事故を阻止しようとはしない、と。

　全ての悲劇を救っていては、孝太郎とクランはいつまでも元の時代には戻れない。二人は不老不死ではないので、そんなに多くの時間は持っていないのだ。また、阻止する事件や事故を二人の判断で選別するのもためらわれた。誰だれだって命は一つ。二人の個人的な判断で、誰の命が重要かどうかは決められない。しかしだからといって、偶然に目の前で苦しんでいる人達たちを見過ごすのは間違っている。だからそれだけは救う。これはフォルトーゼで大量殺戮を防ごうとした時と同じ判断だった。

　この取り決めはタイムスリップにおけるジレンマから現れた、苦肉の策だった。二人は神ではないから、どうしても限界があった。この取り決めをより簡単に言いい換かえると、タイムスリップを個人的に利用しない、という事になるだろう。

　この取り決めに照らし合わせるなら、孝太郎は母親を救う事が出来ない。四十日後にわざわざ目覚めて、彼女を救いに行くのはルール違い反はんにあたるのだ。

「ねぇ、ベルトリオン。他ほかならぬお母様なのでしょう？　ここは多少決め事には目を瞑つぶって、お助けしに参りませんこと？」

「クラン………」

　クランの申し出に、孝太郎の気持ちが揺らぐ。実の母親なのだから、孝太郎としても助けたいのは山々だった。

　―――だが………クランには我が慢まんさせて、俺おれだけがやってしまってもいいのか？

　修理の為に立ち寄った、この時代から更に十年前のフォルトーゼでは、クランにも同じような機会があった。しかしクランはそれをぐっとこらえ、何もせずに地球へ戻った。にもかかわらず、孝太郎が母親を救うという状じよう況きようは、酷ひどく不公平に見える。クランに対してもそうだったし、こういう機会を得られない他の多くの人々に対してもそうだった。

　―――それに、母さんを助けた場合、間違いなく歴史が変わる………。

　そしてもう一つの懸け念ねん事じ項こうは、歴史が変わってしまうという事だった。孝太郎の母親が生き延びた場合、孝太郎が一人でころな荘そうに住む可能性は低い。高い確率で住居は変わらずに、ただ父親が単身赴ふ任にんする形となるだろう。そうなると、孝太郎は侵しん略りやく者しやの少女達とは出会わない事になる。そうなった場合、自分達に何が起こるのか、孝太郎には全く想像がつかなかった。ＳＦ映画で見るように、帰る場所がなくなったり、自分自身が消えてしまうなんて事があるかもしれないのだ。

「ここまできたら、最後まで付き合いますわ。わたくし達フォルトーゼ皇家は、あなたに計りしれない大きな借りがあるのですから」

　クランも孝太郎が悩なやんでいる事は全すべて分かっている。その危険性も。彼女はそれらを全て分かった上で、あえて勧すすめている。それがクランの友情表現であり、同時にフォルトーゼ皇家の人間としての感謝でもあった。

「ありがとう、クラン。だが………少し、考える時間をくれないか。すぐには決められない」

　クランの申し出は嬉しかったが、孝太郎にはどうしたらいいか分からなかった。

　救えるものなら、母親は救いたい。だが元の世界へも帰りたい。その為にここまで頑がん張ばってきたのだ。そして歴史を変えてしまった時に、自分達がどうなるのかが分からない。それに母親を助けた結果がどうなろうと、孝太郎自身は自じ業ごう自じ得とくだが、クランは違ちがう。

　孝太郎には、全てを上手うまく満足させる方法が見当たらなかった。この状況では、孝太郎にはすぐに結論を出せなかった。

「まだ時間はありますわ。ゆっくり考えて下さいまし」

「ああ………」

　曖あい昧まいに頷うなずき、孝太郎は空を見上げる。既に『揺り籠』は掘削を終えて土の下に消え、あたりには静せい寂じやくが戻ってきていた。

　―――俺は一体、どうしたらいい………？

　しかし孝太郎の心は静寂とは無む縁えんの状況だった。気持ちは嵐あらしの海のように乱れ、心臓は激しい運動の最中のように大きく脈打っている。

　どちらを選んでも、何かが失われる。失われるものはどちらも大切なもので、単純に比較する事が出来ない。孝太郎の悩みは堂どう々どう巡めぐりを続けていた。おかげで目に映る星の光も、孝太郎の心には届かなかった。

「ねぇねぇ、おにいちゃん」

　そんな時だった。悩み続ける孝太郎に、声をかけた者があった。孝太郎は驚おどろきつつも考えるのを中断し、声がした方へ目をやった。するとそこには一人の幼い女の子が立っていた。

「このへんにおほしさまがおちてこなかった？　わたし、おほしさまをさがしてるの」

　それは小学校へ上がる前ぐらいの年ねん齢れいの女の子だった。彼女は白衣に朱しゆ袴ばかまという、いわゆる巫女みこの装束を身に纏まとっていた。髪かみの毛けは短くまとめられ、大きな瞳ひとみには健康的な光が宿っている。巫女の装束とも相まって、元気そうな印象の女の子だった。

「お星様かい？　さぁ、見てないけれど………」

　孝太郎は女の子の質問に答えてやりながら、内心では動どう揺ようを隠せなかった。それは女の子の唐とう突とつな登場に驚いた事だけが原因ではなかった。

　―――俺おれ達たちの事だ………。

　女の子が探しているお星様とは、十中八九孝太郎達の事に違いなかった。彼女はこの場所へ降下する『揺り籠』を目もく撃げきして、様子を見に来たのだ。

「………ベルトリオン」

　クランが孝太郎に耳打ちする。

「………ああ、分かってる」

　クランは孝太郎に呼よび掛かけただけだったが、孝太郎にはクランの意図が伝わっていた。クランは女の子から詳くわしく話を聞いた方が良いと言っているのだ。特に、他に目もく撃げき者しやがいるのかどうか、といったところを。

「おねえちゃんは？」

「わ、わたくしも見ておりませんわ」

　クランには人見知りのところがあるので、女の子の質問に答えつつ曖昧な笑顔を作ると、孝太郎の背後へ静かに移動していった。女の子の相手は孝太郎に任せるつもりだった。

「じゃあ、おっきい音はきかなかった？　ごおおおおおおおおって！」

　女の子は両手を頭上に持ち上げると、空を大きく掻かき回まわすように動かし始める。空の上に洗せん濯たく機きでもあるかのような仕草だった。

「どうだったかな。飛行機が通ったかもしれないけれど」

「ふぅん、そっか………」

　女の子は何度か頷くと、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「おしえてくれてどうもありがとう。ばいばい、おにいちゃん！　おねえちゃん！」

　そして別れの言葉を言うが早いか、彼女はくるりと孝太郎達に背を向けて走り出だした。その外見から想像された通りの、活動的な少女だった。孝太郎は走り去ろうとする女の子を慌てて呼び止めた。孝太郎の用件はまだ終わっていなかったのだ。

「ちょっと待ってくれ！　君、どこへ行くんだい？」

　すると女の子は立ち止まり、顔だけ振り返かえって孝太郎の質問に答えた。

「わたし、もうすこしこのへんをさがしてみる！　おほしさま見つけたいの！」

「待った待ったっ！」

　孝太郎は小走りに女の子の後を追う。このまま放っておく訳にはいかなかった。そんな孝太郎を、女の子は目を丸くして見つめていた。

「どうしたの？」

「俺も一いつ緒しよに行くよ。こんな時間に女の子が一人きりじゃ危ないからさ」

　孝太郎が女の子を追った事には二つの理由がある。

　一つ目の理由は言葉通りに、女の子の身を案じての事だった。既に日が暮れて真っ暗だったし、場所は人気のない山の中。足元は暗く、周囲には樹木が生おい茂っているから、小さな女の子が一人で歩くには危険過ぎる場所だった。

　二つ目は、女の子ともう少し話がしたかった為ためだ。彼女の他に『揺り籠』を探しに来た人間がいるのかどうか、確かめなければならなかった。

「てつだってくれるの？」

「ああ」

「ほんとに!?　ありがとうっ、おにいちゃんっ!!」

　孝太郎が頷くのを見て、女の子は表情を輝かがやかせる。その瞳を大きく見開いて、とても嬉うれしそうに笑っていた。

「クラン、構わないだろう？」

　孝太郎は振ふり返ってクランに確かく認にんする。するとクランは大きく頷いた。

「お任せ致しますわ。わたくしはここに残って、準備を進めておきますわ」

「ああ、頼たのむ」

　孝太郎は少女に同行。クランはこの場所に残って帰還の準備。自然と二人の分担が決まった。もっともクランの場合は、人見知りに影えい響きようされた部分は少なくないのだが。

「それとベルトリオン、これをお持ちになって」

　クランは孝太郎に何かを投げてよこした。孝太郎はそれが空中にある間に素す早ばやく掴つかみ取った。

「こいつは………」

　孝太郎が受け取ったのは、普ふ段だんクランが身に着けているのと同じ、銀色に輝く腕輪だった。

「あなたが迷子になっては困るでしょう？」

「そういう事か」

　孝太郎は受け取った腕輪をじっくりと眺ながめる。

　この腕輪の本来の役割は『揺り籠』と『朧ろう月げつ』のリモートコントローラーだった。そのため『揺り籠』と通信する機能や現在位置を発信する機能、そして着用者の健康状態を監かん視しする機能などが備わっている。これさえ身に着けていれば、孝太郎が迷子になる心配はない。今の孝太郎は『青騎士』の鎧を着ていないので、暗い山の中で危険なのは女の子と大差ないのだ。

　そうやって孝太郎が腕輪を眺めている間に、クランは女の子に近付き、その胸に小さなバッジのようなものを取り付けた。

「あなたにはこれですわ」

「なぁに、これぇ？」

　女の子は自分の服の胸むな元もとを引っ張って、バッジをじっと見つめた。

「それがあればあなたが迷った時に、すぐに見付けられますの」

「ふぅん、べんりだねぇ」

　女の子は服から手を離すと、クランに向かってにっこりと笑顔を作る。するとあまり他人に褒ほめられる事に慣れていないクランは、その頬ほほを赤らめた。

「使い方はイマイチよく分からんが………ありがとな、クラン」

　ひとしきり腕輪を眺めた孝太郎は、礼を言いながら素早く腕輪を右手首に嵌はめた。すると腕輪の作動状態を示す宝石が小さく瞬またたく。

「これでよし」

「それじゃー、いこー！」

　孝太郎が腕輪を着け終えると、女の子はその腕うでを掴んで我先にと歩き始める。

「そんなに焦あせるなって、危ないから！」

「だいじょうぶだよぉっ、しんぱいしょうだね、おにいちゃんは」

「と、ともかくクランッ、行ってくるっ！」

「………行ってらっしゃいまし」

　女の子に手を引かれ、孝太郎は手近な茂みの中へと消えていった。それを見送ったクランは、両りよう腕うでを組んで軽く頬を膨ふくらませていた。

「ベルトリオンめぇ………何故なぜわたくしに一緒に来いと申しませんの？　それは確かに、わたくしは他人は苦手なほうですけれどっ！」

　少々人見知りだし、仕事があるクランだが、孝太郎が少しも迷わず自分を置いていった事に関しては、不満は決して小さくはなかった。










　星を探すといっても、あてがある訳ではない。女の子は暗い山林を勘かんだけを頼たよりに歩き続けていた。足元は暗く、斜しや面めんは険しかったが、女の子の足取りは力強い。孝太郎はそんな彼女の姿から、何としても星を見付けようという強い意志を感じ取っていた。

「うぅ～、このへんにおちてきたはずなんだけどなぁ………」

「見たのかい？」

「うん。おそらから、ごおおぉぉぉぉおおおおぉぉぉっ、ひゅうぅぅぅぅんって」

「だから探しに来たのかい？」

「うんっ」

「一人で？」

「そっ！　ひとりできたの！　うちからひとりでこの山にきたら、おそらからほしがふってきたの！」

　孝太郎はそんな女の子と話をしながら、彼女の後に続いていた。

　―――星を探しても見付かる訳はないんだよな………。上手く諦あきらめさせられればいいけれど………。

　孝太郎は先を行く女の子の背中を眺めながら、どうやって諦めさせたものかと思案していた。

　ここへ来るまでに、孝太郎が知りたい事はあらかた彼女の口から語られていた。彼女は一人でこの山へやってきて、偶然空から降りてきた『揺ゆり籠かご』を目撃した。目撃者は彼女一人きりで、他にはいない。そのため彼女さえ星探しを諦めて家に帰れば、何も問題はない筈はずだった。

　また、星が見付からない事は明らかだった。彼女が探している星―――『揺り籠』は既すでに地面の下にある。だから幾いくら探そうが、星が見付かる事はない。その場所は既に通り過ぎてしまっているのだ。それを告げる訳にもいかないから、結果的に孝太郎は彼女に無駄な事をさせてしまっている。孝太郎には心苦しい状況だった。

　そういう事情なので、孝太郎の目的は女の子と話をする事から、納なつ得とくさせて星探しを諦めさせる事へと移っていた。

「でももう暗いし、そろそろ帰らないと、お家の人が心配するだろう？」

「だいじょうぶだよ。かあさまをさがしてるんだもん」

「母様？」

　女の子の口から、孝太郎が思いもよらない言葉が飛び出してきた。孝太郎が女の子の言葉に困こん惑わくしていると、彼女は足を止めて笑顔で振り返った。

「えへへ、かあさまに会うのひさしぶりなんだ」

「星を探してるんじゃなかったのかい？」

「ううん、ほしだよ。かあさまのあおいほし」

「あっ………」

　その瞬しゆん間かん、孝太郎は女の子が何を言っているのかを理解した。

　―――もしかしたら俺達は、この子の心の傷に触ふれてしまったんじゃないか………？

　そしてその想像を、続く女の子の言葉が肯こう定ていした。

「かあさま言ってたんだ。かあさまがしんだら、あおいほしになるって。それでね、さっきおそらを見ていたら、あおいほしがふってきたの！　きっとかあさまがわたしを見つけて、会いにきてくれたんだ！」

　女の子は母親を亡なくした。そして偶然、青い星―――『揺り籠』が降ふってくるのを見つけて、母親が自分に会いに来たと思った。だから一人で山へ入り、母親の姿を探し続けていた。

　―――この子がもし、自分が見た物が、母親の星ではないと気付いたら………。

　このままでは星は見付からず、女の子はきっと悲しい思いをする。それを思うと、孝太郎は酷く切なく、申し訳ない気分にさせられた。孝太郎とクランがこの場所に降下しなければ、彼女が悲しい思いをする事もなかった筈だから。

「………きっと、すぐに見つかるさ」

　この時、孝太郎にはどうしても、必死に母親を探す少女に向かって、母親は見付からないとは言えなかった。母親を失う悲しみは誰よりもよく分かっている。それだけに、たとえその場しのぎの慰なぐさめであろうとも、孝太郎にはこう言うしかなかった。

「うんっ！　ありがとうっ、おにいちゃん！」

　女の子の笑顔は輝いている。出来ればその笑顔が曇くもらずに済めば良いと、孝太郎は思わずにはいられなかった。










　二人で山の中を歩き始めてから、四時間以上の時間が経過していた。それだけの時間が過ぎると、流石さすがの女の子もその顔に疲つかれの色が出始めていた。そこで孝太郎は休きゆう憩けいを提案し、二人は小川のほとりで束つかの間まの休息を取る事になった。

「そういえば、まだ君の名前を訊きいてなかったよね」

「あはっ！　そういえばそうだったね！」

　これまで母親を探す事に全力を傾かたむけていた女の子だったから、自己紹しよう介かいするところまで気が回っていなかった。また、孝太郎の事は『おにいちゃん』と呼んでいたので、不都合はなかった。また孝太郎の方も女の子と二人きりだったので、呼び掛けは『君』で良かった。そんな訳で、足を止めた事で少し気持ちが落ち着いた今になって、ようやく自己紹介が始まった。

「わたし、キィ！」

「きぃ？」

「うんっ、そうっ！」

「へぇ、キィっていうのか………」

　彼女が名乗った名前は、孝太郎には耳慣れないものだった。しかし最近は変わった名前の子供が多かったから、孝太郎はそれほど不思議には思わなかった。

「おにいちゃんは？」

「孝太郎」

「ふぅん、こうたろうか………へんななまえ！」

「変かい？」

「うんっ！」

　キィと名乗った女の子は、笑え顔がおで大きく頷いた。その明るい表情を見ていると、孝太郎も楽しい気分になってくる。

　―――最近は孝太郎なんて名前は、かえって少ないのかもな………。

　孝太郎の友人にも、難読当て字の名前を持つ者が何人かいる。孝太郎より下の世代ではその傾けい向こうは特に強い。いずれは孝太郎という普ふ通つうの名前は、少なくなっていくのかもしれなかった。

「ねえ、このままおにいちゃんってよんでていい？」

「ああ。俺の方はキィちゃんでいいかい？」

「うんっ、いいよ！　かあさまはそうよんでくれてたんだ！」

　キィは元気な笑顔で頷いた。その笑顔は無む邪じや気きで楽しげだ。それはこの数時間でキィが孝太郎に気を許した結果だった。

「とうさまはキィってよぶから、キィよりはキィちゃんのがいい」

「どうしてだい？」

「とうさまはおこってばっかりなんだもの。さっきだって、わたしがえいがが見たいって言ったら、だめだーって！」

「わかった。キィちゃんって呼ぶようにするよ」

「うんっ」

　キィの家は父子家庭だった。

　―――うちと同じか………。

　母親の居ない里さと見み家でも、父親との関係がぎくしゃくした時期があった。それを思い出した孝太郎は、キィと父親との関係がおぼろげに想像できた。そして同時に、キィの父親が心配しているのではないかと思い至る。

「キィちゃん、きっとお父さんがお家で心配しているよ。一度家に帰って、星はまた明日探せばどうだい？」

　先さき程ほどは亡くなった母親の話のせいで話題がそれてしまったが、家で家族が待っている事には変わりなかった。

「いや」

　するとキィはふぐのように頬を膨らませ、首を横に振った。

「もうおうちにはかえらない！　わたしはひとりでいきていくの！」

「なにぃっ!?」

　この時のキィの返事を聞いて、孝太郎は目を剥むいた。

「ちょ、ちょっと待った!!　つまり君はっ、家出をしてきたってのかっ!?」

「うんっ!!」

　キィは笑顔で頷いた。

「とうさまはね、カブトンガーのえいがにつれていってくれないの！　だからキィは、ひとりできたの！」

　彼かの女じよは得意げに笑っていた。彼女は孝太郎を驚かせた事に満足していたのだ。

「たっ、大変だっ！　すぐに警察に連れていかないとっ！」

「ケイサツ？」

「君を家に連れて帰ってくれる人達たちの所さ！」

　キィが家出少女であるなら、父親が捜そう索さく願ねがいを出してもおかしくはない。そうなった場合、警察による大規模な捜そう索さくが行われる。そしてこの山に捜索の手が伸のびた場合、『揺り籠』の存在が明るみに出るかもしれないのだ。

　このキィという少女は、その明るい笑顔とは裏腹に、孝太郎達たちにとって命取りになりかねない程ほどの重大な危険を帯びていたのだ。

「おい、クラン―――」

　孝太郎は腕うで輪わを起動し、クランに連れん絡らくしようとする。

「だめっ！」

　ピッ

　しかしその前に、キィが素早く手を伸ばし、孝太郎が腕輪を起動するのに使ったスイッチを押おした。すると腕輪は元のスタンバイ状態に戻もどってしまう。

「キィちゃん!?」

「もしわたしをケイサツってところにつれていったら、おにいちゃんにさらわれたって言うから！」

「なっ、なんだってぇっ!?」

　孝太郎には身元はあるが、ここは十年前の世界なので、年齢が合わない。その為、警察に捕つかまってしまうと身元不明の人間という事になり、とても面めん倒どうな事になってしまう。もちろんクランもそうだ。密入国者とされる可能性が高いだろう。しかも誘ゆう拐かい犯はんにされてしまったら、それどころでは済まなくなる。

「キィちゃん、それはまずい！　お家に帰らないと！」

　孝太郎は慌あわてて説得を試みた。早く彼女を家に帰さない事には、困った事になる。警察の介かい入にゆうは何としても防がなければならなかった。

「かえらないっ！」

　しかしキィはきっぱりと首を横に振る。彼女の決意は固かった。

「ぜったいにかあさまを見つけて、カブトンガーのえいがを見るんだからっ！」

「キィちゃん………」

　キィは映画が見たくて、父親と喧けん嘩かをして家出をしてきた。そして地球に突とつ入にゆうする『揺り籠』を目撃し、母親の星を探し始めた。孝太郎は映画を見せてやる事は出来るだろう。しかし母親の星は見付けてやれない。このままでは彼女は、この山の中を延々と彷徨さまよい続ける事になる。非常に困った状じよう況きようだった。

「なぁキィちゃん。もし星を見付けて、映画を見たら、お家へ帰るかい？」

　孝太郎にとっては非常に難しい状況だったが、だからといってこんな小さな女の子を山の中に放ってはおけない。そこで孝太郎は、キィの願いを最大限叶かなえてやろうと考え始めていた。キィが納得するまで星探しを手伝い、映画を見せてやり、家へ帰らせる。それが一番問題が少ないように思えたのだ。

「うーん」

　キィは両腕を組み、孝太郎の提案を吟ぎん味みし始める。その形の良い眉まゆがきゅっと寄せられ、大人びた印象になる。

　―――あれ、この子………？

　その表情を見た時、孝太郎は漠ばく然ぜんと、どこかで見た事がある顔だと感じた。しかしはっきりと誰だれと似ていると言える訳ではなかったし、この時点で重要な話でもなかった。おかげでその事はすぐに頭の片かた隅すみへと追いやられた。

「それなら………かえってもいい、かなぁ………？」

　キィは顎あごに指先を当てつつ、そう結論した。

　元々彼女の家出には、大きな理由があった訳ではない。母親の死に絡からんで生じた、親子の感情のすれ違ちがいが問題だったのだ。父親への甘あまえの裏返しとも言えるだろう。その彼女を家出に繋つなぎ止とめるのは、母親の星を探す事と、カブトンガーの映画ぐらい。それらが解決すれば、彼女には家に帰らない理由はないのだった。

「だったら、俺おれがそれを手伝ってやるよ」

「ほんとに!?」

　孝太郎の思わぬ申し出に、キィの表情が輝く。大人びた表情は消きえ失うせ、子供らしい笑顔が戻ってきた。

「その代わり約束してくれ。どっちも済んだら、お家へ帰るって」

「わかった！　やくそくする！」

　キィは笑顔で孝太郎の提案を呑のんだ。彼女にとっても、これは嬉しい提案だった。いくら彼女が賢かしこいといっても、あくまで六歳さい児。家出をしてひとりぼっちである事が、不安でない筈がない。そんな彼女に対して差さし伸べられた、孝太郎の手。この数時間で孝太郎に気を許していたキィには、それを払はらい除のける理由はなかった。

「じゃあ、はい」

　キィは笑顔で孝太郎を見上げながら、右手を差し出した。

「なんだい？」

「ゆびきり。やくそくなんでしょ？」

　彼女は右手で拳こぶしを作り、そこから小指だけを伸ばしていた。それを見た孝太郎は、自らも右手を差し出し、彼女と同じようにした。そして二人は小指同士を絡め合わせる。

『ゆーびきーりげーんまーん、うーそつーいたーら、はーりせーんぼーんのーますっ♪　ゆーびきったっ♪』

　こうして二人は約束を交かわし、束の間のあいだ、行動を共にする事になったのだった。
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母親を探して







　ゆびきりで約束を交わした後、孝こう太た郎ろうはキィを連れて一いつ旦たん『揺り籠』へ戻った。理由は時間が遅おそすぎた事。夜になって大分時間が経たっていたので、山の中をあてもなく彷徨い続けるのは良い事ではなかった。そこで孝太郎は食事と睡すい眠みんをとる為ために『揺り籠』へ戻る事にしたのだ。

　孝太郎はこの提案にキィが反発するのではないかと考えていた。しかしその予想に反して、キィは素す直なおに孝太郎の言葉に従った。キィは孝太郎と交わしたゆびきりの約束を信じている。孝太郎と一いつ緒しよに母親の星を見付け、カブトンガーの映画を見る。それは彼女にとって、現実と同じぐらい確かな事だった。だからキィは孝太郎が必要だと言う事には、逆らわないのだった。

「………という訳でだな、しばらくあの子の面倒をみる事にした」

「あなたという人は、どこへ移動しても厄やつ介かい事を呼び寄せますのね？」

　孝太郎から事情の説明を受けたクランは、呆あきれ顔がおでがっくりと肩かたを落とした。

　孝太郎が『揺り籠』へ戻って最初にした事は、クランに成り行きを報告する事だった。その為に孝太郎はキィを『揺り籠』の居住区画に残し、クランの研究室へと足を運んでいた。

「仕方ないだろ。俺のせいじゃない」

「まあ、そうですけれど………わたくしにはやる事がありますから、あの子の面倒はあなたの方で見て下さいましね？」

「分かってる。お前には迷めい惑わくはかけない」

　クランは元の時代へ帰る為の準備をしなければならなかった。『揺り籠』の船内の時間を凍とう結けつして、十年後の世界へ帰る。言葉にすると簡単なのだが、その為に必要な準備は多い。時間の凍結は非常にデリケートなのだ。そんな訳で、自然とキィの相手は孝太郎の仕事になるのだった。

「それとクラン、何か金目の物はないか？」

「かねめのもの？」

　クランは耳慣れない言葉を聞かされ、目を丸くして首を傾かしげる。

「俺はこの時代のお金を持っていない。あの子を映画に連れていかなきゃいけないから、どうしてもお金が必要なんだ」

　この時代で流通している紙し幣へいは、あと数年で新しいものへと切きり替かわる。孝太郎の財さい布ふの中身はその後のものなので、利用する事が出来ない。この時代で行動するにはお金がいる。それを得る為に、孝太郎はクランに貴重品の提供を求めていたのだ。

「あとで働いて返すから、お金になりそうなものをくれないか？」

「なるほど、そういう意味でしたのね」

　お姫ひめ様さま育ちのクランには、貴重品を換かん金きんしてお金を作るという発想がなかった。説明を受けてようやく事情を察したクランは、研究用の資材が詰つめ込まれた大きな棚たなへ近付いていった。

「ベルトリオン、この星でもプラチナは貴金属でして？」

「ああ。その筈だ」

「確かこの辺に、触しよく媒ばいに使うプラチナがあった筈………」

　クランは棚を開けて、中身を漁あさり始める。孝太郎の部屋にある棚とは違って、きちんと中身が整理されているので、目的のものはすぐに見付かった。

「あったあった、ありましたわ」

　クランは棚からプラチナの塊かたまりを取り出だすと、孝太郎の所へ戻ってきた。

「これをお使いになって下さいまし」

　クランはプラチナ塊を無造作にデスクに置いた。

　ゴトン

　純じゆん粋すいなプラチナは密度が高く、見た目に比して非常に重い。そのためこの塊がデスクと触れ合あった時に、デスク自体が揺れるくらいの重じゆう厚こうな音を出した。

「これは予備の資材で、まだ幾つかありますから、好きに使って頂いて結構ですわ。足りないようならすぐに仰おつしやって下さいまし」

　だがそのプラチナを見た瞬間、孝太郎は全力でクランを怒ど鳴なり付つけていた。

「お前はアホかぁっ!!」

「なっ、なんですのっ、いきなりっ!?」

　唐とう突とつに怒鳴りつけられ、驚おどろいたクランは目を丸くして思い切り仰のけ反ぞった。孝太郎はそんなクランに更さらに畳たたみかけた。

「こんなものを質しち屋やに持ち込んで、換金できるかっ！　欠片かけらでいいんだ、欠片で！」

「そっ、そうでしたのっ!?」

　クランがデスクに置いたプラチナ塊は、どう少なく見積もっても五キロはある。プラチナはグラムあたりで四千円から五千円。するとこの塊一つで、数千万円の価値があるという事になる。質屋やリサイクルショップが即そつ金きんで買い取ってくれるとは思えなかった。

「お前はどこまでお姫様育ちなんだっ！　もう少し庶しよ民みん感覚を身に付けろ！　皇こう帝ていになりたいんだろうっ!?」

「でっ、でしたら庶民を知る者を側近に―――」

「あまえるなーーー!!」

　孝太郎が十数グラムのプラチナを手に入れたのは、もうしばらく後の事だった。










　クランがティアと孝太郎を付け狙ねらっていた頃ころ、『揺ゆり籠かご』の居住区画にはテレビが据すえ付けられた。これはクランが情報収集の一いつ環かんとして作ったもので、文化や言語の学習はもちろんの事、放送技術から地球の科学レベルを推定する為に使われていた。例えば、デジタル放送の暗号化に使われている暗号の強度を調べれば、地球で一いつ般ぱん的てきに使われているコンピューターの処理速度が逆算出来る、というような具合だ。

　孝太郎が居住区画へ戻ると、キィはそのテレビに張り付いて、放送中の番組を食い入るように見つめていた。テレビの画面は宇宙船の多目的モニターを利用しているので、百インチを超こえている。おかげでキィがテレビの前にいても、孝太郎にも放送内容がはっきりと分かった。

「へぇ………再放送をやってるのか………」

　テレビに映っていたのはアニメの番組だった。それはアニメにはそれほど詳くわしくない孝太郎でも知っているほどの有名作品で、タイトルは『甲こう虫ちゆう王おう者じやカブトンガー』。カブトムシをモチーフにした改造人間達が活かつ躍やくするヒーローアニメだった。

「あぶなーい！　いちごうっ、うしろうしろー！」

　画面の真ん中では、主人公のカブトンガー一号が危機に陥おちいっていた。キィは彼かれが負けてしまわないように、小さな手を固く握にぎり締しめ、必死に声せい援えんを送っていた。キィはこのアニメの大ファンで、先日公開された映画を見る為に家出をしてきた程だった。それだけにカブトンガーに送られる声援は熱く、彼女は孝太郎が居住区画に戻った事には少しも気付いていなかった。

　ちなみに深夜にもかかわらずこのアニメが放送されているのは、映画の公開に合わせて深夜に再放送されている為だ。テレビアニメが映画化された場合には、しばしば見られる広報スタイルだった。

「そこだぁっ、ひっさつぅっ、カブトンガーキーックゥッ！」

「………楽しそうだな」

　あんまりキィが楽しそうだったので、孝太郎は彼女に声をかけず、そっとしておく事にした。孝太郎は静かにキィの背後を通り過ぎ、居住区画の一角にある簡易キッチンへと入っていく。キィがテレビを見ている間に、食事の準備をするつもりだった。

　―――カブトンガー？

　だがそこへ入った所で、孝太郎は一度立ち止まった。カブトンガーという言葉に、軽い引ひっ掛かかりを覚えたのだ。だが引っ掛かりとはいっても所しよ詮せんはアニメの話題。孝太郎はそれ以上深く考える事はなく、その事を忘れてキッチンの奥おくへ向かった。今の孝太郎にとって重要なのはアニメのヒーローではなく、夕食のメニューなのだ。

『あぁぁああぁぁっ！　ずるいよぉっ、スカラベキング！　クワガーマン、はやくカブトンガーをたすけてあげてぇっ！』

　壁かべの向こうから聞こえてくるキィの悲鳴をＢＧＭに、孝太郎はキッチンの一番奥にある貯蔵庫を開けた。そこには様々な食料品が、所ところ狭せましと詰め込まれていた。

「この辺はそろそろ喰くっちまった方が良いよな………」

　孝太郎はそこから幾いくつかの食材を引っ張り出した。それらは全すべて過去のフォルトーゼから持ってきた食料品だった。

　貯蔵庫には元々積み込まれていた食料と、過去のフォルトーゼで積み込んだ食料の二種類がある。前者は長期保存が可能なパッケージに入っているのだが、後者はそうなっていない。だから食べるなら後者から、という事になる。食品用の貯蔵庫は冷蔵庫の機能も備えているが、過信はできなかった。

『クワガーマン！　ドリル！　ドリルをつかえばだいじょうぶだよ！』

「なるほどな。今日のは『カブトンガー暁あかつきに死す』か。そりゃあ面おも白しろい筈はずだ………」

　孝太郎は独り言を呟つぶやきながら食器を棚から取り出し、食材と一緒に手近な籠に放ほうり込んでいく。そしてその籠を手に取ると、今度は居住区画の倉庫へと入っていった。そこには食料品以外のものが置かれており、やはり過去のフォルトーゼから持ってきたものが多く含ふくまれていた。

「よいせっ」

　がらん、がらがらっ

　孝太郎はそこから薪まきの束をひとつ引っ張り出した。そして孝太郎は、右手に籠を、左手に薪を持ち、居住区画へ戻っていった。

「カブトンガー、目をさましてカブトンガー！」

　孝太郎は再びキィの背後を通り過ぎ、エアロックを通とおり抜ぬけて外へ向かう。

　孝太郎は夕食の調理を外でやるつもりだった。食材は全て二千年前のフォルトーゼの旅行食なので、下手に最新式のキッチンで調理するよりも、焚たき火びで調理した方がそれらしく仕上がるのだ。バーベキューをキッチンで作っても味気ないのと理り屈くつは同じだ。また、孝太郎は『揺り籠』の高度過ぎるキッチンが苦手だ。その意味からも、孝太郎は外でやる事にしたのだった。

「まずは………」

　外に出た孝太郎はまず、大きな石を集めて簡単な風避よけを作った。その陰かげで焚き火をすれば、風が吹ふいても火が暴れなくなる。これは過去のフォルトーゼで学んだ、生活の知ち恵えだった。

　続いて孝太郎は風避けの陰に薪を並べていく。薪は空気の流れを意識して隙すき間まを作りながら山状に組んでやるのがコツで、孝太郎は慣れた手つきでそのように積み上げていった。

「お次はこいつの出番だな」

　綺き麗れいに組み上がった薪に満足すると、孝太郎は薪と一緒に倉庫から持ってきていた一本の棒を手に取った。それは厳密には棒ではなく、綺麗に磨みがき上あげられ美しい装そう飾しよくが施ほどこされた、一メートル半ほどの長さの杖つえだった。孝太郎はその杖を両手で構えると、先せん端たんを顔の前のあたりに持ってきた。

「ええと………炎ほのおよ出てこい！」

　ボフッ

　まるで孝太郎の言葉に従ったかのように、杖の先端に小さな炎が灯ともった。炎は燃料になるものが何もないにもかかわらず、まるで蝋ろう燭そくの炎のように杖の先端で燃え続けている。事情を知らない者には、奇き妙みよう極きわまりない状況だった。

「これをプレゼントしてやったら、ゆりかのやつ、大喜びするだろうなぁ………」

　この杖は、孝太郎がわざわざ過去のフォルトーゼから持って帰って来た、ゆりかの為のお土産みやげだった。実はこの杖は本物の魔ま法ほうの杖なのだ。

　この『エンサイクロペディア』という名前を与あたえられた杖は、元々は過去のフォルトーゼにおいて孝太郎と敵対した、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師長グレバナスが使っていたものだった。グレバナス自身は超ちよう時じ空くう反発弾だんによって虚こ空くうへ消えたが、戦せん闘とう中に手放したこの杖や幾つかの道具は、そのまま戦いの場に残されていたのだ。

　魔法の杖は本来、魔ま法ほう使つかいが魔法を実行する手助けをする為の道具だ。杖は魔法使いの集中力を高め、魔ま力りよくを増ぞう幅ふくし、魔法をより威い力りよくのあるものへと変えてくれる。そして魔法の杖は魔力の増幅に加え、特とく殊しゆな能力を与えられている場合がある。『エンサイクロペディア』も、特殊な能力を追加された魔法の杖の一つだった。

　この『エンサイクロペディア』に与えられた能力は、使い手の思考を読み取り、杖だけの力で魔法を発動するというものだった。おかげでこの杖の使い手は、自身の魔法と同時に、もう一つ別の魔法を発動する事が出来る。これは魔法使い同士の戦いにおいて、非常に大きなアドバンテージとなる能力だった。

　そしてこの能力のおかげで、魔法使いでない者でも、杖に内蔵されている魔法に限っては発動させる事が出来る。その名の示す通り、『エンサイクロペディア』に内蔵されている魔法は多い。反面、ひとつひとつの魔法の威力は弱めになっている。杖の魔力が有限である以上、内蔵した魔法の数と威力は反比例する傾けい向こうがあるのだ。だからこの杖を持っている者は、魔法の才能が全く無くても、そこそこの技量の魔法使いになれる。だから孝太郎はゆりかを本物の魔法少女にしてやろうと、わざわざこの杖を持ち帰ってきたのだった。

「やっぱり便利だよな、魔法って………」

　杖の先端を薪へ向けると、炎は薪へと燃え移った。燃え移った炎は、あっという間に組み上げた薪全体に燃え広がり、赤々とした大きな炎となった。それは食事の準備をするのに十分な火力だった。普ふ通つうなら火起こしだけでそれなりの手間がかかるので、杖の効果は絶大だった。

「よし、始めるかな」

　こうして孝太郎は燃え上がった炎を使い、食事の準備を始めたのだった。










　アニメのエンディングテーマが終わっても、キィはまだ興奮が醒さめなかった。

　彼かの女じよの愛してやまないヒーローが敵の手によって倒たおされ、しかしそこから奇き跡せきの復活を果たし、大逆転勝利を迎むかえた。これで興奮せずにはいられない。そんな訳で、キィは今回の話の内容を、誰かと話したくて仕方がなかった。

「おにいちゃーん、どこー？」

　その誰かとはもちろん孝太郎だ。今の彼女には孝太郎しかいなかったし、孝太郎なら話を聞いてくれそうな気がしていたのだ。

「どこいったのかな？」

　キィは居住区画をきょろきょろと見回す。ここは小型宇宙船の居住スペースなので、一いつ般ぱん家庭のリビングルームと大差ない広さしかない。おかげでキィはすぐに居住区画が無人である事を理解した。

「あれっ？」

　そんな時、キィは何かの匂においがしている事に気が付いた。すぐにキィは鼻から何度か空気を吸い込んで、その匂いが何なのかを確かめた。

「すんすん………なんだかおいしそうなにおい………」

　キィが嗅かぎとった匂いは、何かが焼ける香こうばしい匂いだった。

　ぐぅぅぅ

　その匂いを嗅いでいると、キィの腹が空腹を訴うつたえる。キィはそれでようやく、自分がしばらく何も食べていない事を思い出した。

「こっち………かな？」

　キィは持ち前の好こう奇き心しんに誘さそわれ、鼻をぴくぴくと動かしながら匂いを辿たどった。居住区画から廊ろう下かに出て、開きっぱなしになっていたハッチを通り抜けて『揺り籠』の外へ。そこで彼女はようやく、匂いの正体を知った。

「わぁ！　ごちそうだぁ！」

　赤々と燃える焚き火の炎。焚き火には大きな鍋なべが吊つり下さげられ、その中では野菜や魚ぎよ介かい類るいを使ったスープがぐつぐつと煮に立たっている。そして炎で焙あぶられている、串くし焼やきの肉。沢たく山さんのハーブやオイル、香こう辛しん料りようを使ったソースで焼き上げられたその大きな肉は、内側から溢あふれ出した肉にく汁じゆうがぽたぽたと地面に滴したたっていた。更には焚き火の傍そばにはパンが置かれ、焚き火の熱で軽く温められている。冷たいままのパンよりも、こうした方が柔やわらかく食べられる事だろう。

　ここまでキィが追ってきた匂いは、これらの料理の匂いだった。少し前までアニメの事で頭がいっぱいだった彼女だが、今はもう眼前に広がる豪ごう華かな料理にすっかり心奪うばわれていた。

「来たのかい、キィちゃん」

「これ、みんなおにいちゃんがつくったのっ!?」

「ああ。そんなに上手ではないけどね」

　今夜の夕食は、野菜と魚ぎよ介かいのスープ、鶏とり肉にくの串焼き、木の実を多く使ったパン。パンだけは焼いてあったものを温めただけだが、他の二つは孝太郎が料理したものだった。

　孝太郎は家事が出来る。元々父子家庭で育ったので、掃そう除じ洗せん濯たくはもちろん、料理も出来るのだ。だがころな荘そうでは侵略者の少女達たちが料理を担当していたので、孝太郎はその料理の腕うでを振ふるう事はなかった。しかしフォルトーゼに行ってからは、長ちよう距きよ離りの移動の際に孝太郎が料理をする場合も少なくなかった。おかげでこういった野外での料理技術が上達していた。プロ級とは言わないまでも、他人に食べさせる事が出来るレベルだった。とはいえ、あくまでこれは二千年前のフォルトーゼ様式の料理ではあるのだが。

「そんなことないよ！　とってもおいしそうだもん！」

「本当に美味おいしいかどうかは、食べてみてのお楽しみだ」

「たべるたべる！　わたしすぐにたべたい！」

「もう少しで出来るから、そこに座すわって待っててくれ」

「うんっ！」

　料理を見た時からおなかが鳴り続けているキィだったが、素直に孝太郎の言葉に従って焚き火の近くに置かれていた丸太に腰こしを下ろした。彼女は賢かしこい子供なので、料理をする人を邪じや魔ましない方が、美味しいものを早く食べられる事を知っているのだ。

「スープはどうかな………？　おっ、いいぞ、ちゃんとできてる」

「えへへ」

　キィは大人しく座ったまま、食事の準備を進める孝太郎を目で追いかけていた。そうしていると、キィは次し第だいに自分の胸があたたかくなるのを感じる。それは焚き火のせいだけではない。胸の奥おく底そこから溢れてくる、あたたかな想おもい出でのおかげだった。

『かあさま、ごはんはまだ!?』

『もう少しよ。そこに座って待ってて』

『はぁいっ！　こんやのメニューは？』

『ふふ、キィちゃんの好きなものよ』

『このにおい………お魚だ！』

『正解よ。美味おいしく焼けるまで、もう少しだけ待ってね』

『うんっ！　キィはいい子でまってる！』

　親しい誰だれかが、自分の為に料理を作ってくれている。かつてそれをしてくれたのはキィの母親だった。だからだろう、孝太郎が料理をしている後ろ姿は、キィの胸の中に母親との想い出を蘇よみがえらせてくれた。そしてその想い出が、キィの胸をあたたかくする。

「キィはいい子でまってるから………おいしいのつくってね？」

「約束はできないが、善処しよう」

　それはキィが久しぶりに感じる、人の温ぬくもりなのだった。










　孝太郎は食材や食器を運ぶのに使った籠をひっくり返し、キィの為ためのテーブルを用意してやった。そこにスープとパン、串焼きを盛り付けた食器を並べてやる。そんな三つの料理を前にして、キィはその大きな目を限界まで見開いて、瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「たべていい!?　ねっ、ねっ、たべていい!?」

「いいぞ。喉のどに詰まらせないように―――」

「いっただっきまーす！」

「―――気を付けるんだぞ」

　孝太郎が全部言い終わる前に、キィは元気に食事を始めた。右手にはスープのスプーンを、左手には串焼きの串くしを掴つかみ、双そう方ほうの料理を交こう互ごに食べ進めていく。その勢いは大したもので、彼女がその味を気に入っている事がうかがわれた。

「元気で結構」

　キィが満足しているらしい事を感じた孝太郎は、小さく微笑ほほえむと自らもパンを手に取った。そしてパンを左右に割ると、そこに串焼きの肉を挟はさみ込む。フォルトーゼにいた頃からのお気に入りの食べ方だった。それを一口かじると、お馴な染じみの味が口の中へ広がっていく。各種のスパイスで焼き上げた鶏肉のジューシーな味わいと、軽く温められたパンの柔らかな口当たり。フォルトーゼでの日々を思い起こさせる、懐なつかしい味だった。

　―――これならクランも合格点をくれるな………。

　孝太郎は夕食を口にしながら、研究室に籠こもった相棒の事を思い出していた。彼女の分はあらかじめ取り分けてあるので、あとで持っていってやるつもりだった。彼女はお姫様育ちゆえに味にはうるさい。だが、今日の出来ならきっと褒ほめてくれるだろう。孝太郎は今回の料理の出来に自信があった。

　そんな時、孝太郎は不意に視線を感じて目を上げた。

「………」

　すると孝太郎を見つめる大きな瞳を見付けた。この時、キィは孝太郎の手元をじっと見つめていた。

「わたしもやろっと！」

　キィは孝太郎の真似まねをしてパンを割ると、間に肉を挟んで食べ始める。

「おいしい！」

　その食べ方が気に入ったのか、彼女は勢い良くパンにかじりつく。その姿はさながら木の実を食べるリスのようだった。

「あんまり焦あせると喉に―――」

「ふぐっ」

　孝太郎が喉に詰つまると言う前に、キィは実際にパンを喉に詰まらせた。

「ふぐっ、ふふぐぐぐぐっ」

「そら、これを飲んで」

　孝太郎は咄とつ嗟さにキィにスープを差し出した。するとキィはスープの深皿に直接口を付けて飲み始める。そんな事を何秒が続けると、キィは深いため息と共にスープの皿から口を離はなした。

「ふえぇぇぇ、しぬかとおもったよぉ………」

　幸い、キィの喉に詰まっていたものは胃へ落ちていた。それで安あん堵どした彼女の顔には、さっきまでの元気な表情が戻もどってきていた。

「あんなに慌あわてて食べるからだよ」

「だって、おいしかったんだもん」

　孝太郎にたしなめられると、キィは恥はずかしそうに頬ほほを染めた。

「美味しいって言って貰もらえるのは嬉うれしいけどさ。誰も取らないし、沢山あるから、もっとゆっくり食べるといい」

「う、うん。そうする。えへっ、えへへへっ」

　やがてキィは照れ笑いを始める。それを見た孝太郎は小さく微笑むと、自分の食事を再開した。

　―――なんだか、みんなの事を思い出だすな………。

　騒そう々ぞうしいけれど、楽しい食事。一〇六号室で。あるいはフォルトーゼで。今でこそ遠く離れてしまっているが、かつては毎日がそういう食事だった。今のキィの姿は、孝太郎にその事を思い出させる。懐かしくて、不思議な気分だった。

「へ、へへ………えへへ………ぐすっ」

　そうやって孝太郎が物思いに耽ふけっていると、いつの間にかキィの笑い声の雰ふん囲い気きが変化していた。しっとりと落ち着いた笑い声、そして時折軽く鼻を鳴らす音。孝太郎が目をやると、彼女は食事の手を休め、両手で目元を拭ぬぐっていた。そして赤々と燃え続ける焚き火の炎が、彼女の頬を流れる涙なみだの筋を輝かせている。

　キィは、泣いていた。

「どうした？　不味まずかったのかい？」

　孝太郎は慌てて自分もスープを口に運ぶ。だが、その味も決して悪くはなかった。

　―――なら、どうして？

　不思議に思った孝太郎がキィに視線を戻すと、彼女は涙をぽろぽろと零こぼしながらも、穏やかに微笑んでいた。

「そんなことない。おいしいよ、すごくおいしい。それにたのしくってね………」

　キィはそう言って首を横に振る。すると頬を流れ落ちた涙が散り、焚き火の炎に照らされて輝く。楽しいという言葉とは裏腹に、彼女の涙は止まらなかった。

「ただ………こんなにおいしくてたのしいごはん、ひさしぶりでね………だから、だからね………えへへ、わたしにも………よくわかんない………」

　そんなキィの言葉で、孝太郎にも彼女の胸の内が想像できるようになった。

　―――そっか………キィちゃんはお母さんの事を………。

　母親を亡なくし、父親とは感情がすれ違ちがい、結果として家出をしてきたキィ。彼女が笑え顔がおで食しよく卓たくを囲むのは、随ずい分ぶん久しぶりの事だった。そしてそれが彼女に、幸せだった頃ころの事を思い出させる。孝太郎がかつての日々を思い出していたように、キィもまた家族で過ごした日々を思い出していたのだ。孝太郎にも似たような経験があったから、それが良く分かった。

「でも、でもねっ？　わたしきめたんだっ！　へへっ、お、大きくなったらわたしっ、おりょうりできるようになる！　ぐすっ、おにいちゃんとおんなじぐらい、お、おいしいごはん、つくれるようにっ………」

　美味しい料理と、笑顔の食卓。

　それはキィにとって、亡くした母親と再会する方法に違いないのだった。










　それから孝太郎とキィは、食事の傍かたわら、色々な事を話した。自己紹しよう介かいこそ済んでいるものの、お互たがいの事は殆ほとんど何も知らなかったのだ。

「そういえば、おにいちゃんって、なにをしてるひと？　りょうりにん？」

「料理人なら、もっと料理が上手だよ」

　この頃ころになるとキィは泣なき止やんでいた。その代わり、これまで以上に親愛の情のこもった元気な笑顔を孝太郎に向けるようになっていた。笑顔を取とり戻した彼女を見ていると、孝太郎は嬉しい気持ちになる。やはり子供は笑顔が一番だった。

「かもね。でも、キィはしってるんだ」

「なにを？」

「おいしさはね、あじだけじゃきまんないんだ、って」

　そう言いながら、キィは笑顔で串焼きを口に運ぶ。彼女は孝太郎の料理がいたく気に入ったようで、上じよう機き嫌げんで話をしながら、その小さな身体のどこに入るのかというくらいの勢いで食べ続けていた。ちなみに、どの料理も二度目のおかわりが済んでいる。

「おにいちゃんは、りょうりにんになれるよ」

「あははははっ、それは光栄だね。でも俺おれは料理人じゃない。実は旅をしている最中なんだ」

「たび？　とおくへおでかけするやつ？」

　旅という言葉には馴染みがないのか、キィは軽く首を傾かしげる。孝太郎はそんな彼女に向かって大きく頷うなずいてやった。

「ああ。正確には旅を終えて、故郷へ帰る途と中ちゆうなんだ」

「ふぅん、それでこのへんにいたんだ？」

「そういう事になるかな」

　孝太郎は説明を抽ちゆう象しよう的てきな表現に留とどめた。六歳さいの少女に未来へ帰ると言っても、混乱させてしまうだけだ。故郷へ帰るというのが、一番分かりやすい表現だった。

「こきょうって、生まれたとこだよね？」

「ああ」

「生まれたとこへかえる………」

　孝太郎の言葉をきっかけに、キィの脳のう裏りに自身の生まれ故郷の事が浮うかぶ。だがキィはそこから家出をしてきた身。小さく頭を振って故郷の事を頭の中から追い出すと、再び孝太郎に笑いかけた。

「おにいちゃん、それでおにいちゃんはどこから来たの？」

「う～～ん、一言では説明し辛づらいんだが………」

　キィから突っ込んだ質問を受け、孝太郎は軽く頭を悩なやませる。六歳の少女に具体的に説明するのは難しかった。

「そうさなぁ、さしずめ、幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方かなたから、って所かな」

　結局孝太郎は、芝しば居いがかった口調と仕草でそう答えた。するとキィは話の中身よりも孝太郎の様子に気を取られ、子供らしい元気な顔で笑い始めた。

「あはははっ、カッコつけ過ぎだよぉ、おにいちゃぁん」

「実は俺もそう思った所だ」

　孝太郎は苦く笑しようする。

　―――やはり俺に芝居は向いてない………今度の舞ぶ台たいで引退だな………。

　そして胸の中でそう呟つぶやきながら、孝太郎はキィに向かって肩かたを竦すくめた。

「それで、ほんとうはどこへかえるの？」

　キィにも孝太郎の答えが冗じよう談だんだと分かっていたので、お互いの笑い声が途と切ぎれたところで再び同じ質問を繰くり返かえした。

「この近くだよ。ただ、ちょっと入り組んでてね、子供のキィちゃんには行くのは難しい場所なんだ」

「めいろみたいなの？」

「ああ。でも、君が大人になる頃には楽勝かな」

「ふぅん………」

　分かったような、分からないような。キィはそんな顔をしながら、麓ふもとの町の方へ目を向けた。すると夜の闇やみの中に春風市の町並みが薄らと見える。そして時折そこを行き交う車のライトのおかげで、深夜でも道の様子が良く分かった。

　―――まよいそう………。

　複雑に絡からみ合あった道は、子供のキィ一人では迷ってしまいそうだった。納なつ得とくしたキィは再び孝太郎に視線を戻した。

「でも、このへんなんだよね？」

「ああ。ここで一休みしたら、家に帰るんだ」

　頷く孝太郎を見て、キィは嬉しそうに目を細めた。

「ふふふ、そっかぁ………」

「どうした？」

　上機嫌のキィ。

　その笑顔が気になった孝太郎は理由を問う。

「ううん、なんでもない。おんなのこのヒミツだよ」

　しかしキィは答えない。その元気な笑顔の裏に、理由を隠かくしてしまった。

「女の子って、そういうの多いんだよな」

　孝太郎にはこの時のキィの顔が侵しん略りやく者しやの少女達に重なって見えていた。それは彼かの女じよ達たちが孝太郎を困らせる時の、いつもの笑顔だった。だから孝太郎は軽く肩を竦めつつも、楽しい気分になっていた。

「えへへ、おとめごころはえいえんのナゾなんだよ」

　キィが笑顔だったのは、孝太郎と別れた後の事を思っての事だった。

　―――このへんのひとなら、きっとまたあえるよね………。

　キィは孝太郎と約束したから、星を見付けて、映画を見たら、家出を止めて故郷へ帰らなければならない。そうした後でも孝太郎がこの辺に住んでいるなら、彼女が何かの用事でこの町へ来れば会えるかもしれない。それは彼女にとって嬉しい知らせなのだった。










　自分の食事が済むと、孝太郎はクランに食事を届けに行った。

　クランは今も研究室で、現代へ帰き還かんする為の作業を進めていた。彼女は空中に浮かんだ立体映像とにらめっこしながら、忙いそがしそうにコンピューターで何かを計算していた。

　孝太郎は休きゆう憩けい用のテーブルに食事を並べていく。ここに置いておけば、クランは作業が一段落した時に食べるだろう。料理を並べ終えると、孝太郎はクランの邪魔にならないように素す早ばやく研究室の出口へ向かった。

「ありがとう、ベルトリオン」

「………口に合うといいが」

　結局孝太郎が部屋を出るまでに、二人が交かわした言葉は一言ずつだった。

　―――クランのやつ、身体を壊こわさないといいがな………。

　これまで孝太郎は何度かクランが本気を出した時の姿を見た事がある。フォルトーゼで病気の治ち療りようにあたった時や、最初に時間凍とう結けつを行った時などがそうだった。そういう時のクランは、表情に鋭するどさが増し、女の子から研究者へと変わる。すると全すべての注意が研究の方を向き、自分自身には無む頓とん着ちやくになる傾けい向こうがあった。

　―――ゆりかとはまた別の意味で、放っておいたらまずいんだよな………。

　クランが本気になった時は、その健康管理は孝太郎の仕事だった。なるべく良い食事を与あたえ、クランの代わりに掃そう除じや洗せん濯たくといった雑用をこなしていく。孝太郎が家事をしなければ『揺ゆり籠かご』は荒あれていく一方だ。結果的に今の孝太郎は、クランの従者のような役割を担になっているのだった。

「とりあえず、片付けをやっておくかな………」

　孝太郎の次の仕事は夕食の後始末。焚たき火びを消し、食器を洗い、残り物は冷れい凍とうしておく。地味だが重要な仕事だった。そして孝太郎が服の袖そでをまくり上げ、再び『揺り籠』の外へ出た時だった。孝太郎は火力の弱まった焚き火の前で居い眠ねむりをしているキィの姿を見付けた。

「すぅ………すぅ………」

　キィは長い時間山の中を歩き、その後もずっと元気にはしゃぎ続け、疲つかれ切きっていた。そんな時に美味しい夕食で心身共に満足した。するとこれまでの疲れが一気に滲にじみ出し、彼かの女じよは居眠りを始めたのだった。

「まぁ、当たり前か………」

　父親と喧けん嘩かして始まった家出。それからの出来事は、小さな女の子にはハードだっただろう。孝太郎は小さく微笑むと、キィの身体に手を伸のばした。傍で片付けをして起こしてしまわないように、まずは彼女を『揺り籠』の居住区画にあるベッドに寝ねかせてやるつもりだった。

「ん、んぅぅ………かあ、さまぁ………」

　だがその手がキィに届く直前、眠ねむったままの彼女が呟いた一言で、孝太郎の動きが止まった。そしてその直後、眠ったままのキィの表情が歪ゆがみ、悲しげなものへと変わっていった。

「どこぉ………どこにいるのぉ………キィはここだよぉ………」

　寝ね言ごとと一いつ緒しよに、キィの手が僅わずかに動いている。彼女が夢の中で手を動かしているから、僅かだが現実の腕も動いてしまうのだ。

「夢の中でも、お母さんを探しているのか………」

　キィの口から漏もれ出した寝言、何かを求めるように動く手。そして悲しげに歪むその表情。それらのおかげで、孝太郎には彼女がどんな夢を見ているのかが分かった。彼女は今も一人、暗くら闇やみに包まれた山の中を彷徨さまよっているのだった。

「夢の中ぐらい、星が見つかれば………お母さんに会えればいいのに………」

　孝太郎は悲しい気持ちになっていた。

　現実の世界では、キィの星探しが失敗する事は分かっていた。キィは間ま違ちがいなく星を見付ける事が出来ず、落らく胆たんする事になるだろう。こればかりは孝太郎にはどうする事もできない事だった。

　そして今、彼女は夢の中で星を探している。彼女自身、星が見付かる可能性は低いと思っているに違いない。だから夢の中でも星は―――母親は見付からない。それが孝太郎には悲しくてならなかった。夢の中ぐらいは、少女の願いが叶かなったって構わないのではないか、そんな風に思うから。

「でも、夢の中ばかりは、どうしようもないよな………」

　キィが悲しんでいるのは分かる。だが、孝太郎には何もしてやれない。夢の中にいるキィの力になってやる事など、孝太郎には出来る筈はずもなかった。

「そんな魔ま法ほうみたいな事………俺には………」

　孝太郎は無力感に苛さいなまれ、やるせない気持ちでそう呟く。子供が夢の中で泣いている姿を見続けるのは辛い。特に、彼女にそうさせてしまったのが自分達たちであると分かっているから、なおさらだった。

　―――待った、魔法だって!?

　だがこの時、孝太郎は自分自身が口にした言葉の中に解決策を見み出いだした。それは天てん啓けいとも言うべき、大きな閃ひらめきだった。

「そうだよ魔法！　魔法ならもしかして！」

　孝太郎の目が、焚き火の近くに置かれたままになっていた一本の杖つえに吸い寄せられる。孝太郎がフォルトーゼから持ち帰った『エンサイクロペディア』という名前の杖。この杖に秘ひめられた魔法を使えば、キィの力になってやる事が出来るかもしれなかった。

「いや、それよりも………」

　孝太郎の目が、今度は『揺り籠』の方を向く。その中にある孝太郎の部屋には、一本の剣けんが置かれている。それは目の前の杖以上に、強力な魔ま力りよくを帯びた剣だった。

「シグナルティンなら、きっと！」

　アライアが与えてくれた、人を救う為の力。アライアの想いのこもった剣ならば、杖以上にキィを救ってくれるのではないか。そう考えた孝太郎は、大急ぎで『揺り籠』の船内へ飛び込んでいった。










　夢の中にいるキィには、自分が夢を見ている自覚は無かった。彼女は自身の願望が作り出した山の中に、ひとりぼっちで立たち尽つくしていた。

「あ、あれ？　わたし、ここでなにを………？」

　人間の夢というものは、脈みやく絡らくなく始まる。しかし多くの場合、その不自然さには気付かない。判断力が落ちているし、自身の願望に沿って作りだされた世界であれば、なおの事そうだった。

「そうだ、かあさまをさがしてるんだった！」

　この時のキィもそうだった。彼女は山の中にいる自分に疑問を感じる事はなく、そのまま山の中を歩き始めていた。心の奥おく底そこでは母親探しを続行したかったから、実際にそうなっていても不思議には思わない。また、直前の記き憶おくが孝太郎との食事だった事も、意識の底に沈しずんでしまっている。夢とは不条理な世界なのだった。

「かあさまぁ!!　どこなのぉ!?」

　キィは暗い山林の中を、母親を呼びながら進んでいく。しかし彼女の声に応こたえる者はなく、あたりはしんと静まり返っていた。

「どこぉ!?　どこにいるのぉ!!　キィはここだよぉ!!」

　空から降りてきた青い星。キィはそれを母親だと考えていた。しかしその反面、不安も感じている。見付けられないんじゃないかとか。母親が自分に気付いていないんじゃないかとか。あるいは考えたくない事だが、星は母親ではなかった、とか。

　実はキィが母親を探したのは、今日が初めてではない。これまでにも何度も繰り返してきた事だった。

　家の中に一人きりでいる時に、物音がしたから母親が帰ってきたのだと思って駆かけ付つけると、棚たなから荷物が落ちただけだった。

　母親の後ろ姿を見付けて追いかけてみたものの、振ふり返ったその顔はまったく別の人間だった。

　そうやってこれまで何度もキィの期待は裏切られてきた。六歳の少女にとって、母親の死は容易に受け入れられるものではない。分かっていても、何度落らく胆たんしようとも、探さずにはいられなかった。心の深い所が納得してくれないのだ。母親とはもう二度と会えないのだ、という事を。

「かあさまぁっ！　いじわるしないでよぉっ！　はやく会いにきてぇっ！」

　今回、キィは青い星が降りてくるのを自分の目で見た。母親が言い残した言葉と一致していたから、キィには今度こそという思いがあった。だが、それでも不安は付きまとう。また同じ事になったらと、どうしても考えてしまうのだ。

「かあさまぁ………どうして………どうして会いにきてくれないの………？」

　夢はそんなキィの不安を具現化して、周囲を暗くする。静まり返る。彼女をひとりぼっちにする。キィの強い願いとは裏腹に、彼女は今、悪夢の中に囚とらわれていた。

「キィのこえがきこえないのっ!?　それとも、かあさまはキィのことがきらいになっちゃったのぉっ!?」

　夜の闇が濃こくなり、自分の足音すら聞こえない。キィの孤こ独どく感が深まり、それが彼女の不安を強くした。すると夢は更さらに彼女を孤独にする。完全な悪あく循じゆん環かんだった。

「会いにきてよぉ、かあさまぁっ!!　キィはずっと、かあさまに会いたいっておもってたんだよぉっ!!」

　キィは必死に母親を呼ぶ。もはや、殆ど泣き叫さけんでいるような状態だった。しかし闇は何も応えない。キィの声は周囲の闇に吸いこまれ、闇はその嘆なげきを糧かてにして、更に暗く、深く、濃のう密みつに彼女を取り巻いていく。いつしか周囲の風景は完全に闇に取り込まれ、キィは真っ暗な空間に一人、取り残されていた。

「かあさまぁっ!!　うぅっ、ぐすっ、ここどこぉっ!?　うあぁぁ………あぁっ、こわいよぉっ、かあさまぁっ!!　うぅぅ、はやくたすけにきてよぉっ!!」

　キィはそこでただ泣き叫び続ける。いつもと同じ事の繰り返し。期待しては裏切られ、名を呼んでは沈ちん黙もくが答える。彼女の心は孤独に耐たえかね、崩くずれかけていた。だからこそ、父親との不和が起きた。甘あまえてもぬくもりは得られず、家出に踏ふみ切った。

「やだよぉっ!!　もぉひとりはやだよぉぉっ!!　かあさまぁっ、かあさっ、うっ、うぅぅっ、うあああぁああぁぁああぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁんっ!!」

　その年ねん齢れいの割に賢かしこいキィは、その孤独と悲しみを心の内側に溜ため込んでいた。そして他人に見せている笑顔の裏側で、ひとりぼっちで泣き叫んできた。笑顔は見せていても、悲しみがなくなった訳ではない。その笑顔の裏で、人知れず悲しみは膨ふくれ上あがっていた。

「あぁあぁぁぁぁぁんっ、うあぁぁっ、うああぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　そしてこの暗闇の中でキィの悲しみが破は裂れつしかかった、まさにその時。

『ここにいたのね、キィちゃん。ようやく見付けたわ』

　キィの耳に、その懐なつかしい声が届いた。

　その瞬しゆん間かん、キィの泣き声はぴたりと止まった。

「あ………？」

　下を向いていたキィの視界の端はしに、青い光が見えていた。優やさしくて、澄すんだ青い光。それは彼女が見た流れ星と、同じ色だった。

「か、かぁ、さま………？」

　キィはゆっくりと顔を上げ、呆ぼう然ぜんとした表情を青い光に向けた。

『久しぶりね、キィちゃん………会いたかったわ………』

　そこでキィは見付けた。

　ずっとずっと、会いたくて仕方がなかった、母親の姿を。彼女は青い光に包まれて、そこに立っていた。

「かあさまっ!!　かあさまだぁっ!!　やっぱりかあさまだったんだぁっ!!」

　生前と変わらない、元気そうな姿、優しげな微笑ほほえみ。それを見た瞬間、キィは走り出だしていた。

「かあさまぁっ！　やくそくどおり、会いにきたんだよぉっ！　おほしさまさがして、おいかけてきたんだよぉっ！」

　そして母親の目の前までやってくると、思い切り地面を蹴ける。それは母親が抱だき止とめてくれると信じて疑わない、全力の跳ちよう躍やくだった。

『あらあら、危ないわよ、キィちゃん』

「かあさまぁっ!!」

　そしてキィは期待した通りに、母親の両りよう腕うでに抱き止められた。

　覚えのあるぬくもりと、嗅かぎ慣れた優しい匂におい。

　キィは求め続けたものを両腕でしっかりと抱き締しめた。ようやく見付けた母親だったから、もう二度と離すまいと、両腕に強い力を込めた。

「かあさまぁっ、かあさまぁっ!!」

『どうしたの、キィちゃん………今日はいつになく、甘えん坊ぼうさんね？』

　そして母親の方もまた、同じようにキィを抱き返した。腕うでの中に感じるキィの体温。飛びついてくる勢い。身体に回された腕の力。それを感じて、彼女の目にも涙なみだが滲む。キィが彼女を求め続けたように、彼女もまたキィを求め続けていたのだった。










　孝太郎がシグナルティンに願ったのは『どんな方法でも良い。夢の中だけでも構わないから、なんとかキィをお母さんに会わせてやって欲ほしい』というものだった。だから孝太郎にはシグナルティンが実際に何をしたのかは分からなかった。孝太郎に分かっていたのは、シグナルティンからアライアの気配がする魔力が大量に放出され、それがキィを包つつみ込んだという事だけだった。

「………これは………成功した、のか………？」

　魔力がキィを包み込んだ数秒の後。彼女の表情から苦しみや悲しみが消え、柔やわらかな微笑みが浮かんだ。同時に息いき遣づかいが穏おだやかなものへと変わり、時折口から笑い声のようなものが漏れるようになった。

「ふ、ふふ………かあさま………ふふふ………」

「そうか………会えたんだな、お母さんに………」

　キィの寝言や笑え顔がおから、孝太郎は自分の試みが成功した事を悟さとった。そして孝太郎は彼女を起こしてしまわないように、ゆっくりと静かにシグナルティンを鞘さやに戻もどした。

　―――ありがとうございます、陛下………。

　そうしながら、胸の中でアライアに感謝の念を向ける。孝太郎達たちの帰還に出くわしてしまったが為ために、悲しい記憶を呼び覚まされてしまったキィ。そんな彼女も、シグナルティンのおかげで安らぎを取とり戻した。孝太郎は『エンサイクロペディア』で同じ事をする自信はなかったから、アライアに感謝せずにはいられなかった。

「にゅふ………おにいちゃんといっしょに、さがしてたんらよ………」

「………はははっ、俺にも出番があるのかい？」

　孝太郎は小さく微笑むと、当初の予定通りキィを『揺り籠』のベッドへ運ぶ事にした。外で寝かせておくよりも、そのほうがきっと良い夢を見られるだろうから。

「ん？」

　そして孝太郎がキィに手を伸ばしかけた、その時だった。

　―――人の気配？

　孝太郎は何者かの気配を感じて、背後を振り返った。
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「………」

　孝太郎の数メートル先に、一人の女の子が立っていた。小こ柄がらな少女で、外見からすると年齢は十歳さいかどうかといったところ。彼女はどこかの学校の制服に身を包み、強い意志が感じられる瞳ひとみで、じっと孝太郎の事を見つめていた。

　―――こんな時間に、どうして女の子が？

　時刻は深夜を回っている。家出をしてきたキィはともかくとして、女の子が一人で出歩く時間ではない。彼女の存在はとても奇き妙みようだった。

「君………こんな時間に、どうしたんだい？」

　孝太郎は少女に話しかけた。少女はキィよりも幾いくつか年上に見えたが、孝太郎の判断はキィの時と同じだ。彼女と話をして、家へ帰らせるつもりだった。

「私は人を捜さがしているの」

　少女は少しも表情を変える事なく、淡たん々たんとそう答えた。

「人を？」

「あなたがそうかと思ったんだけれど、違ちがったみたいだわ」

「そうなのか。だがもう時間が遅おそいし、人ひと捜さがしは中断して帰った方がいい」

　孝太郎はこの時の少女の様子から、彼女は見た目よりもずっと精神年齢が高いのだろうと感じていた。アライアと向かい合った時のように、落ち着いた大人の気配が伝わってきていたのだ。

「そうするわ」

　少女は頷うなずくと、くるりと孝太郎に背を向けた。そしてその言葉と同じく、淡々とした足取りで去っていく。

　―――不思議な子だな………。

　去っていく少女の背中を見ながら、孝太郎はそんな事を思っていた。

　彼女は澄んだ真まっ直すぐな瞳をしていた。その瞳からは、小さな外見に見合わないほど、強い意志が感じられた。これまで孝太郎は、そういう目をした少女に何人か出会った事がある。しかしこれほど若い少女は初めてだった。

　そしてそんな彼女が、こんな時間にこんな場所へ姿を現した。キィのような家出にも見えなかったから、孝太郎には不思議だった。

「そうだ、あなたにひとつだけ教えて欲しい事があるんだけれど」

　姿が見えなくなる直前、少女は立ち止まり、孝太郎の方を振り返かえった。そして例の真っ直ぐな瞳で孝太郎を見つめる。

　―――なんというか、アライア陛下の落ち着きと、フレア殿どのの使命感を持っている、というか………。

　少女の強い視線に貫つらぬかれ、再び孝太郎は奇妙な感覚に囚われる。十歳ほどの少女からそれが感じられるというのは、孝太郎にはとても奇妙に感じられた。

「あなた………その剣で、その子に何をしたの？」

「なっ………」

　去り際に放たれた少女の質問は、孝太郎を大きく動どう揺ようさせた。思わず絶句し、心臓が一度大きく跳はね上がる。

　―――見られていたのかっ!?

　孝太郎は、少女が何故なぜ姿を見せたのか、ようやくその事に思い至る。孝太郎がキィに剣を向けていたのを見て、彼女はその理由を確かめに来たのだ。

　―――彼女はどういうつもりなんだ………？　何と答えればいい………？

　孝太郎は迷い始めた。

　いきなり魔法をかけましたと言っても、簡単には信じて貰もらえないだろう。それに、振る舞まいといい、話の進め方といい、半はん端ぱな誤ご魔ま化かしが通じる相手とも思えない。また、余計な事を言って警察に通報されてもまずかった。

　素早く考えをまとめた孝太郎は、魔ま法ほう云うん々ぬんはともかくとして、ある程度は真実を伝える事にした。そうしなければ、彼女の真っ直ぐな瞳を納なつ得とくさせられないと思ったのだ。孝太郎は一度深呼吸をして気持ちを落ち着けると、慎しん重ちように言葉を選びながら彼女の質問に答えていった。

「………この子はお母さんを亡なくしたばかりでね。悪い夢を見て苦しんでいたんだ。だからこの剣でおまじないをした。この剣にはそういう力があるらしいんだ」

　話はほぼ真実だった。魔法の部分は伏ふせてあったが、現実的にはこの辺が落とし所だった。魔法云々よりも、おまじないをしたというくらいの方が、理解しやすい筈だった。

「そう………。なら、おまじないが効いたのね。良い夢を見ているようだわ」

　少女はここで初めて笑顔を見せた。ずっと真面目まじめな顔をしていた事もあり、孝太郎にはその笑顔が、実際の表情以上に優しげに感じられていた。

「………子供には、良い夢を見る権利があるさ」

「同感だわ」

　少女は笑顔のまま小さく頷くと、再び孝太郎に背を向けた。

「それじゃ」

「ああ」

　そして少女は短い別れの言葉を残して去っていった。今度は途と中ちゆうで振り返る事もなく、そのまま夜の闇やみの中へと消えていく。

　―――本当に、不思議な子だったな………。

　交かわした言葉は少なかったが、孝太郎には彼女は信じられると思えた。自然とそんな風に思わされる、不思議な少女だった。

「しまった、名前を訊きくのを忘れた………」

　突とつ然ぜん、孝太郎の前に現れた少女。

　その名前も、目的も、謎なぞのままだった。







失われた部族







　孝こう太た郎ろうと別れた少女は、山道をしばらく進んだところで立ち止まった。そしてそのまま何もせず、黙だまって立ち尽くしていた。

「奈な々なちゃん！」

　幾らか時間が経たつと、立ち尽くす彼かの女じよに別の人間が近付いてきた。その人物は二十代後半の女性で、長い髪かみと手に持った大きな弓が印象的だった。奈々と呼ばれた少女は、この女性と合流する為に、この場所で待っていたのだ。

「佳か苗なえさん、空から振ぶりだったわ」

　奈々はやってきた女性を佳苗と呼んだ。佳苗は奈々の協力者で、少し前から行動を共にしていた。

「やっぱり………」

　奈々が戦わずに帰ってきた事から半ば想像していた事なのだが、佳苗は大きく肩かたを落とした。これは佳苗にとっては残念な結果だった。温おん厚こうな佳苗だから、弓を使って戦いたかった訳ではない。しかし佳苗の目的を達するには、戦いは起こった方が良かったのだ。

「召しよう喚かん術と死し霊りよう術、心術の反応があったから、今度こそと思ったんだけど………実際は正反対の相手だったわ」

「正反対？　死霊を召喚して操あやつる魔法を使っているなら、悪い人だったんでしょう？　死霊をあの女の子に取り憑つかせていたんじゃないの？」

　召喚術と死霊術を使って、死んだ人間の魂たましいを呼び出し、心術を使って使し役えきする。これは邪じや悪あくな魔ま法ほう使つかい、とりわけ死霊使いと言われる連中が好んで使う手法だった。そして死霊使いは、その死霊を使って自らの欲望を叶える訳だ。

「一見そう見えたんだけど、そうじゃなかったわ。あの男は、剣の力を使ってあの女の子の死んだ母親の魂を呼び出して、夢の中で会わせてあげていたの」

　男が剣に命じて行ったのは、女の子の母親の魂の召喚と一時的な安定化、そして眠ねむっている女の子の精神と、母親の魂を接続する事。使った魔ま法ほうは死霊使いのものと同じだったのだが、それがもたらした結果は奈々の予想とは全く別のものだった。

　奈々が謎の男に近付いたのは、女の子にかけられた魔法の種類を特定する為だった。遠くからでも魔法の属性は判別できていたのだが、それがどう使われているのかは近くへ行かなければ分からないのだ。

「じゃあ、いい死霊使いさんだった、ってことなのね？」

「ええ。極きわめてレアなケースよ。いい死霊使いなんて、初めて見たわ………」

　奈々はそう言いながらもう一度背後を振り返った。本来は厳しい少女なのだが、この時の彼女の瞳は優しかった。

　奈々はこれまで、死霊使いがああいう魔法の使い方をするのを見た事がなかった。死者と話をするだけなら、占せん術じゆつ系の魔法を使う方が効率が良い。あんな風にわざわざ魂を呼び出して、実際に夢の中に侵しん入にゆうさせるなど、魔力の浪ろう費ひでしかなかった。だがそれをわざわざするという事が、術者の目的をより明確にしてくれていた。

　―――彼かれは二人に話をさせるだけではなく、実際に会って、お互たがいが触ふれ合あえるようにしてあげた。形式だけを見れば、一時的に死霊を取り憑かせた訳だけど………死霊術って、ああいう使い方をされる事もあるのね………。

　奈々の所属する組織においては、魔法の私的な利用を禁じている。それは魔法を得た者が多くの場合、欲望を満たす為に濫らん用ようしてしまうからだ。近代国家において、銃じゆう器きの利用が規制されるのと事情は変わらない。そして奈々はこれまで、そうやって欲望を満たそうとする者達たちと何度となく戦ってきた。しかし今、奈々が目にしてきたのは、それとは全く違うものだった。

「ああいう魔法使いばかりなら………私達の仕事も楽だったでしょうに………」

　それは殺さつ伐ばつとした生活の中で見み出いだした、一輪の花のようなものだった。その花が多くの種を蒔まいてくれれば、自分達の未来は明るい―――奈々はそんな風に思っていた。

「でも奈々ちゃん、報告する必要があるんでしょう？」

　目的がどうあれ、魔法の私的な利用には違いない。奈々は所属する組織に報告して、正式に彼を排はい除じよする義務を負っていた。

「そんな必要はないわ」

「いいの？」

「ええ………幸運な事に、あれは私達の魔法の術式とは違うものだった。悪用していないなら、私達の管かん轄かつじゃないわ」

　実は魔法は一つではない。魔法の理論が作りあげられた場所や年代によって、術式―――魔法の実行形式が異なっているのだ。

　そして奈々の任務は、奈々達たちが使っている魔法の濫用を防ぐというものだ。より正確に言うと、自分達の国で作り上げられた術式の魔法の濫用を防ぐ、という事だ。また、たとえ術式が違っていても、魔法の悪用による被ひ害がいを防ぐという事も任務に含ふくまれている。

　このため、奈々達とは違う術式の魔法を使う魔法使いが、魔法を悪用していない場合、任務上はグレーゾーンになる。奈々が危険を感じないならば、報告をする義務はないのだった。

「ふぅん、良かったわね、奈々ちゃん」

「えっ？」

「嬉うれしそうな顔をしているもの」

　佳苗に指し摘てきされ、奈々は自分の頬ほほに手を当てた。

　―――そうかもしれない。きっと私は、あんな風に魔法が人と共存する世界を、望んでいるんだわ………。
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　この日の体験は、奈々にとって忘れられないものとなった。これからも続く彼女の戦いの中で、この体験は大きな力となるに違いなかった。

「そうね。私は嬉しいんだと思う。でも、喜んでばかりはいられないわ。捜そう査さが振り出しに戻ったんだもの」

　奈々はそう言って笑顔を消すと、表情を引ひき締める。

　奈々はこの近くで起こった、魔法に絡からんだ事件を解決する為に活動していた。先さき程ほどの不思議な魔法使いとの出会いは嬉しかったが、事件の捜査が振ふり出しに戻ってしまったのは良い事ではなかった。それに事件の解決が遅おくれれば、先程の魔法使いに悪い影えい響きようが出る可能性もある。奈々としては、一刻も早く事件を解決したかった。

「早そう太た郎ろうさんとあの子は大だい丈じよう夫ぶかしら………」

　奈々の表情の変化と同時に、佳苗は麓ふもとの町の方に目をやった。その視線のずっと先に、大きな屋や敷しきがある。そこには彼女の夫と娘むすめがいる。佳苗の心配そうな視線は、そこにいる二人へ向けられたものだった。

　実は佳苗の夫と娘は、奈々が捜査している事件の被ひ害がい者しやだった。正確には娘が被害者であり、その命を繋つなぎ止める為に、夫がその身を盾たてにしている状じよう況きようだった。だからこそ佳苗は奈々に協力して、事件の早期解決に努めていた。

　佳苗の夫、早太郎は古くから続く神社の後こう継けい者しやだった。佳苗は神社に併へい設せつされた弓きゆう道どう場じように通っていた関係で彼と縁えんがあり、結けつ婚こんするに至った。そして二人の娘は、夫の家系の血を色いろ濃こく受うけ継つぎ、高い霊れい力りよくを持って生まれてきた。

　科学の時代だから、古い神社の家系といえど、霊力を操る技わざは失われている。だから娘は、単に霊力が高いだけの普ふ通つうの少女だった。しかし魔法を悪用する者にとっては、霊力の高い人間は利用価値が高い。魔法の触しよく媒ばいとして使ったり、邪悪な魔ま物ものへの生いけ贄にえにしたりというものだった。

　そして佳苗の娘は、邪悪な魔法使いにさらわれ、魔法の儀ぎ式しきに利用されてしまった。幸い奈々がすぐに助け出したものの、儀式の影響で今も大量の霊れい気きが奪うばわれ続けており、放っておけば命が危なかった。そこで奈々は魔法を使って、佳苗の娘と夫の命を接続した。佳苗の夫も生まれ付き霊力が高いので、そうする事で彼を娘を守る防ぼう波は堤ていにしたのだ。こうして僅わずかな時間の余よ裕ゆうを得た奈々は、佳苗の協力を得て儀式の術者を追っていた。目的はもちろん、術者を倒たおして儀式を終しゆう了りようさせ、佳苗の娘と夫を救う事。今もタイムリミットは刻々と迫せまっていた。

「急ぎましょう。佳苗さん、弓をしまって。移動するわ」

「分かった。次はどこ？」

「この先の河か川せん敷じきよ。僅かだけど、自然の魔ま力りよくに乱れがあるの」

「だったら車に戻りましょう。きっとその方が早いわ」

「ええ」

　そうして二人は頷き合い、夜の闇の中へと消えていった。










　そうやって奈々と佳苗が事件の犯人捜しを再開した頃ころ。当の犯人は、奈々達が考えもしない場所に姿を現していた。それは大地の奥おく深ぶかく、地の底にある国だった。

「確かにそのプレートに記された紋もん章しようは、やや形が崩くずれてはいるが、こちらの古文書に記されているものと同じと見て良さそうだな。偶ぐう然ぜんでここまでは一致しない」

「正確には、形が崩れたのはそっちの古文書の方だと思うわよ。これは当時作られた石のプレートだから、オリジナルに近い姿を保っている筈はずだもの」

「写本を重ねて伝承するうち、こちらの正確さが失われたか………ありそうな話だ」

　奈々達が追っている事件の犯人は、藍あい色いろに染め上げられた長衣を身に着け、大きな杖つえを手にした、十代後半から二十代前半と思われる女性だった。彼女は今、目の前にいる二人の男性と話をしている。男達は和服を思わせる独特の装束で着き飾かざっており、それらは高級な布や糸をふんだんに使った上等な仕立てである事から、相当高い地位にある事がうかがわれた。

「失われた七つの部族………よもや実在していて、今も永らえていたとはな………」

「それはお互い様さまよ。伝説にある故郷の地の手て掛がかりが、こんな場所で得られるだなんてね」

　三人は石造りのプレートと古文書を見比べて話をしていた。プレートは女性が持ち込んだもので、古文書は男達が持っていたものだった。女性は男達に招かれ、彼らと話をしにやってきた。現在三人が居る場所は、二人の男性のうちの一人、シジマ＝タユマの屋敷だった。シジマ家の屋敷は古い日本式の家屋だが、手入れが行き届いていて美しく、そこからもタユマの地位の高さがうかがわれた。ちなみにもう一人の男は代々シジマ家に仕えてきた人物であり、藍色の服の女性を見付けだし、タユマに引き合わせたのは彼だった。

　このシジマ家の屋敷は、春風市の地下に広がっている巨きよ大だいな洞どう窟くつの中にあった。この洞窟は広大な空間を利用した地下都市となっており、都市の人口は一万人を超こえている。しかしこの一万という数字は、都市の規模からすると大分小さい。かつては数万人を数えた彼ら大地の民たみは、既すでに斜しや陽ようの時代を迎むかえていた。

　古より大地の民は地上に比べて圧あつ倒とう的てきに進んだ技術を持ち、高い文明を持つ自分達に誇ほこりを持っていた。しかし地上の近代化が進むにつれ、技術の優位性は次し第だいに薄うすれ始めた。霊力を操る機械をはじめとする一部の技術では未いまだに地上を圧倒しているのだが、一いつ般ぱんの生活レベルにおいては、二十世紀後半の段階で既に地上と地下では大きな差がなくなってしまっていた。

　生活レベルに差がなくなると、文明ではなく、文化で問題が起こった。地下の文明は確かに優すぐれていたが、文化はそれほど優れたものではなかった。所しよ詮せんは数万の人間が世代を繰くり返して作り上げてきたものだったので、人口が一億を超える日本の多様な文化には敵かなわなかった。絵画や音楽といった芸術を始め、書しよ籍せきや映画といった娯ご楽らく、様々な食べ物に至るまで。大地の民はそうした地上の文化に憧あこがれを抱いだくようになった。そしてそれを決定的なものにしたのが、地上で始まったテレビ放送だった。

　地上でテレビの放送が始まると、地底にもテレビが持ち込まれた。これにより、地底の人々に一気に地上の文化が広まった。この結果、地上の世界に憧れ、地底を離はなれる者が爆ばく発はつ的てきな勢いで増えてしまった。それから僅か数十年の間に、大地の民は人口の大半を失う事になった。

　これに加え、もう一つ大地の民を衰すい退たいさせる問題があった。それは資源の枯こ渇かつだ。大地の民は生せい活かつ圏けんの周辺を掘くつ削さくして資源を得ていたが、二十世紀以降の膨ぼう大だいな需じゆ要ように対応しきれず、資源を枯渇させつつあった。今は遠くまでトンネルを掘ほって、そこでなんとか資源を確保しているが、このやり方ではいずれ限界がやってくる。だが、それを解決する手段は見付かっていなかった。

　資源に乏とぼしく閉へい鎖さ的てきで、暗く未来のない地底世界。

　様々な文化が発達し、明るい未来を思わせる地上世界。

　大地の民が遠からず滅ほろびを迎える事は、もはや誰だれの目にも明らかだった。その状況に至り、大地の民の意見は大きく二つに割れた。大きな意味では、どちらも同じ意見と言えるだろう。どちらの意見も、生活圏を地上へ移すべきだというものだった。しかしその手段が真逆だった。一方は、無理なく密ひそかに地上に融ゆう和わしようというもの。そしてもう一方は、地上を武力で侵しん略りやくしてかつての生活圏を取とり戻もどそうというものだった。

　地上への融和を提案していたのは、現在族長を務めているクラノ＝ダイハが率いる一派だった。地上の大いなる繁はん栄えいと、地底の急激な衰退は明らか。だが、このまま座して滅びを待つ訳にはいかない。そこで少しずつ生活拠きよ点てんを地上へ移し、地上人に知られないように支配領域を拡大、いずれは大地の民による町を作る。これが地上融和を唱える、穏おん健けん派はの主張だった。

　この穏健派の主張に真っ向から反発したのが、地上を武力侵略すべしという過激な思想を唱える急進派だった。現在のシジマ家の若き当主、シジマ＝タユマも、この急進派の一員だ。大地の民はかつて地上で暮らしていたが、地上人の祖先に生活圏を奪われて地下へ潜もぐったという歴史を持つ。その大地の民が地上へ戻るにあたって、地上人に気を遣つかう必要はない。武力をもって一気に生活圏を確保すべし。それが彼らの主張だった。

　もちろん普通なら一万人程度の人口では地上人と戦うのは難しい。しかし彼らには霊れい子し力りよく兵器という切り札があった。確かに霊力を使った兵器は、地上の兵器を遥はるかに上回る性能を誇る。量産さえ出来れば、一万人という少ない人口でも戦い続ける事は可能だと思われた。

　歴史的経けい緯いと大地の民としてのプライドが捨てられず、未だに優位である兵器に頼たよって武力によって地上を侵略する。それが急進派の主張だった。

「彼女は伝承の通りの力を持っております。地上の事にも詳くわしいので、クラノの娘の始末にはうってつけかと」

「なるほど………忘れられた部族と、その技か………我々の関かん与よが疑われる心配はなく、しかも地上の人間の力を借りる事にもならない………ふふふ、面おも白しろい」

　タユマはプライドの高い男だった。それゆえ穏健派の言うように、地上人に受け入れて貰おうという発想自体に耐たえられなかった。だからタユマは、なんとかして穏健派の発言力を削そごうと、常にその隙すきを狙ねらっていた。そんな時に飛び込んできたのが、クラノ家の一人ひとり娘むすめが地上に出たという情報だった。

　族長の娘が地上人に無残に殺されたとなれば、大地の民は地上人許すまじという意見で団結する筈。そうなれば急進派の意見が通り易やすくなる。そう考えたタユマは、族長の娘の暗殺を画策した。しかしタユマ自身は掟おきてで地上へは出られない。正式な手続きをして地上へ出て、暗殺をすれば証しよう拠こがなくても疑われてしまう。そこで別の場所から暗殺者を呼び寄せるしかないのだが、プライドの高いタユマは地上の人間は使いたくなかった。そこで白羽の矢が立ったのが、伝承に出てくるのみで実在が疑われていた伝説の部族だった。

　大地の民の神話によれば、彼らは元々別の土地からやってきた漂ひよう流りゆう者しやだった。彼らは故郷を追われ、古代の日本へ流れ着いた。だが、その途中で不思議な技を持つ七つの部族とはぐれてしまった。その七つの部族の子孫と思われる人物、それが今タユマの目の前にいる藍色の服の女性だった。彼女の力を借りるなら、元々大地の民の仲間であったのだから、タユマのプライドは痛まない。また、実在していないと思われている一族であるから、他の大地の民にとっては幽ゆう霊れいも同じ。タユマの関与を疑われる心配もなかった。つまりこの女性は、タユマにとっては渡わたりに船の存在だったのだ。

「私はかつての同どう胞ほうが作った新たな技に興味があるわ。お互いの利益と一族の繁栄の為ために、力を合わせましょう？」

「一族の繁栄と来たか………気に入った！　失われた部族の戦士よ、名は何という？」

「真ま耶やよ。あなた達の流りゆう儀ぎに合わせると………戦士としての名はダークネイビーって事になるかしら」

　真耶と名乗った藍色の服の女性は、戦士ダークネイビーを名乗り、友好的な笑え顔がおをタユマ達に向けた。しかしその友好的な笑顔とは裏腹に、心の中では彼らに厳しい視線を向けていた。

　―――プライドが高くて単純、持ち上げてやれば扱あつかいやすい男。こちらとしてはその方が助かるけれど、この男が倒れるのに巻き込まれたくはないわね。目的を達したら、深入りはせずに、引いた方がいいかもしれない………。

　真耶の目的は、大地の民が持っている情報と技術だった。大地の民の古文書から、真耶達の戦いを有利に進める情報が見つかるかもしれない。また、真耶は精神操作を中心に習得した魔法使いであるから、大地の民が使う霊子力技術には大きな興味がある。たとえば魂の、精神の力を一時的に霊子力コンデンサーに溜ためておく技術などは、喉のどから手が出るほど欲ほしい。それは魔法を一いつ般ぱん的てきな兵器とする為の第一歩なのだ。

　しかし古文書にしろ霊子力技術にしろ、欲しいと言ってはいそうですかと渡してくれるほど大地の民は甘あまくはない。どちらも地位のある人間にしか触れる事が許されない、最高の機密なのだった。

　そこで真耶が目を付けたのがタユマだった。生きつ粋すいの大地の民至上主義者で、性格は単純で扱いやすい。上手うまくプライドをくすぐってやれば、必要な情報や技術を引き出だすのも容易たやすい相手だった。問題はタユマ自体の足元がおぼつかない事。だから真耶はタユマと長期的な付き合いをするつもりはなかった。タユマが何か失敗をやらかした時に、巻き込まれてしまっては困るからだった。

「それで、私は誰を殺せばいいのかしら？」

　真耶は真面目まじめな顔でタユマに話の続きを求めた。本音はどうあれ、現段階においてはタユマ達と友好的な関係を築いておくにこした事はない。真耶は本音を隠かくし、可能な限り友好的な態度で彼らに接するようにしていた。

「この娘だ。こいつはクラノ家の一人娘で、事情があって単独で地上に出ている。今ならガードが薄いから、殺すのは容易いだろう」

　タユマは自分のデスクの上から一枚の写真を取り上げ、真耶に手て渡わたした。そこには六歳さいになったばかりの黒くろ髪かみの少女が映っている。穏健派のリーダーにして大地の民の族長、クラノ＝ダイハの一人娘だった。

「例の穏健派のリーダーの娘ね………この可愛かわいい子を殺して、穏健派に属ぞくしている部族の地上への感情を悪くしようって事かしら？」

「流石さすがだな、藍色の戦士よ。その通りだ」

「穏健派の切きり崩しが狙いなら、事故や衝しよう動どう的てきな事件に巻き込まれたように見えない方が良いのでしょう？　殺し方の御ご希き望ぼうはありまして？」

「任せる。そこまで分かっているなら、汝なんじのやり易い方法で構わない」

　タユマは真耶の返事を聞き、満足そうに口元を歪ゆがめた。真耶の先を見み据すえた返事は、タユマに勝利を確信させた。だからこの時の彼の笑顔は、酷ひどく醜しゆう悪あくだった。

　穏健派の勢いを削ぐ方法は幾いくつかあるが、穏健派の関係者が地上の人間に無残に殺されてしまうのは手っ取り早くて効果的だ。それが特に幼い少女であれば、なおの事そうだった。だからタユマとしては同じ殺すにしても、交通事故や強ごう盗とう事件に巻き込まれたりではなく、明確に彼女を狙って無残に殺したという状況が欲しかった。

　理想は地上の政府の人間が、少女を地底の人間と知った上で、情報を引き出す為に拷ごう問もんして殺してしまうというような状況だろう。こういう理想の条件を整えるのは難しいだろうが、それに近い条件で事件が起これば、穏健派の人々の気持ちは揺ゆれる。現状においては穏健派の意見が過半数を占しめ、地上侵略作戦が融和をベースに立案される可能性が非常に高くなっている。しかしここで族長の娘を始末できれば、穏健派の人間を切り崩し、急進派の発言力を強める事ができるだろう。この暗殺計画は、タユマが現状を覆くつがえす為の、起死回生の一手なのだった。

「分かったわ。それならこちらの都合でやらせて貰もらうわ」

　真耶は頭の中で標的の少女をどうするのかを考え始める。

　―――ふむ………この子も儀式の生け贄にするのがいいか………。最終的には公安か自衛隊の仕し業わざにみせかけてやれば………難しいようなら、宗教団体かしら？

　真耶自身は、殺人という行こう為いに思い入れはない。だからどうせ人を殺あやめるなら、その死を最大限に利用したかった。そこで彼かの女じよが思いついたのが、少女を魔法の触媒―――いわゆる生け贄に捧ささげてしまうというものだった。つまり佳苗の娘にしたのと同じ事をする訳だ。

　佳苗の娘は儀式が完かん了りようする前に奈々が取り返したのでまだ生きているが、普通は人間を生け贄に使うと、儀式の進行に従って命の力を奪われていき、完了と共に外傷のない死体が出来上がる。あとはその死体を無残に殺されたように偽ぎ装そうすればいい。政府関係者を犯人に仕立てるのもいいし、この地域に根付いている宗教団体を犯人にするのもいい。どちらもこの地域では融和は無理だと考えるきっかけになるだろう。

　そこまで考えたところで真耶は納なつ得とくし、次の話題へ進む事にした。

「それで、こちらの要求は呑のんで貰えるのかしら？」

　新しい話題は、報ほう酬しゆうについてだった。

「無論だ。汝の望むままのものを用意しよう。霊子力コンデンサーは前金代わりに持っていけ。古文書は写本を用意するから、仕事が済んだら取りに来るといい。他の霊子力機器もその時に進しん呈ていしよう」

　真耶が仕事の報酬として求めたのは、霊子力技術の一部と、古文書の複製だった。タユマはそれに快く応じた。武力侵略を推進するタユマなので、霊子力兵器の研究部門に顔が利く。余よ剰じようパーツの横流しを受ける事は可能だった。また、古文書に関しても似たような状況にある。そしてタユマは伝説の一族の出身である真耶との関係を重視していたから、それらの提供を躊ちゆう躇ちよする事はなかった。

「結構よ。さっそく仕事にかかるわ」

「頼たのむ。吉きつ報ぽうを待っている」

　こうして両者の取り引きは合意に達した。二人の思おも惑わくは完全に異なっている。相手への感情も、最終目的もまったく違ちがうものだ。それでもこの時、二人の浮うかべている笑顔だけは、全く同じ暗さを孕はらんでいるのだった。







オトナのデート







　翌朝。

　目を覚ましたキィは、まっしぐらにキッチンへ駆かけ込むと、そこで朝食の用意をしていた孝こう太た郎ろうに昨夜の出来事を話し始めた。

「なんでかあさまが来たのに、おにいちゃんはねちゃってるかなぁ………んもー」

「ごめんごめん。最近ちょっと疲つかれ気味でさ」

「かあさまにおにいちゃんのはなしをしたら、会いたがってたんだよ？」

「それはもったいない事をしたなぁ。また来てくれたら、挨あい拶さつぐらいしないと」

「そんなにちょくちょくは来れないけど、また来るってゆってた。きっと会えるよ」

「俺おれ、寝ね起おきが悪いから、その時はちゃんと起こしてくれよ？」

「うんっ！　そうするっ！」

　キィにとって昨夜の母親との再会は、夢ではなく現実の出来事として記き憶おくされていた。もちろん孝太郎がそれを夢だと指摘する事はない。夢だったとしても、どのみち大人になれば自然と分かる事だし、指摘する事で母親が夢に出て来なくなっても可か哀わい想そうだった。

　―――サンタクロースはいるんだ。これはそういう事だろうさ………。

　現実に存在していようがいまいが、存在している事にした方がいい事は沢たく山さんある。キィの母親もその一つに違いない。孝太郎はそんな風に考えて、朝食の用意をしながらキィの話を現実の話として聞き続けていた。

「それでお母さんに俺の事をなんて紹しよう介かいしたんだい？」

「りょうりがじょうずだっていっておいたよ」

「そんなに上手じゃないだろ」

「じょうずだよ。キィはしってるもの。ふふふっ」

　キィはキッチンへ飛び込んで来てから、ずっと上じよう機き嫌げんで喋しやべり続けていた。母親と会えた事が嬉しかったし、それを誰かに聞いて貰える事が嬉しかった。そしてその誰かが孝太郎である事も嬉うれしかった。けれど少しだけ、父親に話せない事が残念だった。母親と会えた事で、父親への複雑な思いに整理がつき始めていたのだ。

「ほかにもおにいちゃんのことをおしえたらね、かあさまはおにいちゃんにアレをわたしなさいっていうの」

「アレってなんだい？」

「へへへへ………ヒミツ♪」

「またヒミツか。ヒミツが多いな、君は」

「そうかも。でもね、そのうちぜんぶおしえるから。ふふふふっ」

「だったら、楽しみに待っているとしよう」

　キィはキッチンの椅い子すに腰こしかけ、テーブルに両りよう肘ひじをつき、料理を続ける孝太郎の背中を眺ながめていた。その表情は喜びで輝かがやいている。昨日からの一連の出来事が、キィ本来の性格を完全に呼び醒さましたのだ。

　―――やっぱり、子供はこうでなくっちゃな………。

　直接姿を見なくても、その声や時々椅子の足が床ゆかを擦こする音を聞けば、彼女がどんな様子なのかは分かる。おかげでこの時の孝太郎も上機嫌だった。










　それからしばらく時間が流れ、調理を終えた孝太郎がテーブルに来て朝食の盛り付けを始めた時だった。足を揺らしながら朝食を待っていたキィが、久しぶりに間近で顔を合わせた孝太郎に話しかけた。

「ところでさ、おにいちゃん」

「なんだい？」

　孝太郎は少し手を休めてキィに目をやる。すると彼女の雰ふん囲い気きがこれまでとは少し違っている事に気付いた。この時の彼女は、ほんの僅かに頬ほほを赤く染めており、その笑顔はどこか遠えん慮りよがちな印象があった。

「えっと、えっとね………」

「いいから言ってごらん」

　キィが言いにくそうにしていたので、孝太郎は小さく微笑ほほえんで話の先を促うながした。

「あ、あのね？　いそがしかったら、いいんだけどさ………その、キィと、デートしない？」

「デート？」

「う、うん………」

　キィは更さらに頬を赤く染め、頭を小刻みに振ふる。その姿は、餌えさをついばむ小鳥のように見えた。

　―――なるほど、そういうことか………。

　孝太郎はキィが赤い顔をしている理由を悟さとった。キィはデートという言葉が照てれ臭くさかったのだ。その反面、憧れもあるので、デートという言葉を使ってみたい。いうなれば、キィは小さくても女の子だった、ということなのだ。

「あのねっ、かあさまとやくそくしたんだっ！　カブトンガーのえいがをみて、そのはなしをおしえてあげるって！　だっ、だからぁっ、そのぉ………」

　キィはあたふたとしながら更に事情を説明する。これまでの彼女とは少し違ったその姿に、孝太郎は微笑ましい気分になった。

「でも………おにいちゃんがいそがしいなら、いいんだけど………」

　そして彼女の言葉は、最後の部分にさしかかると急に勢いを失った。同時に物問いたげな瞳ひとみが孝太郎を見上げる。孝太郎はこの時のキィの様子から、彼女のもう一つの事情を感じ取った。

　―――そっか………デートって言葉が照れ臭いだけじゃなくて、俺の都合を心配してくれている訳か………。

　昨日のキィは、父親との関係のもつれや母親への想おもいが先行して、孝太郎に対する迷めい惑わくなど考えていなかった。だが一晩が過ぎると、母親と再会できた事もあって、気持ちが大分落ち着いていた。おかげで彼女は自分の存在が孝太郎にとってどういうものなのかを考えるようになった。そして迷惑をかけていたら嫌いやだなと思った。それでああいう訊きき方かたになったのだ。孝太郎はそれが分かっていたから、あえてその事には触ふれずに、彼女の言葉に頷うなずいた。

「よし、それじゃあデートしに行こうか」

「ホント!?　いいの!?」

　孝太郎の返事を聞くと、キィの表情が一気に子供らしい笑顔に戻った。

　―――そうそう、良い子は子供のままでいいんだよ、キィちゃん………。

　もともと映画を見せに連れていく約束があったので、孝太郎には反対する理由はなかった。それに今のキィのお願いなら、なんでも聞いてやりたい気分だった。無む茶ちやを言う子よりも、気を遣ってくれる子の望みを叶かなえたくなるのは、人の心の自然な反応なのだ。

「いいぞ。今日はちょっと都合が悪いから、明日でよければ、だけど」

　今日の孝太郎にはやる事があった。クランに貰ったプラチナ塊かいを換かん金きんしてお金を作り、食べ物や雑貨を買かい揃そろえなければならない。クランが研究室から動けない以上、それは孝太郎がやるべき仕事だった。

「じゃあわたし、それのおてつだいする！」

　明日デートに連れて行って貰うなら、今日働くのは当然と考え、キィは手伝いを申し出た。

「ありがとな、キィちゃん」

　実際はキィに出来る手伝いはそう多くはない。だが、手伝おうという気持ちが大切だと思うから、孝太郎は素す直なおに礼を口にして、彼女の頭を撫なでた。

「ふふふっ、やった！　あしたはデートだ！」

「デートって言っても、俺は女の子と遊びに出で掛かけた経験があんまりないから、デートコースには期待しないでくれよ？」

「えへへへ、オトナのデートじゃなくてもいいよ。だって、わたしのすきなことって、オトナのデートじゃやらないことばっかりだもの」

　孝太郎は親友の賢けん治じとは違って、女の子とデートに出掛けた経験が殆ほとんどない。だからキィの期待するようなデートにはならないかもしれないと思っていた。

　しかしキィが期待していたのは、いわゆる大人のデートではない。デートという言葉は使ってみたかっただけなのだ。その中身は公園で遊んだり、アイスクリームを食べたりといった事で構わなかった。

「子供っぽいのなら得意だぞ」

「わたしもおにいちゃんもたのしいことすればいいんだよ」

「………それって、随ずい分ぶん大人の発想だぞ」

　孝太郎は手を伸のばして再びキィの頭を撫でる。すると彼女は嬉しそうに目を細めた。

「じゃあ、けっきょくオトナのデートだね？」

「気構えの問題って事だな」

　二人は一いつ緒しよに笑い合う。

　こうして孝太郎とキィは、一緒に遊びに出掛ける約束をしたのだった。










　リサイクルショップでプラチナ塊を現金に換かえた後、孝太郎とキィは二人で買い物に出掛けた。

　食料品や雑貨など、揃えておきたいものは多い。次の時間凍とう結けつが済めば、孝太郎は『揺り籠かご』を降りる事になるが、クランはそのまま『揺り籠』での生活がある。クランは身動きが取れない為、その為の準備が必要だった。また、何かイレギュラーな事態が起こった時に備えて、こうした物資は多い方が良い。フォルトーゼでの長い戦場生活が、孝太郎にそうした用心深さを身に付けさせていた。

　そんな訳で、孝太郎とキィは大型スーパーやデパートで行ったり来たりを繰くり返かえした。最終的に荷物は段ボール箱にして三箱分に及および、移動には手て押おしの台車が必要なほどの大荷物となった。そしてそんな状態であったから、買い物が終わる頃ころには、二人ともすっかり疲れ果はてていた。

「お疲れさん」

「ふえ～～～、たくさんかったねぇ～～～」

　二人は公園のベンチに腰を下ろし、束つかの間まの休きゆう憩けいを取っていた。これから二人は台車を押おして『揺り籠』まで帰らなければならない。『揺り籠』は山の中だから、なかなか大変な仕事だった。だからその前に少し休憩を取る事にしたのだ。

「はい、キィちゃん。もう開けていいよ」

「ほんと!?」

　孝太郎は台車の荷物の中からお菓か子しの袋ふくろを引っ張り出した。キィはそれを受け取ると、大きな笑顔を作った。孝太郎はそれを横目に見ながら、飲み物のペットボトルを二つ取り出した。

「いいのが出るといいなぁ………」

　べりべり

　キィは慎しん重ちようにお菓子を開かい封ふうする。このお菓子は、彼女が愛してやまないカブトンガーのスナック菓子で、登場キャラクターのトレーディングカードがオマケについてくる。キィがこのお菓子を気にしている事に気付いて、孝太郎が買ってやったものだった。

「ざんねん、スカラベキングかぁ………」

　オマケでついてきたカードを一いち瞥べつすると、キィの肩かたが僅わずかに落ちた。出てきたカードは毒々しい色で塗ぬられた怪かい人じんのカードだった。できればカブトンガー、駄だ目めでもせめて他のヒーロー。それを期待していたものだから、彼女の落らく胆たんは見た目以上に深かった。

「帰りにまた買おうか」

　肩を落とすキィを見て、孝太郎は彼女が可哀想になった。ジュースのボトルを差し出しながら、キィに笑いかける。

　クランに貰ったプラチナ塊で調達したお金はまだ多くが残っている。お菓子を買うぐらいの余よ裕ゆうはあった。だから孝太郎は帰り道にあるコンビニに寄り、スナック菓子を買おうかと考えていた。

「ううん、いいよ。おかしたべきれないもん」

　サクサク

　キィは笑顔に戻もどると、開封したばかりのスナックを口に運ぶ。彼女はこのお菓子の味も大好きだった。だがいくら好きでも、二つも三つもあっては困る。カードは残念だったが、キィは我が慢まんするつもりでいた。

　―――そういうところは、もう少し子供っぽくしてくれていいんだけどな………。

　あまりわがままを言わないキィ。孝太郎は何とかしてやりたい気分にさせられていた。簡単に言うと、彼女の喜ぶ顔が見たかったのだ。

　―――あれ？　そういえば、このカード………。

　キィが眺めているカードを一緒に覗のぞき込んでいた孝太郎は、そのレイアウトに見覚えがある事に気が付いた。色いろ遣づかいこそ違うのだが、枠わくの描えがき方や、キャラクターの説明書きのデザインに見覚えがあったのだ。

「そうかっ！」

「どしたの、おにいちゃん？」

「ちょっと待ってキィちゃん、いいものがある」

　孝太郎はキィに笑いかけると、胸のポケットに手を入れた。

「なぁに？」

「ほら、これこれ」

　孝太郎は胸のポケットに入っていたものを取り出し、キィの顔の前に差し出した。

「カブトンガーだぁっ！」

　次の瞬しゆん間かん、キィの大きな目が限界まで大きく見開かれた。この時彼女の瞳に映っていたのは、一枚のトレーディングカードだった。それも彼女が愛してやまないカブトンガーのカードで、しかもメタリックに輝くレアカードだった。

「すごぉいっ、どうしたのぉっ、これぇっ!?」

「以前、ちょっとね」

　それは孝太郎が演劇の台本のしおりに使っていたカードだった。リバイバル上映していた映画のパンフレットについてきた復刻版のカードなので、この時代のカードと同じデザインの筈はずだった。

「キィちゃんにあげるよ」

「いいのっ!?　キラキラカードだよっ!?」

「ああ。欲ほしかったんだろう？」

　孝太郎はキィにこのカードをあげるつもりだった。もともとが入手の経けい緯いからなんとなく捨て辛づらく、手元に置いておいただけのカードなのだ。必要とする人の手に渡わたるなら、一番良い事だった。

「うんっ!!　ありがとうっ、おにいちゃんっ!!」

　キィは孝太郎からカードを受け取ると、両手で頭上に掲かかげる。太陽の光に透すかし見るかのような仕草だが、もちろん分厚いカードはそんな事をしても透けて見えたりはしない。それは彼女の喜びの表現だった。

「やったぁ!!　キラキラのカブトンガー、おおあたりだぁっ!!」

「大事にしてくれよ？」

「うんっ、あたりまえだよぉっ!!」

　本当の事を言うと、十年後のパンフレットのオマケなので、パンフレットを買った者は全員同じカードが貰える。だが、彼女にそれを伝える必要はない。サンタクロースとは反対で、ない事にした方がいい事もあるのだ。

　―――そうだ。もしかしたら遊園地へ行けば、カブトンガーの映画が見られるかもしれないなぁ………。

　このカードのおかげで、孝太郎は遊園地に映画館があった事を思い出だした。孝太郎は明日のデートで、キィを遊園地に連れて行ってやるつもりだった。だからうまくすれば遊園地で映画も見せてあげられるかもしれない。時間の短縮に繋つながるし、キャンペーン中だったりしたら、なお良いだろう。

「んふふ、あとでなまえかいておこうっと！」

　キィは今も心ここにあらずといった調子でカードを眺めている。孝太郎は彼女のそういう子供らしい姿をもう少し眺めてみたいと思った。

　―――明日、遊園地に着いたら確かめてみるか………。

　だから孝太郎は、はしゃぎ続けるキィを横目に見ながら、こっそりとそう心に決めるのだった。










　孝こう太た郎ろうはこれまで、デートらしいデートは一度しか経験した事がなかった。そこで孝太郎はその数少ない経験を参考に、この日を過ごす事に決めていた。午前中は森林公園を散歩。駅前で昼食を取った後、午後は電車で移動して、動物園と遊園地をはしごした。

　そして孝太郎が期待していた通り、遊園地の中に作られた映画館では『劇場版・甲こう虫ちゆう王おう者じやカブトンガー』が上映されていた。この映画館は収容人数は少なめだったが、遊園地という立地条件のおかげで、大々的なキャンペーンが行われていた。グッズの販はん売ばいや、映画を見た人限定のプレゼントなど、キィが喜ぶようなものが目め白じろ押おしだった。

「うわぁ………すごぉい………」

　そういう状じよう況きようだったので、キィは映画館へ入るなり、あたりの様子にすっかり心を奪うばわれていた。映画の大きな看板や、プレゼントのお知らせなど、見落としたくないものが周りに沢山並んでいた。

「おまたせ、キィちゃん。ほら、パンフレット」

「ありがとう、おにいちゃんっ！」

　だが、孝太郎が映画のチケットとパンフレットを買って戻ってくると、すぐに興味はそちらへ移った。このパンフレットもこの遊園地専用のもので、小冊子と小さなフィギュアが付いてくる豪ごう華か版ばんだった。

「やったぁ！」

　キィは孝太郎からパンフレットを受け取ると、その大きな瞳を輝かせて次々とそのページをめくっていった。

「パンフレットの中身は先に見ない方がいいぞ」

「えっ？　どうして？」

　孝太郎の制止を受けると、ページをめくっていたキィの手が止まる。孝太郎はそんな彼かの女じよに笑いかけながら、パンフレットを指し示した。

「こいつにはお話の内容が載のってるからさ。先に見ちまうと映画が楽しくなくなる」

「そっか、そうだよね！　じゃあ、なかを見るのはあとにする！」

　ぱふっ

　キィは迷わずパンフレットを閉じると、大きな笑え顔がおを作った。

「えへへへ～」

　孝太郎がその頭を撫でてやると、キィは嬉しそうに目を細める。そして彼女はパンフレットのオマケのフィギュアを熱心に眺め始めた。

「ついてたな」

「うんっ！」

　この日、彼女は終始上機嫌だった。朝から初体験の事ばかりだったし、もうすぐ待ちに待った映画が始まる。そして何より嬉しいのは、そういう時間を共にする人間がいるという事だった。その人物はキィの気持ちを理解し、大切にしてくれるから、楽しさや喜びは何倍にも膨ふくれ上あがっていた。

　―――みんなもこっちへきて、ここの人となかよくすればいいのに。わたしとおにいちゃんみたいにさ………。

　最近、キィの周囲にいる大人達は難しい話をしていた。大人達は春風市の人達と仲良くするかどうかでもめていた。それは六歳さいの彼女には複雑過ぎる話だったが、今の彼女には一つだけ分かっている事があった。それは孝太郎と仲良くするのは、とても楽しいという事だった。おかげで彼女は、もめている大人達の姿が奇き妙みように思えてならなかった。

　―――カブトンガーも言ってるもの。ゆうきはささえあうことから生まれるって。わたし、おおきくなったらおにいちゃんのささえになるんだ！

　キィの小さな胸の中には、そんな想いが芽生えていた。それは昨日からずっと考えている事だった。

　孝太郎は見ず知らずの自分によくしてくれる。しかし果たして、それに甘あまえているだけでいいものだろうか。カブトンガーの言うように、キィの側も孝太郎の為ために何かをしてあげられないだろうか。彼女はそんな風に思うようになっていたのだ。

　だがその反面、キィは自分の未熟さも理解していた。今の自分は子供で、孝太郎の支えになるほどの力は備わっていない。だから彼女は、立派に成長して孝太郎を支えられる大人になりたいと願うようになった。

　つまりキィは、幼いながらも恋こいをしていたのだ。今は幼い彼女だから、それに対する明確な自覚はない。しかしこれこそが、キィに訪おとずれた初はつ恋こいなのだった。










　映画が終わると、二人は遊園地のアトラクションを順番に回り始めた。そろそろ夕方に差さし掛かかる時間だったので、孝太郎はキィの体力を心配していたのだが、彼女は今も元気いっぱいだった。キィはカブトンガーの映画の興奮が尾おを引いていて、ずっと高いテンションを維い持じし続けていた。

「うわぁ………」

　間近で見上げると、観覧車は大きかった。六歳児の目線では、空に届かんばかりに巨きよ大だいだ。キィは呆ぼう然ぜんと観覧車を見上げ、ただただ感かん嘆たんの息を漏もらしていた。

「キィちゃん」

　孝太郎がキィを呼ぶ。二人が乗る順番はもうやってきていた。係員がゴンドラの扉とびらを開き、その前では孝太郎がキィがやってくるのを待っている。キィがいないと乗る事が出来ないから、孝太郎も係員もやや苦く笑しよう気味だった。

「ごめん、いまいく！」

　名前を呼ばれてようやく我に返ったキィは、孝太郎に向かって走っていく。そしてキィは孝太郎に追い付くと、その手をぎゅっと握にぎり締しめた。

「えいっ」

　キィは孝太郎に追い付いても走る勢いを緩ゆるめなかった。そしてそのまま孝太郎の手を引き、ゴンドラに飛び込むようにして乗り込んだ。

「危ないだろ」

「えへへ、ごめん」

　キィに引きずられるようにしてゴンドラに乗り込んだ孝太郎は、すぐに彼女をたしなめた。しかし彼女が反省した様子はなく、笑顔のまま詫わびの言葉を口にする。その間に扉は閉じられ、ゴンドラは音もなく上じよう昇しようしていった。

「次やったら、お仕置きな」

「えへへ、だいじょうぶだよ。つぎに会うときは、キィはもっとおとなになってるとおもうから」

「えっ？」

「かあさまに会ったし、えいがも見た。やくそくだから、そろそろかえらないと」

「そっか、そうだったな………」

　孝太郎も半ば忘れかけていたのだが、キィは家出の最中だった。そしてキィは、母親を見付けて映画を見たら、家に帰ると約束していたのだ。

「でもね、きっとみんなかんかんにおこってるとおもうんだ。だから………とうぶん、おにいちゃんには会えないとおもう」

　そしてキィは多くの人に迷惑をかけた事を自覚している。再びここへやってくる事が難しい事も。だからこそ、彼女は必死に今日という日を楽しもうとしていたのだ。

「えらいぞ。よく決心したな？」

　キィの想いを理解した孝太郎は、小言を言うのを止めにした。彼女は何もかも分かっている。六歳児にしては、出来過ぎた少女だった。

「ひとりたびはにんげんをせいちょうさせるって、テレビでゆってた」

「ははっ、一人じゃないだろう？」

「うん。ひとりたびはちょっとだけだった。へへへっ」

　家出をして、その数時間後には孝太郎と出会った。それから今日で三日目。たった数日の出来事だったが、その時間が彼女を少し成長させ、そして初めての恋を経験させてくれた。この三日間はキィの宝物だった。

「よしっ、そうと決まれば、今日は徹てつ底てい的てきに遊んでいくか！」

「うんっ！」

　キィは家へ帰り、孝太郎は十年の眠ねむりにつく。仕方のない事だが、孝太郎とキィはもう二度と会う事はないだろう。だとしたら、その最後の時間を、最高に楽しんでも罰ばちは当たらない。孝太郎はそんな風に思っていた。

「キィちゃん、次は何に乗りたい？」

「えっとねぇ………」

　二人の乗るゴンドラは、丁度一番高い位置に差し掛かっていた。傾かたむいた夕暮れの陽ひ射ざしが、窓から外を見るキィの表情を照らしている。それが彼女の元気な笑顔を、優やさしげな印象へ変えていた。

　―――あっ………。

　孝太郎がそんなキィの横顔を眺ながめていると、記き憶おくの中にある誰だれかの顔が、キィの顔に重なって見えた。

「きめた！　おにいちゃんっ、つぎはあれにのろうよっ！」

　しかしキィが元気に窓の外を指さした瞬間、彼女の顔に重なっていた人物の面おも影かげは、あっけなく消え去ってしまう。おかげで孝太郎には、それが誰であったのかを確かく認にんする事ができなかった。

「あのぐるぐるぐる～～～、ぎゅ～～～～んってやつっ！」

「ジェットコースターか。いいね、次はそれにしようか」

　しかし孝太郎はその事を気にしなかった。今の孝太郎には、キィが誰に似ているのかという事よりも、大切にしなければならない事があるのだった。










　観覧車を降りた二人は、肩を並べてジェットコースターを目指した。傾いた太陽が二人を照らし、その影かげを長く伸ばしている。周囲は赤い光に包まれ、まるで燃えているようだった。

「ね、おにいちゃん」

　隣となりを歩いていたキィが、孝太郎に手を差し伸べる。孝太郎にも彼女の意図は伝わったので、同じように彼女の方に手を差し出した。

「へへへっ」

　するとキィは孝太郎の手を取り、互たがいの指を絡からませ合う。そうやってしっかりと手を繋いで、二人はジェットコースターに向かって歩いていった。

「あのさ、おにいちゃん」

　キィはその言葉を発する瞬間、孝太郎の手を強く握り締めた。だから孝太郎には、漠ばく然ぜんとだが、その言葉が重要なものである事が伝わっていた。

「わたしうちにかえったら、とうさまにあやまろうとおもって」

「どうしてそう思うんだい？」

　父親とのすれ違ちがいで、家出をしてきたキィ。孝太郎は彼女の気持ちが変化した理由を、知っておきたいと思っていた。

「ほんとうはさ、いえでなんかじゃなくて………こうやって、とうさまとてをつながないといけなかったんじゃないかって、そうおもったの」

「ふぅん」

　孝太郎はその良よし悪あしを答える代わりに、キィの手を握り返してやった。それが一番、彼女に気持ちが伝わるような気がしたのだ。

「あと、しんぱいかけたとおもうから。だから、とうさまにあやまろうとおもう」

「それがいい。きっと沢たく山さん怒おこられるだろうけど、お父さんとは仲直りした方が良い」

「うんっ」

　キィは大きく頷うなずくと、嬉うれしそうに笑った。孝太郎が理解を示してくれた事が、嬉しかったのだ。

「でもね、いえでをしてよかったともおもうんだ」

「よくはないだろう？」

「うん。よくはないんだけどさ。うんと、なんていえばいいのかな………」

　キィは苦笑すると、眉まゆを寄せつつ頬ほほに手を当て、軽く考え込んだ。しかしすぐに笑顔に戻り、孝太郎に笑いかける。

「そうだ、おにいちゃんとおともだちになったでしょ？　それはわるくないなって」

「キィちゃんが家出をしなきゃ、会わなかったろうからな」

　孝太郎は笑いながら同意して、軽く肩を竦すくめる。

　孝太郎はキィと最初に出会った時に、これからどうなる事かと心配したが、結果的にはうまくいった。孝太郎とキィは友達になり、警察がやってくる事もなく、キィは家出を止めて帰る気になった。

　確かにキィが言うように、決して悪くはない結末だった。

「でしょ？」

「まあ、差し引きで、ちょっと悪かったってとこだな」

「きびしいね？」

「それが大人の世界なんだ」

「おにいちゃんだって、まだこどもだとおもうけど」

「じゃあ、家出して良かったって事で」

「あはははっ」

　そうして笑い合った時、二人はジェットコースターの正面にある入り口のゲートに辿たどりついていた。

　ゴオオォォォォォォオォォォォォォッ

　するとちょうどその時、二人の目の前をコースターが通り過ぎていった。

　このコースターの一番高い場所は地上から七十メートルの地点にあり、そこから落差六十五メートルのほとんど垂直に見える斜しや面めんを駆かけ下おりてくる。この時点では国内最大のジェットコースターなので、そのスピードは凄すさまじい。人々の悲鳴が置き去りになるくらいの、猛もうスピードだった。

「すごいねぇ………」

　キィは猛スピードで通り過ぎていったコースターを見て、すっかり目を丸くしていた。彼女が観覧車から見た時の印象とはまるで違っていたのだ。

「怖こわいかい？」

「ううん。のってみたい！」

　しかしキィが目を丸くしていたのは恐きよう怖ふゆえではなく、単に予想以上のスピードに驚おどろいていたからだった。キィはコースターのスピードを間近で感じ、更さらに興味を掻かき立たてられていた。

「いこっ！」

　彼女は目を輝かがやかせ、興奮気味に孝太郎の手を引き、入り口のゲートをくぐった。

　このジェットコースターが造られたのは最近の事で、しかも国内最大という肩かた書がきを持っている。おかげで土日ともなれば長ちよう蛇だの列が出来る。しかしこの日は平日だったおかげで長い列はなく、二人が長く待たされる事はなかった。

　だが。

「よろしいでしょうか、お客様」

　二人は乗り場の手前で係員に呼び止められた。

「はい、なんですか？」

「申し訳ございませんが、こちらのお嬢じよう様さまは、お乗り頂けません」

　係員はキィを指し示し、孝太郎にそう告げた。

「えぇぇ～～～!?　なんでぇ～～～!?」

　いきなり乗れないと言われてキィが納なつ得とくする筈もない。彼女は係員に詰つめ寄よると、大きな身み振ぶり手て振ぶりで抗こう議ぎした。
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「キィはあぶないことしないよぉっ!!　おとなしくちゃんとのるからっ、ねっ!?」

「い、いえ、お嬢様が悪いという訳ではなくてですね………」

　キィの圧力に押おされながら、係員は近くにあった看板を指し示した。

「このジェットコースターに付いているお客様の身体を固定する為の器具は、身体の小さな方には対応しておりません。もしこのままお嬢様にお乗り頂いた場合、席から投げ出されてしまうんです」

　係員の示す看板には、こう書かれていた。

『身長百四十センチメートル以下の方は、搭とう乗じようできません』

　キィの身長はようやく百十センチを超こえたばかり。看板に描えがかれた搭とう乗じよう者しやのイラストよりも、三十センチも背が低かった。

　ジェットコースターは普ふ通つう、座席と安全バーで挟はさむようにして、搭乗者の身体を固定する。だが今のキィでは身体が小さ過ぎて、そこに隙すき間まが出来てしまう。これではカーブや急降下の時に、キィの身体がコースターから投げ出されてしまう可能性が高い。当然、係員としてはそんな状態で乗せられる筈はずもなかった。

「大変申し訳ありませんが、今回のご搭乗は諦あきらめていただけませんでしょうか」

「そっ、そんなぁ～～」

　キィは落らく胆たんして大きく肩かたを落とした。キィにも理り屈くつは分かっているので、それ以上の文句は言わなかった。しかし期待が大きかっただけに、キィの落胆ぶりは激しい。涙なみだこそ出ていなかったが、殆ほとんど泣いているような状態だった。

「きゅうに大きくはなれないよぉ～～～」

「残念だったな？」

「あうぅぅぅぅ～～～」

「申し訳ございません、またの御ご利り用ようをお待ちしております」

　係員と別れ、孝太郎とキィは来た道を戻もどっていく。その間も、ジェットコースターに乗る人達たちと次々にすれ違う。キィはとぼとぼと歩きながら、そんな彼かれらに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送っていた。

　―――なんというか、こう、なぁ………。

　落ち込んでいるキィを見ていると、孝太郎は可か哀わい想そうやら微笑ほほえましいやらで、複雑な心境になる。ジェットコースターに乗れなかったのは可哀想だったが、今の彼女を見ていると懐なつかしい気持ちにさせられるのだ。

「………オトナばっかりずるいよぉ………もぉ………」

　なんで大人だけ、という思いは孝太郎にもよく分かる。小さい頃ころには孝太郎もしばしばそういう思いをしてきたのだ。孝太郎は今のキィを見ていると、まるでその頃の自分の姿を見るようで、微笑ましい気分になる。おかげで悪いとは思っても、思わず笑えみが漏れてしまうのだった。

「君もすぐに大人になるさ」

「でもさぁ、きょうのりたかったんだもん」

　キィはそう言って孝太郎の手をぎゅっと握り締めた。

「………おにいちゃんといっしょに、さぁ………」

　ゴォォォォォォォ

　キィの視線の先には、今もなお、お客を満まん載さいしてレールを疾しつ走そうするジェットコースターがあった。彼女はそこに孝太郎と二人で乗ったという想おもい出でが欲ほしかったのだ。もう一度孝太郎とここに来る事が難しい事を、彼女はよく分かっていたから。

　―――まったく………本当によくできた子なんだ、この子は、さ………。

　キィの気持ちがおぼろげながらに想像できた時、孝太郎は胸の奥おくをきゅっと掴つかまれたような気持ちにさせられていた。そして彼女に笑顔を取とり戻して貰もらいたいと考え始める。

「だったら、今日しか乗れないものに乗っておこうか」

　幸いな事に、彼女を慰なぐさめる材料はすぐに見付かった。ここは遊園地。そういうものは決して少なくはなかった。

「きょうしか？」

「ああ。ああいうのさ」

　半泣きで顔をあげたキィに、それを指し示す。孝太郎が指さした先には、大きなメリーゴーランドがあった。

「なんで？」

　メリーゴーランドを目にしたキィは、目元を擦こすりながら不思議そうに首を傾かしげる。キィの目には、今日しか乗れない乗り物のようには見えなかったのだ。

「君みたいな小さな女の子と一いつ緒しよじゃないと、男は恥はずかしくて乗れないんだよ」

「ああ！」

　キィの瞳ひとみに理解の色が広がる。メリーゴーランドに乗っているのは、子供とその親ばかり。中には恋こい人びと同士の若い男女が乗っていたりもするのだが、男性の方は居い心地ごこちが悪そうだった。結局、子供という免めん罪ざい符ふがなければ、乗りにくい乗り物なのだ。

「おにいちゃん、あんなのにのりたいんだ？」

　キィの表情に、僅わずかだが笑みが戻ってくる。それを見ながら、孝太郎は大きく頷いた。そして悪いた戯ずらっぽい表情で笑いかける。

「ああ。駄だ目めかい？」

「ううん、いいよっ！」

　一度首を左右に振ふってから、キィはにっこりと微笑む。その微笑みは、彼かの女じよが目を軽く細めるのと同時に、優しげな印象へ変わった。

「ね………キィのために、はずかしいのがまんしてのってくれるんだよね？」

「いや。あくまで個人的な好こう奇き心しんだ。お馬さんパカパカ、かっこいいだろう？」

「ふぅん。じゃあ、そういうことにしておくね？」

　キィには孝太郎の考えは分かっている。彼女は賢かしこい子供なのだ。

「俺おれはこう見えても馬には自信があるんだ」

「そうなんだ。じゃあさ、いっしょにのろうよ！」

　そしてだからこそ、キィはメリーゴーランドで構わないと思うのだ。彼女が欲しいのは、ジェットコースターに乗ったという事実ではないのだから。










　遊園地で日が沈しずむまで遊び、孝太郎とキィは家路についた。二人は電車に乗って町まで戻ると、徒歩で『揺ゆり籠かご』のある山へ向かう。駅から『揺り籠』までは、三十分とかからない距きよ離りだった。

「かえってきちゃったなぁ………」

　孝太郎と手を繋つないで歩きながら、キィは正面で次し第だいに大きくなる山を眺める。彼女が孝太郎と交かわした約束は全すべて果たされていた。あとは彼女が約束を果たす番だった。遂ついに彼女が、家へ帰る時がやってきたのだ。

「いっしょううちにはかえらないつもりだったのに………」

「そんなもんさ。家出なんて、長続きするもんじゃない。誰かの心が少し成長したら、そこで終わりなんだ」

　虐ぎやく待たいを受けていた場合などの特とく殊しゆなケースを除けば、家出は関係者の未熟さが原因だ。だから誰かがその未熟さを受け入れたら、そこで終わりになる。自分の未熟さに気付くのかもしれない。誰かの未熟さを許すのかもしれない。つまり大人になったら、終わりになるという事なのだ。

　そしてキィの場合は、彼女自身が成長した。彼女は母親の死をきっかけに父親と感情がすれ違うようになり、家出を敢かん行こうするに至った。だが父親から離はなれて冷静になった時、彼女は自身の未熟さを理解し、父親の事も許せるようになった。悲しんでいるのは自分だけではなく、父親もそうなのだと理解したのだ。結果的に彼女は、この家出を通して一回り大きく成長したのだった。

「ごめんね、おにいちゃん。なんにちもめいわくかけて………」

「いや、いいさ。俺は君に会えて良かったと思ってるよ」

　孝太郎は彼女に会えて本当に良かったと思っていた。

　キィは心優しい少女だった。最初は彼女に振り回まわされて困っていたものだが、今は友達になれて良かったと感じていた。

　それに孝太郎と出会わなかったら、果たしてキィはどうなっていたのだろう？　一人で町を彷徨さまよって、その先は？　そう考えると、孝太郎は彼女と出会って良かったと思わずにはいられない。家出は大きな問題だし、全体としてはマイナスなのかもしれないが、不幸中の幸いというところだった。

　―――それになんというか………この子からは不思議な感じがするんだよな………。

　キィと出会ってから、何度か感じてきた既き視し感かん。彼女の顔を見ていると、時折そこに見覚えのある顔が重なる時がある。フォルトーゼにいた時もしばしばそういう事があったのだが、今回はもっとはっきりした感覚だった。

「それと、このカードありがとね？」

　キィは懐ふところからメタリックに輝くカードを取り出だし、孝太郎に見せた。

「なくさないように、ちゃんとなまえかいておいたんだ。ホラ！」

　そのカードには油性のインクで文字が書き込まれていた。それはキィの名前だという事だが、そこはやはり六歳さい児、文字が下手過ぎてミミズが這はいまわっているようにしか見えなかった。

「あっ………」

　既視感。

　―――そんな馬ば鹿かなっ!?　俺はこのカードを知っているぞっ!?

　孝太郎は、この状態のカードに見覚えがあった。かつて孝太郎が見たカードにも、こうしてミミズが這いまわったような文字が書き込まれていた。だが、そのカードは古ぼけてメタリックの色がくすんでしまっていた。それはまるで、十年以上の時間が流れたかのようだった。

　―――だとしたら、この子は………いや、待て、そんな偶ぐう然ぜんがあるのか!?　書き込まれた字が似ているだけじゃないのか!?

　孝太郎は混乱し始める。自身の直感に従うなら、信じ難がたい偶然を受け入れなければならない。それに比べたら、偶然カードへ書き込まれた文字が似ている方がまだ自然に感じられた。

「キィちゃん………君は、まさか………」

　名前を確かめればいい。そうすれば全てがはっきりする。もしキィという名前が、ただの愛あい称しようでしかなく、本当の名前が別にあるのだとしたら。

「まさか、キリ―――」

　しかし孝太郎がまさにその名前を口にしようとした時の事だった。孝太郎の瞳に、近くのビルの外がい壁へきに取り付けられた電光掲けい示じ板ばんが映った。

『一九九九年四月十六日　午後六時六分　今夜の天気をお伝えします。春風市は全域で晴れ―――』

　その大きな電光掲示板を見た瞬しゆん間かんから、孝太郎の頭の中はそこに表示されている日付の事で埋うめ尽つくされた。直前に考えていた事など、全て忘ぼう却きやくの彼方かなたに消し飛んでしまっていた。

「ばっ、馬鹿なっ、一九九九年四月一六日だってっ!?」

「どうしたの、おにいちゃん？」

　孝太郎の雰ふん囲い気きが変わった事に気付き、キィは不安そうにその顔を上げる。すると孝太郎の表情が真っ青であったから、キィはその手を握にぎる力を強めた。

「ということは、今日があの事故の日だったのか!?　しかも時間は一時間も残っていない!!」

「おにいちゃんっ、いったいなんのはなしをしてるのっ!?」

　孝太郎の様子から、キィは何か重大な出来事が起こりつつある事を感じていた。だから彼女の表情もすぐに真しん剣けんなものへと変わった。

「もうすぐっ、俺の母さんが死ぬんだっ!!」

　一九九九年四月十六日。その日付は、孝太郎の母親が事故で死んだ日だった。事故が起きた―――いや、起きるのは、夜の七時過ぎ。それはこれからほんの一時間ほど先の未来の事だった。







心の天秤







　もうすぐ自分の母親が死ぬ。その事に気付いた孝太郎は、その場に立ち竦んでいた。

　―――俺はっ、どうしたらいいっ!?

　この三日間、孝太郎は母親を助けるべきかどうかで密ひそかに悩なやんできた。母親の命を救えば、孝太郎とクランは元の世界へは戻れなくなる。その場合、孝太郎は自じ業ごう自じ得とくだが、クランはそうではない。ここがフォルトーゼであればそれでも構わなかった。クランは皇族だから、国民の命を守る事に責任があった。だがここは地球で、クランとは全くの無関係だ。彼女を巻き込んでいい道理はなかった。加えて孝太郎には侵しん略りやく者しやの少女達と交わした約束や、自身の誓ちかいがある。しかしだからといって、他ほかならぬ自分の母親を見捨てる事にも抵てい抗こうがあった。

　孝太郎は結論が出せないまま、この時を迎むかえていた。だがもう悩む時間はない。今から一時間とせずに孝太郎の母親は死ぬ。決断の時は今なのだ。

「お、俺は―――」

　しかしそれが分かっていても、孝太郎は動けなかった。

　自分の帰るべき場所を得る為ために、クランの帰るべき場所を奪うばう。言いい換かえると、孝太郎が母親を救うという事は、無関係のクランの人生を奪い取って、母親や自分の人生に継つぎ足たすという事だ。果たしてそんな事が許されるのか？

　そして十年後の未来に残してきた約束と誓いはどうなる？　その為に今日まで必死になって帰ろうとしていたというのに。

　またそれらとは反対に、死ぬと分かっている人間を放置して良いのだろうか？　確実に死んでしまう人間を、見殺しにする事は果たして許されるのか？　しかもそれは、孝太郎の実の母親なのだ。

　それは何分間かの僅かな時間で答えを出すには、複雑すぎる問題だった。特にそれが、母親と友人達に絡からんだ問題である場合には。

　孝太郎の心の天てん秤びんは、両りよう端たんに同じだけの重さがかかっていて、完全に釣つり合あってしまっていた。それらはどちらも決して失ってはならないもの。おかげで孝太郎はまるで身動きが取れなかった。

「はやくたすけにいこうよっ！　おにいちゃんっ！」

　だが、一緒にいたキィが、孝太郎の心の天秤を揺らし始めた。

　キィは母親を失ったばかりだから、孝太郎が母親を助けなかった時に、どういう気持ちになるのかをよく理解していた。そして孝太郎にそうなって欲しくなくて、キィは必死に訴うつたえ続けた。

「かあさまがしぬんだよっ!?　ほうっておいていいはずないよっ!!」

「だが、そうすると俺の友達が危ない目に遭あう！　会えなくなる奴やつらもいるんだ！」

「それでもいかなきゃっ!!　そうしないとっ、そのおともだちがすっごくきずつくよぉっ!?　おにいちゃんのおかあさんをころしちゃったってっ!!」

　孝太郎が母親を救わなかった場合、クランはその事を悲しむだろう。自分が一緒だったばかりに、孝太郎は母親を救えなかった、と。その事実はクランの心を縛しばる呪じゆ縛ばくの鎖くさりとなる。そしてそれは侵略者の少女達にとっても同じに違ちがいない。それは果たして幸せな選せん択たくなのだろうか？

　キィは孝太郎の言う友達が何者であるのかは分からなかったが、孝太郎が母親を救わなかった場合に、その友達が何を思うのかはよく分かっていた。自分ならきっとそう考える筈だったから。

「おにいちゃんのおかあさんをたすけてっ、おともだちにはあやまろうよっ！　それで、おともだちがあぶないめにあわないようにまもればいいじゃないっ！　それがいちばんだよっ!!」

「キィちゃん………」

　しばらく前から立ち往生していた孝太郎の心。そこへキィの真まっ直すぐで強い心が体当たりを繰くり返かえした。そしてキィの心がぶつかる度に、孝太郎の心に彼女の想いが刻み込まれていく。そしてその優やさしくてあたたかな想いが、孝太郎の心の天秤を傾かたむかせていった。

「分かった。ありがとう、キィちゃん」

　孝太郎の腹は決まった。

　この時、誰だれもが後こう悔かいしない選択は存在していなかった。だったら、その後悔と責任は孝太郎が背せ負おうべきものだろう。キィの必死な訴えを聞き、孝太郎は遂にその覚かく悟ごを決めるに至った。

「母さんを助けに行く。友達には、あとで謝あやまっておくよ」

　孝太郎はキィに話しながら、今は傍そばに居ない友人達の事を思った。

　―――済まない、みんな………。俺は約束を果たせそうもない………。

　孝太郎は侵略者の少女達と約束した。演劇を成功させると。そして誓った。彼かの女じよ達たちの抱かかえている問題を解決しようと。だが母親を救いに行くと決断した今、孝太郎がそれらを果たす可能性は殆どなくなってしまった。その事を、孝太郎は申し訳なく思っていた。

　―――申し訳ありません、陛下………せっかくのお言葉を断ったというのに………。

　そして同じ事はアライアについても言えるだろう。アライアが孝太郎にフォルトーゼに残って欲しいと願った時、孝太郎は約束と誓いがあるからと断った。だが今、孝太郎はそれらに背を向けようとしている。それはアライアに対する裏切りとも言えるだろう。

　―――そしてクラン、巻き込んで済まない。お前の事は俺が守るから………どうか、許してくれ………。

　かつては敵であり、今は友人となったクラン。彼女はこの瞬間から、孝太郎にとって、侵略者の少女達と同じだけの価値を持つようになった。彼女は孝太郎のせいで不幸になるだろう。だからその人生と命を、今後もずっと守らねばならない。それは孝太郎の新しい誓いなのだった。

　孝太郎はこれらの事情を全て覚悟の上で、母親を助けに行くと決断した。これが正しい筈だと思う。だが、孝太郎には正しいと確信が持てない。フォルトーゼで水源に毒が撒まかれるのを阻そ止ししようとした時とは事情が違う。今回は歴史が変わる可能性があるのではなく、間ま違ちがいなく歴史が変わってしまう決断なのだ。

　しかし、しかし。

　それでも孝太郎は、目の前で失われる命に目を瞑つぶれなかった。分かっていて何もしないでいる事が出来なかった。それは正義ではない。騎き士しの博愛精神でもない。それは孝太郎の弱さなのだった。

「そうだよ！　それでいいんだよっ、おにいちゃん！」

　キィは優しげな笑え顔がおを浮うかべ、そしてその瞳が僅かに細められる。キィは孝太郎の力になれた事が嬉うれしかった。ほんの少しでも恩返しができた事が幸せだった。

「ぜんぶやれなくてもいいんだよっ！　まちがいだっていいんだよっ！　おにいちゃんはっ、カブトンガーじゃないんだからさぁっ！」

　キィは知っている。孝太郎はごく普通の少年なのだと。全ての不幸を蹴け散ちらすスーパーヒーローではないのだと。この場所にそれを知るキィがいてくれたから、キィが孝太郎の弱さを許したから、だからこそ孝太郎の心は動いた。この先にどんな結末が待っていようとも、あのまま立たち尽くしているよりはずっといい。孝太郎はきっと、このキィという少女に、救われたのだろう。

　そしてその事は、この幼くも心優しい少女が、侵略者の少女達やクランと同じように、孝太郎にとって特別な価値を持った存在であるという事を示しているのだった。










　孝太郎は母親が事故に遭った現場をはっきりと覚えていた。孝太郎自身も事故の現場にいたし、事故後も父親と共に何度も通った場所だった。だから孝太郎は、迷う事なくそこへ向かう最短ルートを進んでいた。

『申し訳ありませんでしたわ、ベルトリオン。わたくしの計算はフォルトーゼの暦こよみを使っておりましたから、この星の暦とはきっちりと結果が合致しませんの。そこまできちんと計算して、お伝えするべきでしたわ』

「そういう事か………」

　事故の現場へ向かう道すがら、孝太郎は腕うで輪わを使ってクランと連れん絡らくを取っていた。クランの計算結果では、事故は一月以上先の筈はずだったので、計算が食くい違った理由を知る為だった。

　クランが日付の計算に使ったのは、『揺り籠』に搭とう載さいされている時計と、フォルトーゼの暦だ。今でこそどちらも重力子の振しん動どう数すうを基準にして導かれているが、元々はどちらもフォルトーゼ本星の自転と公転を基準に算定されたものだった。

　フォルトーゼの本星は、地球とほぼ同じ大きさと質量を持ち、太陽との距離も似たようなものだ。おかげで自転と公転の周期もほぼ同じになっている。だが、それらの周期は完全に同じではない。そこには微び妙みような誤差が存在していた。

　その誤差は小さな数字の計算には影えい響きようしないものだった。しかし二千年の時を超こえる為に繰り返した膨ぼう大だいな計算においては、その誤差が幾いく重えにも累るい積せきし、四十日というズレを生じさせた。つまりクランの計算ミスではなく、別の暦であった事が原因なのだ。彼女が計算した結果を、きちんと地球の暦に換かん算さんしていれば、孝太郎の認にん識しきとのずれは生じなかったに違いない。

「良く分かった。クラン、俺はこれから母さんを助けてくる」

『お好きになさいまし』

「こんな事に付き合わせてすまない。責任は取る」

『伝説の騎士にそう言って貰えるなら、悪い気はしませんわ』

「ありがとう、クラン」

『しっかりやっておいでなさいな。ふふふふっ』

　結局クランが孝太郎を非難する事はなく、彼女は笑顔のまま通信を終えた。クランは最初からこうなるのではないかと思っていたのだ。そしてその方が良いとも。どれも先ほどキィの想像した通りの反応だった。

　―――本当に済まない。そしてありがとう、クラン………。

　孝太郎はクランに感謝しつつ、腕輪の通信機能を終しゆう了りようさせた。すると話が終わったのを見計らって、隣となりを走っていたキィが孝太郎に話しかける。

「おっ、おにいちゃんっ、わたしのことはいいからっ、さっ、さきにいって！」

　ここまで孝太郎はキィのスピードに合わせて走っていた。キィはそのせいで間に合わなくなってはまずいと考え、孝太郎を先に行かせようとしていた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　しかし孝太郎は首を横に振り、落ち付いた調子でキィに話しかけた。

「このペースなら十分に間に合う。ここからなら、そんなに遠くはないんだ」

「そっ、そうなのっ？　だったらっ、いいんだけどっ」

　安心したのか、キィは僅かに表情を緩ゆるめた。二人が走るスピードは、孝太郎には余よ裕ゆうのあるペースだが、小さなキィにとってはそうではない。笑顔を作ろうとしても、息が苦しくてあまりうまくいかなかった。

「なんだったら、途と中ちゆうで待っててくれてもいいが」

「あはっ、そっ、そうならないようにがんばるよ、おにいちゃんっ！」

　今日一日遊んだ後なので、キィは相当疲つかれている。しかし彼女は孝太郎の母親の危機を知り、自分も力になろうと懸けん命めいになっていた。それが分かるから、孝太郎は素す直なおに彼女に感謝していた。今の孝太郎にとって、人の想おもいは結果よりも大切なものなのだった。

「キィちゃん、そこの角を曲がるよ」

「うんっ、わかった！」

　孝太郎は僅かにスピードをあげ、キィを先導する。大通りから離れて裏通りへ。その方が現場まで近かったし、人が少なくて走り易やすい。平日の六時過ぎのこの時間は、帰宅ラッシュとも重なって、大通りは人通りが多かったのだ。

「ここを抜ぬければ、目的地はすぐそこだ！」

「もうひとがんばりっ！」

　裏通りに入ると、孝太郎は再び速度をキィに合わせる。この先はしばらく直線なので、先導してやる必要はない。孝太郎とキィは肩かたを並べて、裏通りの薄うす暗ぐらい路地を走っていった。

「………ん？」

　そうして孝太郎達たちが裏通りの直線を半分ほど走り切った時の事だった。孝太郎達の向かう先に、数人の男女が姿を現した。彼かれらは孝太郎達とは逆方向に進んでいたので、どんどん距離が近付いていく。

　―――なんだ、この人達たちは………？

　普ふ通つうなら、裏通りを利用する通行人と考えるのが自然だった。彼らは服装や性別、年ねん齢れいがばらばらで、共通点がなかったからだ。だがこの時、孝太郎は彼らから異様な気配を感じていた。戦場で培つちかった勘かんが、孝太郎に警けい戒かいするように囁ささやいたのだ。そして孝太郎が直感に従って改めて彼らに注意を向けると、おかしな事が幾いくつも見付かった。

　彼らの表情は蒼そう白はくで、まるで能面のようだった。また、歩く姿はぎこちなく、糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのようだ。不ふ審しんに思った孝太郎が早さ苗なえに貰もらった霊れい能のう力りよくで霊れい視ししてみると、彼らの身体を巡めぐる霊れい気きの流れには奇き妙みような乱れがあった。首から上と、首から下で、霊気の連れん携けいがうまく取れていないのだ。

「キィちゃん、止まって！」

　孝太郎はそう言いながら走るスピードを落とした。同時にキィの腕うでを掴つかんで彼かの女じよを立ち止まらせる。そして自らも足を止めた孝太郎は、進行方向上にいる人々に厳しい視線を向けた。

　―――この人達は、もしかすると………。

　孝太郎は我知らず、右手を固く握り締しめていた。孝太郎にはこうした霊気の乱れに見覚えがあった。孝太郎の友人、火か竜りゆう帝ていアルゥナイア。かのドラゴンが邪じや悪あくな魔ま法ほう使つかいに操られていた時、丁度こんな状態だった。当時は正常なドラゴンを知らなかったので、孝太郎はあまり気にしなかった。だが今になって考えてみると、あの時のアルゥナイアはこんな風に霊気が乱れた状態だったのだ。

　ここは現代の日本なので、彼らが魔ま法ほうの影響下にあるとは考えにくかった。しかし薬や機械、催さい眠みん術じゆつなどで似たような状態にあるのかもしれない。また仮にそうでなくとも、少なくとも正常な状態ではないので、警戒した方が良い。そんな風に考え、孝太郎はこの場所で足を止めたのだった。

「おにいちゃん？」

　急いでいる筈なのに、突とつ然ぜん足を止めて怖こわい顔になった孝太郎。キィにはまだ事情が分からなかったが、孝太郎の様子からただ事ではないと感じ、不安になって孝太郎の手を握り締めた。

「あの人達………多分、敵だ」

「てき!?　わるいひとなの!?　なんでっ!?」

「よく分からないんだ。ただ、あの人達は普通じゃない」

「ふつうじゃない？」

　孝太郎に言われ、キィは改めて正面にいる人達を観察した。すると彼女にも孝太郎の言葉の意味が分かった。キィの目からも、彼らの表情や身体の動きはおかしなものに見えたのだ。

「ほんとだ。なんか、へん………」

「あの人達、一体どういうつもりなのか………」

　孝太郎が厳しい表情でそう呟つぶやいた時、奇妙な人々は孝太郎達の進路を塞ふさぐように大きく横に広がり始めた。それと同時に孝太郎の意識の中に、彼らのぴりぴりとした攻こう撃げきの意思が伝わってくるようになる。

　―――連中、俺おれ達たちを殺す気なのか………？　どうして？

　孝太郎には、この時代で命を狙ねらわれる理由はなかった。時間を移動しているから、この時代の人間とは無関係なのだ。強しいて言えば、クランとは本来敵同士だったというくらいだろう。するとおのずと可能性は絞しぼられてくる。

　―――無む作さく為いに俺達を狙った？　それとも………。

　孝太郎はキィに目を向けた。キィが何らかの理由で狙われている、という可能性も少なくなかった。孝太郎は彼女から家出をしてきたという話しか聞いていないが、彼女の家の地位が高かった場合、命を狙われたり、誘ゆう拐かいされたり、という事も十分に考えられた。

「このまま行く事はない。少し戻もどって、別の道を行こう」

　孝太郎はキィを背後にかばいながら、徐じよ々じよに近付いてくる奇妙な一団から距きよ離りを取ろうとした。危険かもしれないと分かっていて、わざわざまっすぐ行く事はない。子連れの今は特に危険は冒おかせなかった。

「おにいちゃんっ！　うしろにもいるよっ！」

「なんだとっ!?」

　孝太郎達の後方、逃にげようとした方向にも、いつの間にか多くの人々が姿を現していた。その新たに姿を現した人々も、前方の一団と同じで年齢や性別に統一感はない。そしてやはり、例の奇妙な雰囲気をまとっていた。

　この場所は細長い一本道。前後を塞がれた孝太郎達は、その場で身動きが取れなくなってしまった。

　―――何が起こっているにしろ、厄やつ介かいな状じよう況きようだ………。どうする？

　前後を塞がれ、退路を断たたれた。相手の狙いは今もって不明だが、殺意は感じられる。この状態で何事も起こらないとは考えにくい。だが、無む理り矢や理り突とつ破ぱするには相手の数が多過ぎた。剣けんや鎧よろいがあれば十分可能だったが、今はどちらも持ってきていない。加えて今はキィを連れている。丸まる腰ごしの状態で、彼女を守りながらこの場所を突とつ破ぱするのは難しかった。

　―――クランに助けて貰うしかない、か………。

　クランはしばしば腕輪で武器を呼び出だしている。同じようにして、武器を送って貰えるかもしれない。本当はシグナルティンを送って貰うのが一番だが、それができるかどうかは分からない。

　―――こういう時に備えて、準備をしておくべきだった………。

　孝太郎はこの時代の日本で誰かに襲おそわれるとは思わなかったし、武具を持ち運べば目立ち過ぎて別の危険を呼び寄せてしまうと考えた。持ち運ぶリスクと敵が来るリスクを比ひ較かくして、持たない方が良いと考えた訳だが、結果的には敵が現れた。

　後悔先に立たず。

　無事に帰れたら、孝太郎はクランに頼たのんで、シグナルティンを腕輪で呼べるようにして貰うつもりだった。

「しかし今はっ」

　嘆なげいていても始まらない。孝太郎は右手首の腕輪に嵌はめこまれている宝石の一つに触ふれた。

　ピッ

　その宝石は腕輪の機能の一つが割り当てられたスイッチになっていて、幾つかの操作を省略して、クランとの通信回線を開くように設定されていた。電話で言うところの、短縮ダイヤルと考えて差さし支つかえないだろう。

「あらあら、仲間を呼ばれては困るわ」

　だが、結局孝太郎はクランに助けを求める事が出来なかった。暗がりから突とつ如じよ姿を現した女性が、大きな武器を振ふり回まわして孝太郎に攻撃を仕し掛かけた為だった。孝太郎は前後にいる奇妙な一団を気にしながら、クランと通信しようとしていた。おかげでこの女性の攻撃は、ほぼ完全な奇き襲しゆうとなった。

「うわぁっ!?」

　ギィンッ

　この時の孝太郎にできた事は、腕輪を使って女性の使っている武器―――死神が使っているような大きな鎌かまだ―――の刃は先さきを弾はじく事だけだった。間かん一いつ髪ぱつのところで孝太郎は大鎌による攻撃を防いだが、それと引ひき換えにクランから貰った腕輪はばらばらに砕くだけ散ちってしまっていた。

「へぇ………あのタイミングから攻撃を防げるのね。大したものだわ」

　女性は藍あい色いろに染め上げた長衣を身に付け、その上からより深くて暗い、藍色のマントを羽織っている。孝太郎が彼女の奇襲に気付かなかった事には、彼女のこの衣装も影響していた。この姿で暗がりにいれば、闇やみに溶とけ込んで見分けがつかないのだ。

　そしてマントのフードが半分くらい顔を隠かくしていたり、手にしている大鎌の刃はが怪あやしげな赤い光を放っていたりするおかげで、孝太郎には彼女の姿が死神のように感じられていた。

「よく言う。最初から狙いはこの腕輪だったくせに」

　攻撃を防いだ孝太郎だったが、内心では冷ひや汗あせが止まらなかった。女性が腕輪を狙っていたからこそ、孝太郎は腕輪を使って攻撃を防ぐ事が出来た。しかしもし目の前の女性が最初から孝太郎の命、あるいはキィの命を狙ったのなら、果たして防げたのかどうか。孝太郎にはその自信がなかった。

　―――まずい………こいつは冷静だぞ………。

　そして更さらに孝太郎を焦あせらせていたのは、女性の冷静さだった。女性にとって最優先の狙いは、孝太郎が援えん軍ぐんを呼ぶのを阻止する事。命を奪うばうのは二番目以降の狙いだった。

　孝太郎を殺す為ためには、彼女はもう一歩深い踏ふみ込み必要とした。だが彼女は孝太郎の技量が明確ではなかったから、まずは腕輪を狙った。中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃で殺し損そこねて、援軍がやってきてしまう方が、彼女としては厄介だったのだ。逆に腕輪を破は壊かいした後なら、孝太郎を殺す事も容易になる。

　フォルトーゼで繰り返した戦せん闘とうの経験ゆえに、孝太郎にはそんな彼女の思おも惑わくが分かっていた。だから孝太郎は焦あせる。戦場において一番危険なのは、強い敵ではない。冷静な敵こそが、一番危険な存在なのだった。

「怖い子ねぇ、坊ぼうや………その若さでそれが分かっているなんて。仲間から離はなれるのを待って、本当に良かったわ」

「くそっ」
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　単に強いだけの敵なら、孝太郎とクランが一いつ緒しよにいる時に構わず力押おしをしただろう。だが彼女はそうしなかった。あくまで冷静に機会を待った。だからこそ孝太郎は今、危機の中にある。単純な戦せん闘とう力りよくなど、機会を狙えば簡単に覆くつがえるものなのだ。

「そこで一つ相談があるんだけど」

　藍色の女性は手にした鎌を下ろし、その長い柄の先で軽く地面を打った。

　カツン

　すると孝太郎達の進路の前後を塞いでいる人々の動きが止まる。彼らは距離を保って孝太郎達を取り囲み、その場に立ち尽つくしていた。

　―――こいつ………あの人達の親玉か………？

　孝太郎は目の前の女性の様子と奇妙な一団の反応から、一団は彼女の支配下にあるらしい事を感じ取った。それがどういう関係なのかは想像がつかなかったが、両者が連携してくるとなると、孝太郎にとっては厄介な状況だった。

「黙だまってその女の子を渡わたしてくれないかしら？」

　謎なぞの女性は奇妙な一団が作る輪の中心に立ち、空っぽの左手でキィを指さした。

「キィちゃんを？」

　孝太郎は周囲に気を配りながら、慎しん重ちように答えた。一いつ瞬しゆんも気を抜けない、危険な状態だった。

「ええ、そうよ。私が欲ほしいのはその子」

　すると彼女はマントから覗のぞいている口元を笑えみの形へ変えた。しかし孝太郎はその笑いからは友好的な雰ふん囲い気きを微み塵じんも感じなかった。むしろ凍こおりつくような、寒気すら感じる笑顔だった。

「私は戦いが生いき甲斐がいって訳じゃないし、できれば坊やとは争あらそわずに済ませたいの。坊やだってそうでしょう？」

　見た目上は穏おだやかな言葉だが、これは明らかに脅きよう迫はくだった。実力を見せ付けてからの脅迫は戦いの常じよう套とう手しゆ段だん。逆らえば殺すという言外の圧力だった。

「おにいちゃんっ」

　キィは孝太郎の服の袖そでを握にぎり締めた。その行こう為いだけで、孝太郎にはキィの気持ちが良く分かった。キィは彼女を恐おそれている。そして孝太郎と離れたくないと思っているのだ。孝太郎はキィの手にそっと触れると、女性を睨にらみつけた。

「この子をどうする気だ？　父親の所へ連れて帰るって雰囲気じゃないよな？」

　キィを連れ帰るだけなら、孝太郎を攻撃する意味はない。先さき程ほどの一いち撃げきは、腕輪ごと孝太郎の腕を切断するぐらいの勢いがあった。明らかに、敵対的な意図が含ふくまれていた。

「その理由を聞く前の方が、坊やはその子を引き渡し易いんじゃないかしら？」

「やはり殺すつもりか」

　孝太郎はこの時の女性の様子から、言葉の外側にある意図を読み取った。

「あら、そんな事は一言も言っていないわよ？」

「白々しい………」

「私は仕事を楽に済ませたいだけ。他意はないわ」

　孝太郎の反応を見て、謎の女性は再び笑う。その笑顔を見て孝太郎は確信した。

　彼女の狙いは、キィの命。今ここで殺す事が目的ではないようだが、最終的にはそうするつもりでいる。

　それを悟さとった孝太郎は、きっぱりと首を横に振った。

「この子は渡せない。俺おれの大事な友達だからな」

「おにいちゃんっ!!」

　するとキィの表情が明るくなった。キィも状況が悪いのは分かっていたが、孝太郎が見捨てないでくれた事が嬉しかった。また、友達だと言って貰えた事も嬉しかった。

「嫌いやだわ、人を疑うなんて。私は一言も殺すだなんて言っていないじゃない」

　シャキ

　謎の女性は口元に笑みを浮かべたまま、両手で大鎌を構える。彼女は孝太郎のこれまでの様子から、この返事を予想していた。彼女は口ほどには平和主義者ではない。最初から戦うつもりでいた。彼女が口にした言葉は、孝太郎の実力を探さぐる為のものだったのだ。

　―――多勢に無勢、こっちは丸腰。しかも得体の知れない相手と来たか………。

　孝太郎は自身も身構えながら、内心で舌打ちする。先程、女性は孝太郎を怖いと言っていたが、怖いのは孝太郎の方だった。孝太郎は自身の勝ち目が薄うすい事を、よく理解していたのだ。

「おにいちゃん………」

「大丈夫だ。少し離れてろ」

「う、うん、わかった………」

　だが勝ち目がどうあれ、孝太郎には戦うしかない。後ろには何の力も持たないキィがいる。彼女を守れる者は孝太郎しかいない。それが分かるから、孝太郎には彼女を見捨てる選せん択たく肢しはなかった。

　こうして孝太郎は、自身の胸の奥おくで輝かがやく何かを裏切らない為に、勝ち目の薄い戦いを自らに課したのだった。










　先手を取ったのは謎の女性の方だった。孝太郎はキィを守らなければならない関係上、自分から積極的に前には出られない。自然と彼女を迎げい撃げきする形になっていた。

「奥の手てがあるのなら、最初に使った方がいいわよっ!?　武器を持った相手に、丸腰で勝てるとは思っていないのでしょうっ!?」

「負けるつもりで戦う馬ば鹿かがどこにいるっ!?」

「そういう子は嫌きらいじゃないわっ!!」

　謎の女性は藍色のマントをはためかせ、大鎌で孝太郎に斬きりかかった。この時の移動で生じる風圧がマントのフードを揺ゆらし、隠れていた顔が露あらわになる。年の頃ころは二十歳前後の、孝太郎には見覚えのない人物だった。

「速いっ!?　それにこの鎌っ、普通じゃないっ!!」

　謎の女性の動きは速かった。大きな鎌を使っているにもかかわらず、その動きには大鎌に振り回されている様子はない。女性は鎌を振り回しながら、コマのように安定した回転を続けている。むしろ鎌を振り回している事で体勢が安定しているようにすら見えた。先せん端たんが重く、安定の悪い鎌を使ってそれが出来るというのは、孝太郎には信じられない事だった。その動きは本来、ただの棒や棍で行う動きだ。まるで先端にある刃の部分が、存在していないかのようだった。

「それはね、この刃の部分に実体がないからよっ！」

「そういうことかっ!!」

　孝太郎が身体をひねると、大鎌が脇わき腹ばらを掠かすめ、服の表面を切きり裂さいていく。その滑なめらか過ぎる切り口をを見て、孝太郎は戦せん慄りつする。彼女は実体がないと言ったにもかかわらず、鎌の切れ味は本物以上だった。

　―――この鎌っ、バリアーを刃状にして杖つえの先端に付けてあるんだっ!!　見た目のクラシックさに騙だまされちゃまずい!!　こいつはティアやクランの同類だっ!!

　この大鎌の本体は柄の部分で、本来は杖として作られたものだ。そして何らかの手段で先端にエネルギーを集中させ、鎌の刃の部分を作り出している。そのため取り回しが杖なのに、攻撃の範はん囲いと威い力りよくは鎌という、不条理な武器が出来上がった。それは安定した動きと攻こう撃げき力りよくが同居した、非常に危険な武器だった。

　孝太郎はそれを何かのテクノロジーの産物だと考えていたが、実際は違ちがう。その刃は女性の魔法が生み出したもの。彼女の名前は真ま耶や。ダークネイビーの二つ名を持つ、魔法使いだった。

「へぇ………君って、どうやらスペシャルな子みたいね」

　真耶は攻撃の手を休め、一いつ旦たん距きよ離りを取った。そして孝太郎を称しよう賛さんする。

　―――この子、見た目通りの子じゃない。エネルギーを集束させた武器を見た事があるようだし………。

　真耶が大鎌の仕組みを口にしたのは、孝太郎の実力を知る為の駆かけ引きだった。魔法の知識のない相手なら、仕組みを聞かされても理解できないか、からかわれたと思う。にもかかわらず、孝太郎は瞬しゆん時じにその意味を理解していた。それはつまり孝太郎が魔法を知っているか、もしくはそれに近い能力を知っているという事になる。だが真耶は、孝太郎自身が魔法使いである可能性は薄いと考えていた。もしそうなら、この段階で魔法を使っていない筈はずがないからだ。

　―――それにこっちは強化系の魔法で身体能力の底上げをしているっていうのに、こっちの速度に付いてきている………。

　そして真耶が孝太郎を称賛したのは、素す手での孝太郎が彼女と戦えているからだった。真耶が接近戦を仕掛ける時には、自身に魔法をかけ、その格かく闘とう戦能力を強化する。筋力を引き上げ、神経の伝達速度を速め、脳の活動を活性化する。その為、彼女の動きは速い。人間の意識が扱あつかえる速度のぎりぎりまで強化してあるので、常人では真耶の動きは追い切れない筈だった。にもかかわらず、孝太郎は辛かろうじて真耶の動きについてきている。それも武器がない状態で、だ。

　―――天然のマナフィスト？　それともサイオニックソルジャーかしら？　身体能力の高さだけでなく、戦せん闘とう経験も豊富みたいだし………。丸腰だからって油断はできない。この分じゃ、どんな隠し玉があるか………。

　極きわめて稀まれな例だが、魔法使いとして訓練を受けずとも、本能的に魔ま力りよくをコントロールできる天然の魔法使いが存在する。だがこのタイプの魔法使いは、自身が魔法使いであるという認にん識しきがない為に、身体を動かす事や健康の維い持じに魔力を集中させる傾けい向こうにある。その結果、ある種の超ちよう人じんになる。また、超ちよう能のう力りよくや霊能力でも似たような事が起こり得る。真耶は孝太郎をそれらの一例だと考えていた。

　そして真耶は孝太郎の身体の動かし方を見て、実戦経験が豊富である事にも気付いていた。孝太郎の足の運びや身のこなしは、いちいち理にかなっている。それは戦闘に熟練したものであればこその動きだった。

　孝太郎の速度は真耶に劣おとるし、武器も持っていないが、戦闘の技術では真耶を上回っている。だから真耶と戦える。真耶がスペシャルだと称賛するのは、それが理由だった。

「俺自身は大した事はないさ。戦争には何度か参加しているがな」

「真に強い人間はみんな自分を弱いって言うわ。そして自ら強いと吹ふい聴ちようしている奴やつから順に死んでいく。………どうやら、楽はさせて貰えないようだわね」

　真耶はそう言ってもう一度笑うと、再び両手で鎌を構えた。口元は笑っているが、フードに隠れた彼女の目は笑っていない。刺さすような鋭するどい目が孝太郎に向けられていた。

「………ティア級の敵を相手に、丸腰とはな………俺は大家さんとは違うんだぞ、まったく………」

　孝太郎は自らも身構えながら、思わず現状を嘆く。だが、その目は死んでいない。

「おにいちゃん、けがしないでね！」

「そこは自信がない。でも、やってみよう」

　孝太郎の後ろにはキィがいる。状況がどうであれ、負ける訳にはいかない。孝太郎にはどうしても彼女を見捨てる事ができないのだった。

　―――先手必勝!!

　孝太郎はあまり前に出てキィと離れたくはなかったのだが、この相手にはそんな事を言っていられなかった。リーチも威力も相手の方が上。待っていては間合いに入れない。どうしても自分から距離を詰つめる必要があった。

「がんばれぇっ、おにいちゃぁんっ!!」

　キィの声せい援えんを背中に受け、孝太郎は一気に間合いを詰める。そうしながら、孝太郎は早苗が植え付けてくれた霊れい能のう力りよくを限界まで解放した。すると孝太郎のスピードが一気に跳はね上あがった。

　―――頼むぞ、早苗っ！　もうしばらくもってくれっ！

　実はこの頃ごろ、孝太郎の霊能力は薄れつつあった。孝太郎は元々霊能力者ではないので、その能力は早苗が孝太郎の中に書き込んだ霊れい力りよくの回路によって実行されている。だがこれは本来の孝太郎の回路を強ごう引いんに上書きしたものなので、時間の経過と共に能力は少しずつ減退していた。早苗が近くにいれば、彼かの女じよの定期的な接せつ触しよくにより書き直されていたのだが、今はそれがなくなって久しい。そのため現在の孝太郎の霊能力は、当初の半分にも満たないレベルにまで落ち込んでしまっていた。孝太郎が真耶よりも遅おそいのは、それが原因の一つだった。だがそれでも、今の孝太郎にはこれしかない。この一戦の間だけでも持ちこたえるように、祈いのる他はなかった。

「良い判断よ、坊や！　坊やが私に勝つにはそれしかない！」

「余よ裕ゆうをかましていられるのはっ、今だけだっ!!」

　ヒュッ

　真耶が振り下おろした鎌の切っ先が、孝太郎の髪かみを掠める。そして僅わずかに切り落とされた前まえ髪がみが宙に舞まっている間に、接近した孝太郎は真耶に向かって全力で拳こぶしを突つき出した。

「私達たちの弱点は接近戦に弱いって事なんだけど―――」

　だが真耶はそれを避さけようとしない。孝太郎の拳は無防備に立つ彼女の腹に向かって突き出された。

　―――なんだ？　いやっ、このままいけぇぇっ!!

　孝太郎は真耶の奇き妙みような様子に気付いたが、そのまま構わず拳を振り抜ぬいた。戦いに迷いは禁物だった。

「あらかじめ十分な準備があれば、弱点は補えるのよ」

　キィンッ

　しかし孝太郎の拳は真耶には届かなかった。

「くっ、こっちにもバリアーか!?」

「御名答!!」

　孝太郎の拳は、真耶の直前で壁かべにぶつかったように静止させられていた。孝太郎の拳を受け止めたのは真耶の防御魔ま法ほう。突如出現した半透明の黄色く輝く光の盾たてが、孝太郎の拳から真耶を守ったのだ。

「私は攻こう撃げきに専念すればいいって訳よっ!!」

　最初から防御をするつもりがなかった真耶は、既すでに攻撃態勢に入っていた。彼女の鎌は大型の武器なので隙すきが多い。しかし防御を魔法に任せてしまえば、隙を無視して攻撃を増やす事が出来る。意外な事だが、一定以上の防御力の防御魔法が使える場合に限れば、大型の武器は魔ま法ほう使つかいの強力なパートナーに成り得るのだった。

「こういうのはっ、どうかしらぁっ!?」

　ゴォッ

　大鎌は唸りをあげて孝太郎に迫る。すると途と中ちゆうから、鎌が藍色の光を放ち始める。

　―――あれを喰らうとまずいっ!!

　本能的に危険を悟った孝太郎は、真耶の鎌の柄を蹴りつけるようにして距きよ離りを取ろうとする。だが、そこで奇妙な事が起こった。

「くっ、こっちにもバリアーか!?　………って!?」

　孝太郎は鎌の柄を蹴りつけたところで動きを止め、数秒前に言った言葉を再び繰くり返かえした。そして戸惑う。孝太郎の認識では、拳を振るった直後だった筈なのに、身体は蹴りを放った状態にあったのだ。

「馬鹿なっ、一体何が起こった!?」

　思わず立たち竦すくんだ孝太郎の隙を見逃さず、真耶は左手を鎌から離して孝太郎に向けた。そしてその口からひとまとまりの言葉が紡がれる。それはまるで詩を朗読するかのように、高く、低く、韻を踏んだ美しいものだった。

「サンダーボルト・モディファー・ショートレンジ・アンド・エリアエフェクト！」

　真っ白い閃光。真耶の左手から、強力な電撃が生じた。真耶の言葉の美しさとは裏腹に、それが引き起こした結果は美しさとは対極にあった。左手から放たれた電撃は一気にその範囲を広げ、孝太郎に襲いかかった。

「しまったっ!?」

　孝太郎は自分の失策に気付き、慌あわてて回避に移る。だが、真耶は電撃の効果範囲を大きめに設定していた為、孝太郎には完全な回避は出来なかった。

　バシィィィッ

　強力な電撃を浴びた場合、多くの人間が想像するような、身体をびりびりと痺れさせるような事は起こらない。ただ大きな衝しよう撃げきを受け、一瞬で全身の筋肉が引きつるだけだ。同時に神経を大量の電流が駆け抜け、全身のコントロールを失う。今の孝太郎はまさにそんな状態だった。

「おにいちゃぁんっ!?」

「君、やっぱりスペシャルだわ。殆ほとんどかわしかけてたじゃないの」

　武器にごく短い記き憶おく喪失の魔法を込めて接近戦を挑み、記憶喪失の魔法が発動して相手の動きが止まったところで、効果範囲を広く取った魔法で攻撃する。真耶の得意なコンビネーションだった。真耶はこれまで、魔法使い以外にこの攻撃をかわされた事はなかった。実際孝太郎にもかわせなかったのだが、孝太郎は身体の大半が最後の電撃から逃れていた。真耶にはそれだけでも十分に驚おどろくべき状じよう況きようだった。

「く、くそ………」

　孝太郎はすぐに立ち上がろうとした。だが、受けたダメージが大きく、身体が思うように動いてくれない。

　―――頼たのむ、動いてくれっ！　ここで倒たおれる訳にはいかないんだっ！

　それでも諦あきらめる事なく、孝太郎は気力を振ふり絞って、強引に身体を動かした。するとなんとか身体が反応してくれる。ようやく動き出だした手足を支えに、孝太郎は無む理り矢や理りその場に立ち上がった。だがその動きはゆっくりとしていてぎこちなく、まるでホラー映画に登場するゾンビのようだった。

「おにいちゃんっ!!　だっ、だいじょうぶなのっ!?」

「………ああ。なんとかな」

　孝太郎は青い顔をしているキィに笑いかけてやる。だがもちろん、大だい丈じよう夫ぶと言えるような状態ではない。今の孝太郎は立っているだけでやっとだった。

　かつてはゆりかの防御魔法が働いていたので、同じ攻撃を受けても、ここまでのダメージは負わなかっただろう。しかしそれも時間の経過により大半が効果を失った。孝太郎とクランがフォルトーゼに旅立ってから、多くの時間が流れている。侵しん略りやく者しやの少女達が与あたえてくれていた力の限界が、表面化し始めていた。

「俺は負けん、絶対にだっ!!」

　だが孝太郎が失ったのは力だけだ。侵略者の少女達がくれた力以外のものは、今も変わらず孝太郎の中にある。それが孝太郎を立ち上がらせる。立ち上がらねば、キィは守れない。そして遠く離れた約束と誓ちかいとを、果たす事が出来ないから。

「驚いたわ。その状態で立てるなんて………寝ていた方が楽だったんじゃない？」

「溺れている時に、楽だからって、もがかない奴がいるか？」

　孝太郎は再び拳を構えながら真耶を睨み付ける。そして同時に、頭の中で真耶との戦い方を検討し始める。

　―――立ち上がってはみたものの、さっき何をされたのかが分からない。あの時間が飛んだような感じ、あれがもう一度来た時が問題だな………。

　実際にはごく短い時間の記憶を失っているのだが、孝太郎としては時間を止められて、身体の位置を変えられたような感覚だった。拳を振るっていた筈なのに、蹴った後になっている。似たような事が起こった時に、迷わず対処できるかどうかが問題だった。他にもバリアーをどうするのかといった問題もある。孝太郎の悩なやみは尽きなかった。

「………道理だわね」

　真耶は冷静にその視線を受け流しつつ、自らも大おお鎌がまを構える。そしてすぐに攻めて来ない孝太郎の様子から、孝太郎の考えを読んでいく。

　―――記憶の断絶に気付きつつも、私に記憶を消されているとまでは考えていない。しかし私の仕し業わざだと疑っている。そんなところかしら………。すると彼かれが狙ねらえる場所は絞しぼられてくるけれど………。

　そうやって真耶が、ほんの少しだけ自分の考えに意識を向けた瞬しゆん間かんだった。

　ザッ

　止まっていた孝太郎が動き始めた。孝太郎は残された力を総動員して、一気に勝負を付けるつもりだった。相手が得体の知れない技わざや武器を使ってくる上に、丸まる腰ごしの状態では長引くほどに不利なのだ。

　―――この隙を見逃さない目！　坊ぼうやの一番怖こわいところはこれだわっ！

　真耶の方もすぐに動き出した。鎌を振り被り、孝太郎に斬りかかっていく。その刃はは再び藍あい色いろに輝いている。記憶喪失の魔法は、今回も鎌に込められていた。

「うおぉおおぉぉぉぉぉおおおぉぉぉぉぉぉっ!!」

「そしてその狙いはっ！」

　両者が交錯する。孝太郎が繰り出した攻撃は下段への蹴りだった。

　真耶は敵の攻撃に合わせて自動的に半球形のバリアーを展開する防御魔法を維持し続けている。だが、この魔法は彼女が自分の足で走って移動する兼ね合いで、足元を完全に守り切れていない。移動する時の彼女の身体の上下動によって、バリアーが地面に接触しないように、僅かな隙すき間まが作られているのだ。孝太郎の狙いはそこだった。

「やはりここへ来たわねっ!!」

　キィンッ

　だがこの孝太郎の攻撃は別のバリアーによって受け止められてしまった。足元に来ると予測していたので、真耶は自動防御のバリアーの更さらに内側に、直接足を守るバリアーを作りだしていたのだ。

「まだだっ!!」

　だが孝太郎の動きはそこでは終わらなかった。孝太郎の本当の狙いは、足元への攻撃に反応して下がった真耶の顔。それもマントのフードの外に出ている顎あごだった。

「そうかっ、フォースフィールドのクールタイムを―――」

　チッ

　孝太郎の拳が真耶の顎を掠める。それは僅かに掠めただけだったが、それで真耶の視界が大きく歪んだ。

「浅かった!?」

　孝太郎は自分の攻撃が不発に終わった事を悟ると、そのまま真耶の脇をすり抜けて距離を取ろうとする。真耶は大鎌でその背中を狙うが、拳が顎を掠めた時のショックが抜けておらず、鎌は空を切った。

「やっぱり、同時に沢たく山さん防御するのは苦手みたいだな」

　孝太郎は真耶に向き直ると、ニヤリと笑った。

「怖い怖い。君、本当に何者なの？」

　真耶は顎を撫でながら余裕の笑え顔がおを見せつつも、内心では酷ひどく驚いていた。

　―――私が防御をフォースフィールドに頼たよっているのを計算して、フィールドの隙を狙って攻撃する事で、もう一枚余分にフィールドを展開させる。そしてそれらが消失したタイミングを狙って、本命の攻撃を仕し掛かける。その時、こっちは大鎌の刃の生成と二枚のフィールドで魔力を使い切った状態になっているから、魔力が幾いくらか回復するまでの数瞬は無防備な状態になる。やるわね………。

　孝太郎は自身も『青あお騎き士し』のマニューバースーツを使っていた兼ね合いで、バリアーの性質をよく理解していた。コンデンサーの容量を超こえるような使い方はできないし、一度消えたバリアーが回復するまでは幾らか時間を要する。真耶のバリアーが同じ性質を備えているかどうかは分からなかったが、孝太郎は大鎌の刃と二重の防御を同時に維持するのは難しいだろうという可能性に賭けたのだ。

「でも、そう来ると分かっているなら、こっちにもやりようはあるわ」

　真耶は自動でバリアーを展開する防御魔法を終しゆう了りようさせた。そして彼女は構えを少し小さなものへと変える。大鎌を防御にも使うつもりなのだ。元々杖は防御に適した武器だ。それに魔法で実体のない刃を付けただけなので、防御の性能は鎌ではなく杖と同等。加えて鎌に込められた記憶喪失の魔法は、防御で孝太郎に触ふれても作動する。手数は減るが防御は堅くなり、しかし真耶の危険度はこれまで通りだった。

「次の俺おれの攻撃が、さっきのと同じならそうだな」

　孝太郎は自信ありげな様子で笑う。

　―――まずい………。

　しかしこの笑顔はハッタリだった。真耶が鎌でも防御をするとなると、時折バリアーを併へい用ようする変幻自在の防御を、素手で破るのは困難だった。

「これ以上何かが出来るとも思わないけれど」

「だったらかかってくるといい。すぐに分かる」

　孝太郎はこの会話の間に、必死に頭を働かせていた。なんとかこの状況を打開して、キィを守らなければならなかった。

「そうさせて貰もらうわっ！」

　だが孝太郎が次の策を思い付くよりも早く、真耶は攻撃を開始した。孝太郎は考えを打ち切り、それを迎げい撃げきすべく動き出した。

「ほらほらっ、どうしたのっ!?　奥おくの手があるんでしょうっ!?」

「くそっ!!」

　真耶は次々と攻撃を繰り出していく。孝太郎はそれをかわすだけで精一杯だった。

　真耶の攻撃はこれまでよりも小さなモーションに変わっていた。まずは孝太郎に触れて鎌に込められた記憶喪失の魔法を作動させるだけでいい。大きな攻撃はその後でも構わないのだ。そして攻撃のモーションが小さくなった分、攻撃の回数と速さが増し、孝太郎は回避に忙殺されるようになった。また、同じ理由から反撃を打ち込めるような隙が少なくなっている。辛うじて見付けだした隙に攻撃を繰り出しても、鎌とバリアーを併用する防御は強固で、有効打にはならなかった。

「おにいちゃんっ、がんばってぇっ！」

　黙だまっていられず、キィが声援を送る。キィには戦いの経験は全くなかったが、そんな彼女にも分かるほど、孝太郎は追い詰められていた。

「ちょこまかとぉっ!!」

　だが、真耶は孝太郎を追い詰めつつも、あと一歩の所で決め切れていなかった。それは弱まってはいても、孝太郎には霊れい視しの力があったからだ。孝太郎は真耶の攻撃を先読みして、紙一重のところで攻撃をかいくぐっていく。やがてそれに業を煮やした真耶は、次の一手に出た。

「だったらこうよっ!!　フラッシュッ!!」

「しまった!?」

　唐とう突とつに現れた、真っ白い閃光。先さき程ほどの電撃を上回るほどの強烈な光だった。そのあまりの強い光に、孝太郎の両目は一時的に視力を失った。

「そしてぇっ！」

　真耶はそのまま回転し、閃光により一いつ瞬しゆん動きが止まった孝太郎を、大鎌の柄の部分で一いち撃げきする。

　ガッ

　孝太郎はそれをまともに喰らった。

「くそっ!!　………なっ、なんだっ、目がっ!?」

　すると再び数秒の記憶が奪うばわれ、孝太郎は僅かの間だが視界と記憶の両方を失って、完全な棒立ちになった。その隙に真耶は両りよう腕うでで大鎌を大きく振り被る。もはやフォームは気にする必要はない。渾身の一撃で、孝太郎を仕留めるつもりだった。

「おにいちゃんっ、よけてぇぇぇっ!!」

「そうかっ、これはさっきの!!」

　立ち竦む孝太郎に、キィが大きな声で警告する。おかげで孝太郎は真耶に攻撃を受けている最中だと悟さとった。

「だがもう遅いっ!!」

　真耶の攻撃は目の前だった。立ち竦んでいた孝太郎には、もはやかわすだけの時間的な余裕はなかった。

　―――斬られる！　間に合わない！

　孝太郎は斬られる覚かく悟ごを決めた。だがそのまま斬られて終わるつもりもなかった。

「これで終わりよっ!!　坊やっ!!」

「いいやっ、まだだっ!!」

　霊能力が鎌の攻撃の軌道は教えてくれていた。そこへ強引にクロスさせた両腕を割り込ませる。

　ゴシュッ

　両腕が先に鎌の柄に当たったおかげで、刃は孝太郎の肩かたに食い込んだところで止まった。致命傷こそ避よけたものの、そのダメージは大きい。肩にある傷口からは、大量の出血が始まっていた。

「おにいちゃんっ!?」

「坊や………まともに目が見えていないでしょうに。敵ながら天晴れだわ」

　真耶は一撃で孝太郎を両断するつもりでいた。だが、それでも孝太郎は耐たえた。大きなダメージを負いつつも、まだ生きて立っている。真耶はその事を素す直なおに称しよう賛さんしていた。

「言っただろうっ!!　すぐに分かるってなぁっ!!」

　孝太郎は止まらなかった。痛みをこらえ、強引に真耶に掴つかみかかる。

「そうかっ、坊やっ、そんな事を考えていたなんてっ!!」

　いくら防御が強固でも、真耶自身が大きな攻撃を仕掛けていれば事情は違ちがう。攻撃させての接近戦。そして目が見えなくても、掴み合いに持ち込んでしまえば関係なかった。孝太郎の奥の手て。それは孝太郎自身を囮に使った、危険極まりない賭けだ。だが孝太郎はその賭けに勝ったのだ。

「油断したっ!!　この子っ、戦い慣れているっ!!」

　そして孝太郎は真耶を組み伏せながら、大声で叫んだ。

「キィちゃんっ、今のうちに逃げるんだっ!!」

「でもぉっ、おにいちゃんをおいてはいけないよぉっ!!」

「いいから行くんだっ!!　こいつらの狙いは君だっ!!」

　孝太郎の視界は戻もどりつつあった。しかし真耶の強さ、周囲を囲む人々、自分のダメージ等を考え合わせると、キィが逃げ出すチャンスは今しかなかった。周囲を囲む人々をキィが自力で突とつ破ぱする必要があったが、真耶が動けないのは今しかないのだ。

「おにいちゃんっ!!　わかった、すぐにたすけをよんでくるからっ!!」

　一度は反対したキィだったが、すぐに孝太郎の言葉に従った。真耶は強過ぎて、キィ自身が孝太郎を救う事は出来ない。だとしたら、キィが自力で囲みを抜けて、誰だれかに助けてもらうしかない。また、それで真耶に隙が出来るかもしれない。それが六歳さいの少女にできる、最大限の支援だった。

　―――あそこ………あのすきまからいけるかも………！

　油断なくあたりを見回していたキィの目が、建物と建物の間にある僅かな隙間を見付けだした。身体の小さなキィだけなら、辛かろうじて抜けられそうな隙間だった。キィは迷わずそこへ向かって走っていく。

「そうはさせないっ!!　お前達っ、その子を逃がすんじゃないわよっ!!」

　孝太郎に組み伏せられてしまった真耶だが、彼女はキィを簡単に逃がすつもりはなかった。彼女は動けない自分に代わって、周囲を取り囲んでいた人々にキィを捕らえさせようとした。彼らは真耶の命令に従って、キィに殺到した。

「きゃあぁああぁぁぁぁっ!!　いやあぁぁぁっ、はなしてぇっ!!」

　キィの悲鳴。

　残念ながら、キィは真耶に操あやつられた人々によって捕らえられてしまった。やはり多勢に無勢。群がってくる大人達を全すべてかわして逃げ出すのは難しかった。

「キィちゃんっ!?」

　格かく闘とう中の孝太郎からはキィがどんな状態にあるのかは分からない。だがキィの悲鳴から彼女が危険な状況にある事は分かった。

「おっとぉっ、君の相手は私でしょうっ!?」

　真耶は孝太郎の意識がキィに向いた一瞬に、自らの拳で孝太郎の肩を打った。

「ぐああぁぁぁぁああぁぁっ!!」

　頭の中が痺れるような激痛。拳は傷口を無む理り矢や理り押おし広げるように打ち込まれたので、その痛みは高熱で熱せられた金属の棒を押おし当てられているかのようだった。また、この一撃で出血がさらに増える。孝太郎の服は出血で真っ赤だった。

「よく頑がん張ばったわ坊やっ、本当にっ！　けれどっ！」

　真耶は孝太郎の肩に押し付けたままの拳こぶしに意識を集中する。この掴み合った状態から、孝太郎の肩に魔法を撃ち込むつもりなのだ。接近状態で魔法を使うのは難しい。杖つえもまともに握れない。だが孝太郎は激痛で隙が出来ていたので、真耶の高い技量なら、簡単な魔法なら何とかなる。そして簡単な魔法であっても、密着状態から肩の傷に押し込めば致命的な結果となるだろう。

「ぐああぁぁぁぁっ!!」

　真耶は魔法に意識を集中させながらも、孝太郎の肩の傷を攻め続けていた。孝太郎は激痛と出血で意識が遠のき、半ば気絶しかかったような状態だった。本来は真耶に抵てい抗こうしなければならなかったのだが、この時の孝太郎にはそれはかなわなかった。

「おにいちゃぁんっ、おにいちゃぁんっ!!　おにいちゃんをはなせぇっ!!」

　そんな時だった。薄うすれかけた孝太郎の意識の中に、キィの声が飛びこんできた。

　―――キィちゃんが………また、泣いている………。

　キィは泣なき叫さけんでいた。それは自分が捕つかまったからではない。今も攻撃を受けている孝太郎を思いやっての事だった。

　―――何とかしないと………何とか………あの子は幸せに生きないと………もう、散々泣いたんだから………。

　消えかけた孝太郎の意識の中に、泣いているキィの姿だけがくっきりと浮うかぶ。孝太郎は彼かの女じよを笑顔に戻してやりたかった。だが、どうすればいいのかが分からない。身体は動かず、敵の攻こう撃げきは目前に迫せまっていた。

　―――どうしたら………どうしたらあの子は泣かずに済む………？　いったい、どうしたら………。

　この時、何とかしなければという強い意志が、孝太郎の心の中でひたすらに空転を続けていた。だが、何も出来ないままに、真耶の魔ま法ほうの詠唱が始まってしまう。

「クイックアンドスティルキャスト・タイニーエクスプロージョンッ!!」

　真耶が発動させようとしていたのは、格闘中でも発動できるように高速化して印を結ぶ動作を省略した、初歩の爆発の魔法だった。詠唱が終わると、真耶の拳が赤く光り始める。詠唱の終了から発動まではほんの一瞬の出来事だ。真耶が再び孝太郎に拳を叩きつければ、それで魔法は発動するだろう。

「これで終わりよ坊やぁっ!!」

　真耶は勝利を確信し、血と魔ま力りよくで赤く輝かがやく拳を、再び孝太郎に向けて振るった。このままではほんの一瞬先に、孝太郎の肩が内側からの爆発で吹き飛び、致命傷を受けるのは明らかだった。

「やめてえええぇぇぇぇぇっ!!」

　キィが泣き叫ぶ。しかしそれで真耶が止まる筈はずもない。真耶の拳は、そのまま真まっ直すぐに孝太郎に吸い込まれていった。

『大丈夫ですよ………』

　だが、まさに拳が孝太郎に命中しようとした、その時の事だった。

　キィンッ

　孝太郎の肩のあたりに真っ白い光が現れた。光は孝太郎の肩を包つつみ込むのと同時に、真耶の拳の前に立ち塞がり、円盤状の盾たてを作り出した。その盾のおかげで、真耶の攻撃は孝太郎には届かなかった。

「馬ば鹿かなっ!?　この状態で前触れもなくフォースフィールドですって!?　しかもこっちの魔法まで掻き消してっ!?」

　真耶は愕然とした様子で慌てて孝太郎から離はなれた。

　―――範はん囲いが限定されているとはいえ、予備動作や詠唱なしの強力なフォースフィールド、しかもアンチマジックシールドの性質も備えている!!　それにこの純白の魔力は何なの!?　こんな魔法っ、聞いた事もないっ!!

　真耶は目の前で起こっている事が理解できなかった。真耶の魔ま法ほう使つかいとしての常識ではあり得ない事だった。防がれる筈がないタイミングと威い力りよくの攻撃だったのだ。

　そして一番理解できなかったのは、孝太郎のまとっている魔力の色だ。普ふ通つう、魔力は虹の七色に分類される。召しよう喚かん術なら青、防御術なら黄色といった具合だ。しかし孝太郎を取り巻いているのは白。本来存在していない魔力が、孝太郎を覆っていたのだ。

　―――ありえない………肩の傷も塞がり始めている………たった一種の魔力で、防御・変性・治ち療りようを同時に行うだなんて………この坊やは本当に何者なの？

　真耶が孝太郎から離れたのは、孝太郎が操る未知の魔力を恐おそれての事だった。真耶の戦士としての勘かんが、今の孝太郎は危険だと囁ささやいたのだ。

「これは一体………」

　だが、驚いているのは孝太郎も同じだった。突とつ然ぜん白い光が現れ、真耶の攻撃を防ぎ、肩の傷を塞ふさいでくれている。呆気に取られるのも当然だった。

　―――あっ………。

　だが、孝太郎にはこの光―――白い魔力には覚えがあった。この魔力は、シグナルティンが発しているものと同じものだったのだ。

「そうか、陛下がお助け下さったのか………」

　アライアの気配がする純白の魔力。それはシグナルティンが力を発揮する度に、孝太郎が感じてきたものだ。シグナルティンは遠く離れてなお、孝太郎を守るというアライアの誓いを果たし続けているのだった。

「お前達たちっ、坊やの足止めをなさいっ！」

　真耶の見切りは速かった。孝太郎が得体の知れない力を発揮し始めた時点で、真耶は戦せん闘とうを放棄し、本来の目的を優先する事に決めた。

「君は私と来るのよ」

「いやあっ、おにいちゃぁんっ!!」

　真耶は魔法でコントロール下に置いている人々を孝太郎にけしかけ、自身はキィを拘束して逃走を図った。

　―――あの坊やと戦うなら、それだけが目的である時にした方がいい。この国のことわざで言う通り、二兎を追う者は一兎をも得ず、だわ！

　当初、真耶は孝太郎との戦いはすぐに終わると考えていた。しかし実際はそうならなかった。このまま実力が不明の孝太郎と戦い続けて、キィを生いけ贄にえにするという目的に支障が出てはまずい。まずはキィを連れ帰る事が大切。真耶はここでも冷静だった。

「待てっ!!　その子を置いていけっ!!」

「ふふっ、縁えんがあったらまた会いましょう、坊やっ！」

「おにいちゃぁんっ!!」

　キィは懸けん命めいに逃げ出そうともがいたが、真耶が新たな魔法を紡ぐと、意識を失って静かになった。そして真耶はぐったりとしているキィを抱かかえてこの場を離れていく。孝太郎はすぐに後を追いたかったのだが、行く手を塞ぐ人々を突破する事が出来なかった。まだ傷の回復が完全ではなかったし、戦闘のダメージも残っていた。また、彼らを傷付ける訳にはいかないという根本的な問題もあった。

「くぅっ、こんな事をしている暇はないっていうのにっ！」

　孝太郎は拳を振ふるい、行く手を塞ぐ人々を一人ずつ気絶させていく。だが、その数はなかなか減らない。シグナルティンの力は大半が孝太郎の意識の維い持じと、傷やダメージの治療に向けられていたから、思ったように攻撃に利用できない。もともと遠隔地である事もあり、この状態では孝太郎が相手を殴りつけた時に、幾らか力を放出して手助けするぐらいで精一杯だった。おかげで真耶の姿が完全に見えなくなってもなお、孝太郎はこの場を動けずにいた。

「まずいっ、このままではキィちゃんはあいつに殺されちまうっ！」

　真耶とキィが見えなくなった事で、孝太郎は焦り始める。時間が過ぎれば過ぎるほど、キィを見付けられなくなる。なかなか減らない敵の数に、孝太郎は苛立ちを募らせていた。

「佳か苗なさん、弓を」

「分かった！　おねがいねっ、奈な々なちゃんっ！」

「ソニックウェイブ・モディファー・ノンリーサル・チャージウェポン・エフェクティブエリアラージッ！」

　そんな時だった。孝太郎の行く手を遮っている人の群れに向かって、一本の矢が撃ち込まれた。その矢は人の群れの間を通り過ぎていっただけだったのだが、何故なぜか射線の傍そばにいた人々を次々と跳はね飛とばしていった。彼かれらの多くは尻餅をつき、あるいは倒れ、結果として孝太郎の進行方向上に一本の道が出来上がっていた。

「なんだっ!?　今、何が起こった!?」

　孝太郎は戦っていた相手を気絶させると、あたりに視線を巡めぐらせた。すると孝太郎の十数メートル後ろに、新たな二人の人間の姿を見付けた。

　一人はスーツを着て和弓を構えた二十代後半の女性。もう一人はピンク色のマントを羽織った少女だった。孝太郎は和弓の女性には見覚えはなく、マントの少女はフードで顔が見えない。孝太郎には見覚えのない、奇き妙みような二人組だった。

　―――彼かの女じよ達たちが助けてくれた………のか？

　確信はなかったが、状じよう況きようから孝太郎はそう考えた。そしてそれを確かく認にんすべく、背後の二人に呼よび掛かける。

「あんた達は!?」

「話し合っている暇はないわっ！　あなたは早くあの性悪女の後を追いなさいっ！」

　和弓の女性はそう言いながら再び弓を構える。そしてその弓が放たれた時、再び孝太郎の前にいた人の群れが薙ぎ払われた。

「しかし………」

　孝太郎はすぐには判断が出来ない。いきなり現れた謎なぞの二人組なのだ。戸惑う孝太郎に、今度はマントの少女が呼び掛けた。

「聞いてっ!!　私達はあの藍あい色いろのマントの女性と敵対しているの!!　すぐに後を追いたいと思っているわ!!　しかしこの場をこのままには出来ないの!!」

「その声は………」

　孝太郎にはその声に聞き覚えがあった。

　―――あれは………あの時の子か？

　孝太郎がキィの悪夢を解消してやった時に姿を現した少女。マントの少女の声は、それに良く似ていた。

「あなたが追ってくれれば、私達でこの場を収拾するっ!!　あなたよりもこの手の問題は得意なのよっ!!」

「分かったっ、任せるっ!!」

　孝太郎はそう言い残し、矢が作り上げた道に突っ込んでいった。

　―――迷っている暇はない！　あの子を信じるしかないっ！

　このままでは遠からずキィが殺されてしまう。それを回避する為ためには、今この瞬しゆん間かん、彼女達を信じる他はなかった。そしてピンク色のマントの少女が、あの夜に出会った少女なら、信じて大だい丈じよう夫ぶな筈だった。あのマントのフードの下には、真っ直ぐで優やさしい瞳ひとみが、強く輝いている筈だったから。

『るぅうああぁああぁぁぁぁっ』

　突破しようとする孝太郎を阻そ止しせんと、操られている人達が奇声を上げながら孝太郎に群がってくる。だがそこへ再び矢が飛来し、孝太郎に飛びかかろうとしている者達を、次々と弾はじき飛ばしていった。

「すまんっ、助かったっ!!」

　おかげで孝太郎に襲いかかったのは二人だけだった。そして二人だけなら、素早い動きでかわしてしまう事ができた。程ほどなく孝太郎は操られた人々の包囲の輪を突破し、真耶の後を追って裏通りから姿を消した。

「奈々ちゃん、今の子が例の死し霊りよう使い？」

　弓を引き絞りながら、スーツの女性がマントの少女に話しかける。その矢にはマントの少女の力が込められている。放たれた矢は力を解放し、接近してくる人々を痺れさせ、その場に足止めした。

「ええ。あの人ならきっとやってくれると思うの」

　バサァッ

　ピンク色のマントの少女は、マントの下から一本の杖を取り出した。装そう飾しよくの多い、歩く為の補助には使えそうもないデザイン。それは彼女の力を高める為の道具。ずっと共に戦ってきた相棒だった。

「良い目をしていたものね」

「でも、危険には変わりない。すぐにこの人達を解放して、あの人を追わなくては！」

　そしてマントの少女は杖を頭上へ掲かかげる。するとその時の彼女の動きでマントのフードがずれ、その顔が露あらわになった。孝太郎の想像した通り、それはあの夜の少女だった。

　彼女は現在の状況から、孝太郎を先行させるのが一番だと考えた。本来の彼女の目的からすると、彼女はすぐに真耶を追いたかった。しかし孝太郎は多数の敵を相手に苦戦していたし、操られている人々を放ってはおけない。そこで両者の折衷案として、孝太郎に先行してもらい、その間に彼女達が操られている人間達を解放、そしてすぐに孝太郎の後を追う、という作戦を考えた。これは孝太郎の実力と人柄を信頼しての策だが、彼女には自分の勘に自信があった。幼く見えるが、これでも彼女は幾多の戦いをくぐり抜ぬけてきた戦士なのだ。

「佳苗さんっ、少しお願いしますっ！」

「分かったっ、時間を稼ぐわっ！」

　彼女の名前は奈々。だが彼女の事を知る者は、畏敬の念を込め、彼女をレインボーナナと呼ぶ。

　奈々はフォルサリアの正規軍レインボーハートに所属する魔法使いで、弱じやつ冠かん十歳にして魔法使いの最高位であるアークメイジに昇り詰つめ、レインボーの称号を得た稀代の天才だ。そして同時に彼女は現在のレインボーハート最強の魔法少女であり、敵対する組織ダークネスレインボゥとの戦いの、最前線に立つ人物なのだった。










　謎の二人組のおかげで包囲を脱した孝太郎は、霊れい視しで真耶の霊波を辿たどっていた。だがその痕跡は見分けにくい。時折真耶が大きな通りを横切るので、そこで行き交う人達の霊波に紛れてしまい、行き先を見極めるのに時間がかかってしまうのだ。そしてかかった時間の分だけ霊波が薄れる。悪あく循じゆん環かんだった。

「こんな時、早苗がいてくれれば………」

　早苗なら鼻歌交じりに真耶の行き先を追えただろう。しかし、力が弱まった孝太郎の霊視では、これが限界だった。だが他に手はない。孝太郎は焦りながらも、薄れていく真耶の痕跡を追い続けた。

　そして孝太郎が謎の少女達と別れてから、十五分ほどが経過した頃ころ。真耶の霊波は再び大きな通りと交差した。

「まずいぞ………」

　この頃ころ、真耶の痕跡は見えるか見えないかまで弱まってしまっていた。おかげで人通りの多い場所では、他の人達の霊波に埋まってしまってまるで見分けがつかない。孝太郎は真耶の行方を見失って、その場で途方に暮れていた。

　―――どっちだ………？　近くの路地を一つずつしらみつぶしにするか………？

　大通りなので、接続されている道は多い。その一つ一つを当たって、消えつつある真耶の痕跡を探さなければならない。時間のかかる難事業だった。

「えぇいっ」

　悩なやんでいても時間は過ぎる。キィを見付けられる可能性が減る。迷っている暇はない。孝太郎はすぐさま行動を開始した。

『やっと見付けましたわ、ベルトリオン』

　そして孝太郎が大通りから路地の一つに入った時だった。頭上から覚えのある声が聞こえてきた。

「クラン!?」

『ちょっ、ちょっとその肩の怪我っ!!　大丈夫ですのっ!?　手当はちゃんとなさいましてっ!?』

　孝太郎が顔を上げると、頭上から一メートルほどの大きさの金属の塊かたまりが降りてくるのが見えた。それはこれまでにも何度か世話になった、クランの無人偵察機だった。偵察機は孝太郎の顔の高さまで降りてくると、ぐるぐると孝太郎の周りを回り始める。クランは孝太郎が無事かどうか、偵察機で調べていたのだ。

「クランッ、お前いいところにっ!!」

　孝太郎は笑え顔がおになると、偵察機を両手で掴み、上下に揺すり始める。

『えっ、えぇっ!?　なっ、なんですのっ!?』

　すると偵察機が投影しているクランの立体映像が困こん惑わく気味に歪んだ。

「クランッ、お前っ、今キィがどこにいるか分かるかっ!?」

『キィってあの子ですわよね？　そういえば、一いつ緒しよじゃないんですのね』

　偵察機がキィを捜さがしてカメラを左右に振る。すると孝太郎は再び偵察機を揺すった。

「急いでるんだっ!!　分かるのかっ、分からないのかっ!?」

　すると孝太郎の剣けん幕まくに驚おどろきつつも、クランは首を縦に振った。

『わ、分かりますわよ。あなたに腕うで輪わを渡わたした時に、あの子にも発信機を―――』

「でかしたぁっ!!　愛してるぞクラァァァァンッ!!」

　クランの答えを聞いた孝太郎は笑顔を爆発させた。そしてこれまで以上に激しく偵察機を揺すり始める。追跡が手詰まりになったところだったので、孝太郎の喜びは激しかった。

『えっ、えええぇええぇぇぇっ!?　あっ、あいしてるですってぇっ!?　そっ、そんなことぉっ、今急に言われてもぉっ、こっ、心の準備がぁっ!!』

　クランは孝太郎が喜びのあまり口にした言葉に動どう揺ようして顔を真っ赤に染める。喜びを爆発させる孝太郎に対し、クランの方は頭の中が大爆発だった。

「ごちゃごちゃやかましいっ!!　クラァンッ!!　キィはどこだぁっ!?　どこにいるんだぁっ!?」

　こうして再び手て掛がかりを得た孝太郎は、真耶とキィの追跡を再開したのだった。
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　クランがキィに付けた発信機は今も健在だった。真耶がその存在に気付いていないか、もしくはフォルトーゼ製ゆえに発信機だと分からないか、そのどちらかだと思われた。

　クランの無人機はキィの発信機の反応を辿り、孝太郎を先導していた。そして孝太郎は無人機を追って走りながら、これまでの事をクランに話して聞かせていた。

「………それでその二人が逃がしてくれて、こうやってキィを追っているって訳だ」

『狙ねらわれていたという事は、ただの家出少女ではなかったという事ですわね？』

「ああ。どうやらそのようだな。父親が社長だったりするのかもしれないな」

　真耶は明らかにキィを狙っていた。子供なら誰だれでも良いなら、孝太郎と一緒のキィを狙う意味はない。一人きりの子を狙った方が簡単だからだ。だから真耶にはキィでなければいけない理由があるに違ちがいない。孝太郎とクランはそう考えていた。

『その謎の二人組というのも気にかかりますわね』

「多分、悪い奴やつらじゃないと思う」

『あなたは簡単に人を信じ過ぎますわ』

「そうか？　まあ確かに、お前みたいに全面的に信用できる訳じゃないんだが、心配はいらないと思うぞ。そういう感じじゃなかった」

　孝太郎が二人組を信じる根拠はあまり多くはない。彼女らの言葉と、しばらく前に見た少女の瞳が真っ直ぐだったという事ぐらいだ。どちらも確かなものではなかった。

　だが孝太郎はあまり疑っていない。実際こうして逃がして貰もらえた訳だし、殺すつもりならあの場所でやっていた筈。後ろから撃てば簡単だったろう。それに操あやつられている人達も殺さないように攻撃していた。どれも状じよう況きよう証しよう拠こばかりだが、それが疑う理由にはならなかった。

『………ぜ、ぜんめん、て、き………？』

「どうした、変な顔をして？」

『おほんっ、なっ、なんでもありませんわっ！』

　この時クランは何故か真っ赤な顔をしていた。それを孝太郎に追及されると、彼女は咳せき払ばらいして視線を逸らした。

　―――おかしいですわ、わたくし………一体何を浮かれて………？

　出会った頃は憎むべき敵であった孝太郎。そんな彼に信用していると言われて舞い上がっている自分に、クランは戸惑っていたのだ。

「ところでクラン、お前はどうしてこんな所にいたんだ？　連れん絡らくできなかったのに」

『そ、それはですわね』

　クランはそう言って一度言葉を切り、呼吸を整えた。彼女はまだ完全に動揺からは立ち直っていなかった。

『腕輪が壊れたという警告が出た後に、シグナルティンがやたらと光っていたら、流石さすがに何かがあったと分かりますわ』

「それで捜しにきてくれたのか。ありがとう、助かったよ」

『れ、礼を言われるほどの事はありませんわ。今のわたくし達は一蓮托生ですもの』

「そうだったな」

　クランは孝太郎に礼を言われると、収まりつつあった動揺が再び激しくなった。

　―――信頼、か………でも、もしわたくしがティアミリスさんに妙なちょっかいを出したら、ベルトリオンは烈火のように怒るんでしょうね………。

　クランの心の中に、苦楽を共にした孝太郎を裏切りたくない、皇女として尊敬して貰いたい、という想おもいが芽生えていた。それはずっと研究室に籠こもってあまり他人との接点を持たなかったクランに起こった、大きな変化だった。

　その想いに従えば、ティアと戦うなら正々堂々と。こっそり殺したりするのはもってのほか。それ以前に、戦いで決着をつける事は、誰からも尊敬される皇女のやる事ではないかもしれないとさえ思うのだ。

　それはこれまでの彼かの女じよの方針とは、真逆のものだった。そしてその事が、彼女をある事実に辿り着かせた。

『でもこれで、あなたと戦った時にわたくしが負けた理由が分かりましたわ』

　かつてクランが孝太郎に負けたのは、国民に誇れる立派な皇女ではなかったから。彼女はこれまでの様々な出来事から、その事実に辿り着ついていた。

「どういう事だ？」

『シグナルティンですわ。今から十年間時間を凍とう結けつするとはいえ、この町にあの剣がある事には変わりない。あの剣がずっとあなた達を守っていた。だからわたくしは負けたのですわ』

　魔ま法ほうには、時間を操る魔法が存在している。それはつまり、魔ま力りよくが時間方向に対して拘束されておらず、自由に移動出来る事を意味している。近代的な宇宙観において、重力が三次元の空間に拘束されていないのと同じような状態だ。

　シグナルティンは十年前から地球にあった。物体としてのシグナルティンは『揺ゆり籠かご』の船内で時間を凍結されていたが、時間の拘束を受けない魔力は必要に応じてそこから抜け出して、孝太郎自身と、孝太郎が守るべきものを守った。それが孝太郎が時折振るった不思議な力の正体だったのだ。

　しかしそれでもエネルギーは発生源から離はなれれば弱まるという基本的な物理法則からは逃れられず、シグナルティンから近い時間と距きよ離りに限定された現象だった。だから現代の日本にあるシグナルティンから、二千年前のフォルトーゼにいる孝太郎までは魔力は届かなかった。孝太郎が二千年前のフォルトーゼでその魔力を振るう為には、その時点でシグナルティンの封印が解かれなければならなかったのだ。

「そうか………早苗が捕つかまった時のあれもみんな………」

『わたくしはその時の事は存じませんけど、きっとそうだと思いますわよ。シグナルティンが、アライアさんの意思が、あなた達を守っていたのですわ』

　フォルトーゼ史上、最も尊敬されている皇族、白銀の姫・アライア。その誓ちかいが込められた剣が、クランではなく孝太郎の味方をしていた。それはつまり、クランが皇族にあるまじき存在であった事の証明となる。

　―――今後、シグナルティンがわたくしを守って下さるのかどうか………皇こう帝ていになることよりも、そちらの方が気にかかりますわね………。

　その事を理解したからだろう。今のクランはかつてほどには皇帝の地位に執着していなかった。仮にクランが皇帝になれたとしても、シグナルティンに拒絶されては張り子の虎でしかなく、まるで意味がないからだ。

　重要なのは、シグナルティンが守護の対象とするかどうか。アライアの意思にかなう皇族であるか、孝太郎が忠誠を捧げるだけの人物であるか。皇帝である事は二の次で、皇位継承権すら問題ではないかもしれないのだ。

　そしてその事をクランが明確に意識したこの瞬間から、彼女はティアにとって最有力のライバルとなったのだった。

「そうだ、そのシグナルティンなんだが、今から俺おれのところに送れないか？　いつもお前が使っている武器みたいにさ」

　武装の転送は便利な技術だ。時空の穴を利用して瞬しゆん時じに武器の出し入れが出来るから、シグナルティンでもそれが出来れば、この後の戦いが楽になる筈はずだった。

『すぐには無理ですわ。あれは登録に時間がかかりますの』

　だがクランは首を横に振った。

　フォルトーゼの科学は万能にも思えるレベルにあるが、限界は存在している。利用にはきちんとした準備が必要だった。物体はやり直しが利く分だけ人間や生き物を転送する時程の手間はかからないが、精密な測定をして各種のパラメーターの算出をしなければならない。今すぐにはその準備は無理だった。

「そうか………クラン、シグナルティンは時間がかかるってんなら、何か別の武器を送ってくれないか？」

　シグナルティンが無理なら、クランの作った武器が欲ほしい。今の孝太郎は、シグナルティンと同様に、クランの作ったものを信用しているのだった。

『時間？　そうだベルトリオンッ、時間ですわっ！』

　しかしそれに対するクランの答えは、孝太郎の思おも惑わくとは違うものだった。彼女はその表情を強張らせ、身を乗り出した。おかげで無人機の作る彼女の立体映像は、まるで孝太郎にキスをしようとしているかのようだった。

「どうした、クラン？」

『どうしたじゃありませんわっ!!　あなたのお母様が、そろそろ事故に遭あう時間なのではありませんことっ!?』

「そうかっ、それもあったんだっ!!」

　真耶の急襲を受けた事で一時棚たな上げになっていたが、孝太郎の母親が事故に遭う時間は、刻一刻と近付いていた。

「今は何時だ!?」

『この星の時間で、午後六時五十分ですわ』

「ここからだとギリギリか………」

　孝太郎の現在位置から、母親の事故の現場まではおよそ十分ほどの距離がある。事故が起きるのは七時過ぎ。母親を救う為には、今すぐ向かわなければならなかった。

「しかし………キィちゃんを放っておく訳にもいかない………」

　ギリッ

　孝太郎はその場で立ち止まり、奥おく歯ばを噛み締めた。このままキィを追うか、それとも自分の母親を助けにいくのか。孝太郎は再び選せん択たくを迫られていた。キィを追えば母親が死ぬ。母親を救えばキィが死ぬ。両立しない、ジレンマだった。

「クラン、お前、このあたりの地図はあるか？」

『申し訳ありません、持っておりませんわ。こうなるなら、きちんと準備しておくべきでしたわ………』

　クランは申し訳なさそうに目を伏せた。自身の計算が不完全であった事もあり、クランはこの状況に責任を感じていた。

「いや、仕方がないさ」

　ギリリッ

　孝太郎はクランを責めなかったが、焦りから更さらに強く奥歯を噛み締めた。

　孝太郎はクランの無人機で母親を救いに行って貰えないかと考えた。だがこの町に詳くわしくないクランだから、地図もなしに現場へ向かうのは難しかった。孝太郎が詳細に場所を伝えるにしても、説明する時間が足りない。今から観測して地図を作る暇もなかった。

　突発的に起こった真耶による襲撃が、状況をより複雑なものへ変えてしまっていた。母親を救うか、キィを救うか。孝太郎は今すぐにそれを選ばなければならなかった。

『どうしますのっ、ベルトリオンッ!?』

「お、俺は………」

　母親を助けにいけば、往復だけで二十分は時間を浪ろう費ひする。その間にキィの命が奪うばわれてしまうかもしれない。反対にキィを助けてから母親を救いに行った場合、間に合うとは思えない。

　―――俺はどうしたらいいんだっ!?　一体、どうしたらっ!?

　キィか。それとも母親か。孝太郎は命を選ばなければならなかった。

　孝太郎は神ではない。

　両方を同時に救う方法は、存在していなかった。







選択と結果と







　キィが連れて来られたのは、町外れにある廃ビルだった。真ま耶やがビルの持ち主からこのビルの権利書と記き憶おくを奪った為ために、しばらく前から真耶以外の人間が立ち入る事はなくなっていた。おかげでビルは荒れ放題。あまり古くはない筈なのに、埃が溜まり、蜘蛛の巣が張り、まるで幽ゆう霊れい屋や敷しきのようだった。

　真耶がキィを連れ込んだのはビルの地下に広がる空間だった。本来は駐車場であったその広大なスペース。そこには真耶が作り上げた、魔法の儀ぎ式しきを執り行う祭壇があった。

　この祭壇の大きさは全体で十数メートルの大きさに及およぶ。その大半が特とく殊しゆな染料によって描えがかれた、何重もの同心円をベースにした幾何学模様だ。これは一いつ般ぱんには魔法陣と呼ばれるものだった。そしてその魔法陣の端はしには機械装置が置かれている。この装置は魔法陣を飾る燭台や調度品のクラシックさとはかけ離れた近代的なデザインをしており、明らかに雰ふん囲い気きを乱していた。キィはこの装置の隣となりに置かれた、金属とガラスで作られた檻の中に閉じ込められている。装置と檻は沢たく山さんのケーブルで繋がれており、相互に影えい響きようしあうものである事がうかがわれた。

「へぇ………この子もそこそこの力はあるのね。世代を重ねて薄うすれても、いくらか血筋は残っているのかしら。これなら霊子力コンデンサーを使えば、必要以上の結果が得られそうだわ」

　真耶はその装置を操作しながら、満足そうに頷うなずいた。

　この祭壇は、真耶の魔力を増ぞう幅ふくして、大きな魔法を使う為のものだった。大きな魔法というのは、町全体に魔法をかけたり、強力な魔ま物ものを召しよう喚かんしたりといったものになる。

　そしてキィは祭壇で行われる儀式の触しよく媒ばい―――生いけ贄にえとして使われる。まず、キィの霊れい力りよくを機械装置が吸い上げる。そして装置が限界まで霊力を溜ため込んだ段階で、魔法陣の術式がそれを一気に魔力へ変換するのだ。この結果、キィは霊力を吸い尽つくされて死に、真耶は膨ぼう大だいな魔力を得る事になる。

　祭壇は本来、魔法陣と触媒用の檻だけで構成されていた。現在はそこに機械装置が付け加えられている。この機械装置は、真耶が地底の人間―――大地の民との取り引きによって得たものだった。その機能は霊力を一時的に溜め込むというものだ。この機能のおかげで、触媒に要求される条件は大幅に緩和された。これまでは佳か苗なえの娘むすめのように生まれ付き膨大な霊力を持っている者でなくてはならなかったが、これからはキィのように多少優すぐれた霊力の持ち主であれば十分に使用に耐たえる。真耶はこの成果に満足し、上じよう機き嫌げんで儀式の準備を進めていた。

「………おにいちゃん………」

　そんな真耶に対し、檻の中のキィはすっかり大人しくなってしまっていた。当初は暴れて抵てい抗こうしたキィだが、身体の大きな真耶には敵かなわなかった。檻も強固で抜ぬけ出せそうにない。幼い彼女には、もはや助けを待つ以外に出来る事はなくなってしまっていた。

「………おにいちゃんは、かあさまをたすけにいったんだろうな………」

　だが、キィは助けが来るとは考えていない。孝こう太た郎ろうはキィではなく、母親を助けに行くだろうと考えていた。キィと母親、両方を救い出だすのは難しいと、彼女にも分かっていたのだ。

「………そのほうがいいよ、おにいちゃん………かあさまがしぬと、とってもさびしいんだよ………おほしさまみつけるまで、ひとりぼっちなんだから………」

　キィは母親が死ぬとどんな気持ちになるのかをよく知っている。見付かる筈がない母親のぬくもりを、ずっと探し続ける事になるのだ。まして、救える筈の母親を見殺しにしてしまったとしたら？　きっと孝太郎は心が砕けるほどに悲しむだろう。それが起こるくらいなら、キィは孝太郎には母親を助けに行って欲しかった。素す直なおにそう思えるほど、キィは孝太郎の事が好きだったのだ。

「………キィは………かあさまとあえた。きっとしんでも………かあさまのほしのとなりにいくだけ。でもおにいちゃんはちがう………ほしがみつかるまで、すごくくるしむとおもうから………だから、キィをたすけにきちゃだめだよ、おにいちゃん………」

　キィはもう自分の死を覚かく悟ごしていた。だがその事を恐きよう怖ふしてはいない。また母親と会えるだろうという想いが、恐怖を薄れさせていたのだ。だからこの時のキィはただ、孝太郎が母親を救いに行く事を願っていた。

「随ずい分ぶん落ち着いているのね、君は………怖くはないの？」

　キィの様子は、これまで真耶が使ってきた触しよく媒ばい達たちとは大きく違っていた。興味を惹かれた真耶は、自然とキィに話しかけていた。

「しぬのはこわいよ。でも、たすかったときにおこることのほうが、もっとこわいの」

「あの男が追ってくると思っているのね？　無理よ。ここには誰も近付けないようになっているから」

　真耶はこの場所にサンクチュアリ―――人払いの魔法をかけてある。それは電磁波や可視光、音を遮断した上で、近くの人間にこの場所に近付きたくないという感情を植え付ける。このため魔法に与あたえられたサンクチュアリという名前の通り、この場所は不ふ可か侵しんの聖域となっているのだ。

　そしてだからこそ、真耶はここへ帰るのを急いだ。魔ま法ほう使つかいであっても、短時間で人払いをかけられた土地を見付けるのは難しい。多くの時間をかければ見付けられてしまうだろうが、それまでに儀式は完かん了りようする。ここへ逃げ込んだ時点で、真耶の勝ちは動かない筈だった。

「そう………なら、よかった………」

　孝太郎は来ない。そう聞かされたキィは、安あん堵どして微笑ほほえんだ。きっと孝太郎は途と中ちゆうで諦あきらめ、母親を捜しに行くだろう。真耶の言う通りなら、キィの恐おそれる事は起こらない。だからキィは微笑むのだった。

「君は本当に不思議な子だわ………自分が死ぬっていう時に………」

「あなたにはないの？　じぶんがしぬよりも、だいじなこと」

「………あるわ。よく分かった。出来るだけ、君が苦しまずに済むようにするわ」

「うん………ありがとう………」

　この時、真耶は目の前で頷く小さな少女に敬意を抱いていた。

　―――この子がこのまま大きくなって、大地の民を率いるようになれば、彼かれらは生き残ったかもしれないわね………。

　真耶は地上と地下の状じよう況きようを見比べた上で、タユマ達たちが政争に勝って戦いを選べば、間ま違ちがいなく大地の民は滅ほろびるだろうと考えていた。

　どれだけ優れた技術を持っていようと、それを支えるのは僅わずか一万人ほどの人々。戦争の勝敗は技術や兵器の優劣では決まらない。それを決めるのは人口と経済力。何故なぜなら幾いくら優れた兵器があろうとも、無限に動く訳ではないからだ。たった一万人の人口と経済力では、最初から勝負にはならない。彼らの戦いは、良くてテロリスト止まりだろう。

　タユマ達はそれが分かっていない。あるいは、分かってはいるが、プライドゆえに受け入れたくないのかもしれない。どちらにしろ結果は同じだ。地上の人間にテロリストの烙印を押おされ、地上に大きな影響を与えられないままに、大地の民はゆっくりと滅びていくだろう。

　だが真耶は、目の前の少女から未来を感じていた。高い知性と明確な覚悟。幼さゆえにまだ成長の余地はあるが、優れた指導者の資質が垣間見えていた。

　だからこそ、真耶はキィに敬意を払う。もちろん、キィの命を救うつもりはない。真耶にも明確な目的と覚悟がある。だが、キィが無む駄だに苦しまずに済むようにしようと思っている。それは同情ではなく、仲間意識や共感に近い感情だった。

　真耶はすぐにキィに背を向け、機械を更に調整し、使用する魔法を吟ぎん味みし始める。それらは真耶の言葉通り、キィが苦しまずに済む工夫だった。

　だが、その調整の為の時間が、キィの運命を変えた。

「ん………？」

　真耶は調整の途中で何かに気付き、背後にある入り口の方向に目を向けた。

「まさか………ここを見付けたというの？　しかも結界を簡単に通とおり抜けて………」

　真耶は人払いの魔法をすり抜けて侵しん入にゆうしてくる敵の存在を感じ取っていた。

「ええい、これからって時に！」

　真耶は作業を中断すると、近くに立てかけてあった杖つえを手に取った。儀式の前に、敵を倒たおさなければならなくなったのだ。

　もし、真耶がキィの苦痛を除く為の調整をしなかったら、この時点でキィは儀式に捧げられていただろう。しかしキィの聡明さが、結果的に彼女の命を守ったのだ。

「まさか………」

　真耶の様子から、キィにも誰だれかが近付いてきている事が伝わった。そしてそれが誰なのかという事も。しかし彼女は喜ばない。それが何を意味するのか、分かっていたから。

「どうしてきちゃったのっ!?　キィなんかほうっておいていいんだよぉっ!!　おにいちゃぁんっ!!」

　儀式のための祭壇が作られた、地下の駐車場。そこに姿を現したのは、キィが求めてやまず、しかし決して来て欲しくはなかった、孝太郎なのだった。










　孝太郎がこの場所を見付けられたのは、クランの発信機のおかげだった。発信機は重力波を利用しているので、人払いの魔法の影響を受けなかった。人払いの魔法を編みだした魔法使い達は、電磁波や可視光は知っていても、重力波は知らなかった。だからこの魔法は重力波を妨害するようにはデザインされていなかったのだ。

「助けに来たぞ、キィちゃん」

　駐車場に現れた孝太郎は、キィの顔を見て僅かに安堵した。だがその反対に、キィは表情を曇くもらせた。

「おにいちゃんっ!?　かあさまはっ!?　おにいちゃんのかあさまはどうしたのっ!?」

「君を連れて助けに行くさ」

　ブンッ

　孝太郎が手にしていた短い金属棒の先せん端たんから、まばゆく輝かがやく光が伸びていく。それはフレアがマクスファーンとの決戦の際に振ふるっていた、二本のビームソードのうちの一本だった。孝太郎はクランが提示した武器の中からこれを選んだ。理由は孝太郎が飛び道具に慣れていない事と、クランの勧めからだった。

「それじゃあまにあわないよぉっ!!　はやくっ、はやくいかないとぉっ!!」

「ああ。さっさとこいつを倒して、母さんを助けに行くぞ」

　孝太郎は騎き士し剣けんを構えるように、両手でビームソードを構えた。その切っ先が美しい円を描くようにして、真耶に向けられる。ビームソードは軽いので、剣けんのバランスが変わるが、孝太郎はフォルトーゼ流の剣術で戦うつもりだった。

「どうしてわたしなんかをたすけにきちゃったのっ!?　わたしのせいでおにいちゃんのかあさまがしんだらっ、わたしっ、わたしぃっ!!」

　キィは今すぐにでも孝太郎には母親を救いに行って欲しかった。キィにも分かっているのだ。孝太郎が言う通りになる可能性が低いという事が。このままでは孝太郎の母親は死ぬ。あるいは、孝太郎自身も死んでしまうかもしれない。それはキィにとって、あってはならない事態だった。

「いいんだ。こうするのが当たり前なんだ。俺は君を助けて、母さんを助けに行く」

「おにいちゃん………だ、だって………」

　孝太郎だってこの選択が正しいかどうかは分からない。順序を逆にすれば両方助かったのかもしれない。だが、孝太郎はキィを救う事を最優先するべきだと考えた。

　孝太郎がそう考えた事には、特に理由があった訳ではない。強しいて理由を挙げろというのなら、孝太郎が母親が死んだ理由を覚えていたからかもしれない。彼かの女じよは車道に飛び出した孝太郎を守ろうとして死んだ。後先を考えず、ただ目の前の小さな命を救おうとしたのだ。だから孝太郎も同じようにする。だがこれは明確に意識しての事ではない。孝太郎はただキィを置き去りに出来なかった。彼女が不幸になるのを、見逃せなかったのだ。

「随ずい分ぶん甘あまく見られたものね。私って、そんなに弱そうかしら？　………トワイライトウィング、リコール・プレキャスト・カテゴリーアルファ」

　真耶が手にしている杖の先端に、大おお鎌がまの刃はが生成されていく。それと同時に彼女の全身を色とりどりの光が覆った。その光はキーワードによって解放された、事前に詠唱してあった十以上の強化魔ま法ほうだった。これにより彼女の身体能力は大幅に強化された。先さき程ほど孝太郎と戦った時にも多少の強化は施ほどこされていたが、今はそれ以上だった。

「私はそんなにすぐには倒せないわよ、坊ぼうや」

　その言葉に嘘偽りはない。孝太郎が武器を手にしているのを見て、真耶はより強い強化が必要だと考えたのだから。今の真耶は、容易に倒せる相手ではなかった。

「………そうだろうな。だが、すぐに倒すさ」

　孝太郎にも真耶の強さは分かっている。霊れい波はの状態を見ただけで、彼女が先さき程ほどよりもずっと強い事が分かるのだ。

　―――スピードはフレアラーン殿どのと同じくらい。それでいて攻こう撃げき力りよくはティア並み。下手をすると大家さんよりも強いかもしれないな。厄やつ介かいな相手だ………。

　孝太郎は戦いの激しさを想像して、ビームソードの柄をしっかりと握にぎり直した。一いつ瞬しゆんの隙すきが命取りになる相手だった。

「さぁっ、いつでもかかってらっしゃいっ、坊やっ!!」

　真耶は大きく鎌を振り被る。元々取り回しがいい武器ではあるが、今は身体能力が向上している為に、真耶は先程以上に軽々と鎌を扱っていた。その姿は、さながらバトントワリングの演技のようだった。

「いくぞっ!!」

　このレベルの敵が相手では小細工は通用しない。孝太郎は思い切って真正面から突っ込んだ。ただ、剣の技だけで上回らねばならない相手なのだ。

「タイニーメモリーフラッシュ・モディファー・タッチトリガー！」

　孝太郎と真耶の距きよ離りが詰つまると、赤く輝く大鎌の周りを、藍あい色いろの光が取り巻き始める。短期記憶喪失の魔法だった。

「またそいつかっ」

　孝太郎はそれが記憶喪失の魔法である事は知らない。しかし鎌が紫色の光をまとうと、その後に奇き妙みような事が起こる事は知っている。だから触ふれてはまずいだろうというぐらいの推測は出来ていた。

　―――信じるからなっ、クランッ！

　だが孝太郎は危険を承知でそのまま斬きりかかった。すると真耶は鎌を使ってガードの動作へ入る。剣をそのまま鎌で受けて、魔法を発動させるつもりだった。

　ギィンッ

　真耶の思惑通り、孝太郎の剣は鎌によって受け止められた。これで魔法は発動する筈はずだった。

「この剣っ、まさかっ!?」

「でかしたクラァンッ!!」

　だが、孝太郎は記憶喪失にはならなかった。藍色の光は剣に接せつ触しよくした段階で霧散し、孝太郎には届かなかった。その事に驚おどろいている真耶に対し、孝太郎はそのまま連続攻こう撃げきに入った。初手の上段を鎌で弾はじかれたので、その勢いを利用して身体を逆回転させ、剣のグリップ部分で真耶の横腹を狙ねらった。

「クイックキャストッ・フォースフィールドッ!!」

　キィンッ

　しかしそこに真耶が作り出した魔法の盾たてが立ち塞がる。孝太郎の放った打撃攻撃は盾に阻まれた。それを見た孝太郎は、真耶の鎌の間合いから抜け出すべく大きく跳ちよう躍やくした。

　ヒュンッ

　真耶はその背中に向かって大鎌を振り下おろしたが、最初の剣の一いち撃げきで体勢が崩くずれていたせいで、孝太郎にはその一撃は届かなかった。

「いいぞ、これなら戦える！」

　真耶から一度距きよ離りを取った孝太郎は、すぐに剣を構え直した。真耶も同様に孝太郎に向かって大鎌を構え直す。しかしその顔には驚きが刻まれていた。

「驚いたわ。その剣、一体どうなっているの？」

　真耶は最初、孝太郎の剣を伸縮式の警棒に近いものだろうと考えていた。彼女がそう考えたのは、剣が魔ま力りよくを帯びていないからだった。魔力を帯びていれば、彼女と同じく魔法で作り出した刀身と考える事も出来た。だが魔力を帯びていない以上、現代科学の産物だと考えるのが妥当だ。すると伸縮式の警棒で、光っているから電気を帯びているかもしれない、というくらいの想像をしていた。

　だが実際はそうではなかった。もし伸縮式の警棒であったなら、記憶喪失の魔法は発動した筈なのだ。しかし魔法は孝太郎まで伝わらなかった。それはつまり、剣が実体を持たないという事を意味している。刀身とグリップが連続していないから、エネルギーが伝わらないのだ。だが剣から魔力を感じない以上、それはあり得ない。真耶は現代の地球の科学技術では、実体のない剣が作れない事を知っている。にもかかわらず、それが目の前に存在している。真耶には信じられない状況だった。

　この結果は、クランの勧めによってもたらされたものだった。クランは触ると何か妙な事が起こるという話を聞いた時、孝太郎にビームソードを勧めた。ビームソードは正確に言うと超短距離のビーム砲に近い代物だ。高密度のエネルギーを、刀の形に拘束してあるだけなのだ。だからグリップと刀身は厳密には繋つながっていない。水鉄砲と水の関係と同じと考えていい。それゆえ刀身が敵に接触しても妙な事は起こらないのではないか―――クランはそう睨んだのだ。

「君には色々と驚かされるけど………その剣は反則なんじゃない？」

　魔法使いである真耶も、流石さすがに剣が宇宙人によってもたらされたとは考えない。

　―――魔力を外に漏らさないように完全に制御された、フォースフィールドの刀身って事かしら？　しかしここまで明確に魔力を消せるものなの？　それにそうするメリットがある？　あるいは………地底の連中の横流し品かしら？

　真耶は何とか自身の常識の範はん囲いで結論を得ようとしてしまい、かえって真実から離はなれていく結果となっていた。

「お前が言うか？　お前のその鎌だって、反則だらけじゃないか」

「得体が知れないのはお互たがい様さまって事よねっ!?」

「そういう事だっ!!」

　二人が止まっていたのは、ほんの一瞬だった。考えても結論が出ない事はそのままにして、目の前の戦いに集中するべきだ。二人にとって最優先は、目の前の敵を倒すという事なのだから。

　孝太郎の剣と真耶の大鎌が幾度となく交錯する。互いの刀身を作っているエネルギー同士がぶつかり合い、何度も巨きよ大だいな閃光を作りだしていた。

「この状態の私と互角に戦える人間は久しぶりだわっ！」

「俺おれより強い奴やつは沢山いるぞっ！」

「だったら、その連中とは戦わないようにするわっ！」

「賢明な判断だっ!!」

　剣で大鎌を受ければ記憶喪失を防げるので、孝太郎は最初に戦った時よりも大分戦い易やすくなっていた。だが動きは真耶の方が早い。反面、先読みと戦せん闘とう技術は孝太郎の方が上だ。おかげで二人の戦いは互角の均衡状態に入っていた。

　―――まずいっ、このままでは母さんが死ぬぞっ!!

　孝太郎は焦っていた。ただでさえ時間はないというのに、ここで足止めされては間違いなく母親は救えない。何とか決着をつけなければならないが、孝太郎はこれといった決め手に欠いていた。

　―――よくない状況だわね………このまま斬り合いが続けば、いずれこちらの強化が解ける………そうなってはおしまいだわっ！

　孝太郎だけでなく、真耶もまた焦っていた。真耶の身体能力は魔法によって大きく強化されているのだが、反面、魔力の消耗が激しく長時間の維い持じが難しい。このままではそう長くはもたない。佳苗の娘を使った儀ぎ式しきで生み出した魔力は未だ真耶の持つ宝石の中に溜めこまれている。それを利用すれば身体能力の強化を長時間維持できるだろうが、そうすると彼女の目的が大きく後退する事になる。できればそれを必要とする前に、決着をつけたかった。

　―――博打になるが、やるしかないっ!!

　―――長期戦はまずいっ、ここで決着を付けるわっ!!

　孝太郎と真耶は同時にそう決断すると、一気に距離を詰める。

『勝負っ!!』

　二人の声が重なり、その直後に至近距離で互いの武器が接触する。

　ギィンッ

　二つの武器は火花を散らし、鍔迫り合いが始まる。だが、二人はただの鍔迫り合いでは終わらせなかった。
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「クイックアンドスティルキャスト・マルチプルサンダーボルト・モディファー・マキシマイズッ!!」

　真耶はこの状態から新たな魔法を放った。それは呪文の発動を高速化し、詠唱中の掌印を省略、威い力りよくを限界まで引き上げた、連射型の電撃だった。呪文に対して複数の強化を施しているので、基本となる魔法の威力はそれほど大きくはない。だがこの鍔迫り合いで密着状態から連続して発射される電撃を、孝太郎がかわすのは困難だった。

　だがその反面、これは真耶にとっても危険な攻撃だった。素早い孝太郎に対応する為ために、真耶は自動防御型のバリアーの魔法は解除してしまっている。一人の人間が一度に詠唱出来る魔法は一つだけなので、真耶が攻こう撃げき魔ま法ほうを放ったこの一瞬は、彼女は魔法による防御ができないのだ。

　―――貰もらったわよっ、坊やっ!!

　それでも真耶は勝利を確信していた。孝太郎の剣は鎌で押さえ込んでいる。鍔迫り合いの状態から蹴りや拳こぶしが来る事はない。魔法による防御が出来なくとも、問題はない筈だった。そして電撃が至近距離から孝太郎に襲いかかる。かわせる筈がなかった。

「今だぁあぁっ!!」

　だが、ここで孝太郎は真耶が予想もしなかった行動に出た。大鎌と鍔迫り合いをしていたビームソード。そのグリップに付いているボタンを操作して、刀身を消してしまったのだ。

「しまっ―――」

　真耶は驚きに目を見張った。それと同時に、突とつ然ぜん孝太郎の剣が消えたせいで真耶の上体が前方に泳いでしまう。孝太郎は大鎌をくぐるようにして前に出る。その瞬しゆん間かん、孝太郎の背中側に来ていた鎌の先端から電撃が発生、虚こ空くうへと飛び去っていった。孝太郎は既すでに鎌と真耶の間にいたから、電撃が孝太郎を傷付けるような事はなかった。

「くぅぅぅらええぇぇえぇええぇぇぇぇぇっ!!」

　そして孝太郎はそのままの勢いで真耶にぶつかっていった。真耶の予想した通り、孝太郎の攻撃は蹴りでも拳でもなかった。

　ガシィッ

　成す術もなく驚いている真耶にぶつかっていったのは孝太郎の頭。身体の勢いを殺し切れなかった真耶は、孝太郎の頭突きをカウンターで顎あごに喰らった。

　―――ばっ、か………な………。

　真耶は自分の敗北を悟さとった。しかし自身の敗北を悟ってなお、この状況は信じられなかった。だがいくら信じられなかろうとも視界は暗くなり、意識は薄うすれていく。真耶の受けたダメージは大きい。彼女がもんどりうって駐車場の床ゆかに叩きつけられた時には、既に彼女の意識は途と切ぎれていた。

「やったか………」

　孝太郎は軽く肩かたを落とすと、すぐに倒れた真耶の状態を確かく認にんした。すると霊波の状態から、彼女が昏倒している事が分かった。あまり深い昏倒ではないようだったが、今はこれ以上真耶に関わっている暇はない。孝太郎はキィを助け出だし、一刻も早く母親を助けに行かなければならなかったのだ。

「キィちゃんっ!!」

「おにいちゃぁんっ!!　いそいでぇっ!!　おにいちゃんのかあさまがぁっ、かあさまがぁっ!!」

「分かってるっ!!」

　ザンッ

　再び起動させたビームソードで、孝太郎はキィが捕つかまっている檻を一撃する。すると檻の鍵はバラバラに砕け散り、キィが中から飛び出してきた。

「はやくっ、はやくぅっ！　おにいちゃんのかあさまがしんじゃうよぉっ!!」

　この時、キィは泣いていた。心優やさしい彼女だから、死にそうになっている孝太郎の母親の事を、自分の母親と同じように心配していたのだ。自分の為に孝太郎の母親が死んでしまうなんて事はあってはならない。そんな強い想おもいに駆られ、キィは大粒の涙なみだを零こぼしながらも、孝太郎に先んじて駐車場の出口へ向かって走り出した。

　―――ありがとうな、キィちゃん………。

　孝太郎はキィの背中を眺ながめながら、ビームソードのスイッチを切った。孝太郎の母親を救おうと必死になっているキィの姿を見ていると、やはり彼女を救いにきて良かったと思わされる。

「しかし今はっ！」

　孝太郎はビームソードのグリップをベルトに挟はさむと、すぐに彼女を追って走り出した。今の孝太郎には立ち止まって考え込んでいる暇はない。一刻も早く、母親のもとへ駆かけ付けなければならなかった。










　真耶が意識を取とり戻もどしたのは、孝太郎とキィが走り出した直後の事だった。もともとあまり気絶が深くなかった事と、身体に施された強化魔法の影えい響きようだった。ダメージからの回復力も引き上げられていたのだ。

「あ、あの子を逃がす訳には………」

　真耶の目は走っていく二人の姿を捉えていた。真耶は頭を何度も振って意識をはっきりさせると、近くにあった彼女の杖を引き寄せた。彼女は魔法を使って、キィを始末するつもりでいた。

　真耶、そしてダークネスレインボゥの目的を果たす為には、今はまだタユマの力が必要だった。彼かれの持つ情報、そして技術は、真耶達たちの戦いに大いに役に立つ筈なのだ。

「エ、エナジーボルト・ターゲットオプション・サイドワインダー………」

　先程よりも随ずい分ぶんましになったが、真耶はまだダメージから立ち直り切っていない。彼女の歪ゆがむ視界では、キィを正確に狙う事が出来ない。そこで彼女は自動的にキィに命中するように、魔法に蛇の如く熱源を追尾する力を与あたえた。この魔法は一度発射されれば、子供ゆえに一番体温が高いキィを追いかけて飛んでいくだろう。

「いきなさいっ！」

　そして杖の先端から、赤く光るエネルギーの弾が飛びだした。それは地を這う蛇のように蛇行しながら、キィの後を追いかけていく。その動きは蛇よりもずっと速い。あっという間にキィとの距離が詰まった。

「クイックキャスト・フレア」

　しかしもう少しでキィに命中するというところで、エネルギー弾は突とつ如じよとしてその向きを変えた。キィから離れた場所に出現した赤い光の玉に向かって、突っ込んでいってしまったのだ。

「エンジェルハイロゥ、リコール・プレキャスト・サイレンス」

　そしてエネルギー弾と光の玉がぶつかり合うと、双そう方ほうが音もなく消滅していった。おかげでキィは無事で済み、この出来事に気付く事もなく、孝太郎と一いつ緒しよに駐車場から去っていった。

「まさか―――」

「そのまさかよ、ダークネイビー」

　孝太郎達たちと入れ替わるように、駐車場には新たに二人の人間が姿を現した。

　一人はピンク色の衣装に身を包つつみ、装そう飾しよくの付いた大きな杖つえを手にした十歳さいくらいの少女。もう一人は女性用のスーツをまとい、大きな和弓を手にした二十代後半の女性。

　魔法少女の奈な々な、そしてその相棒を務める佳苗だった。

「ナナ………まさか、このタイミングでご登場とはね」

「任務は人目に付かないように果たすのが鉄則よ」

　真耶はゆっくりと身体を起こした。奈々はそれを冷静に見つめていた。

　―――勝ち目はない、か………。

　真耶は自身の負けを悟った。奈々は幼く見えるが、レインボーハートでは最強の魔法使いだ。しかも協力者の弓使いも連れている。孝太郎との戦せん闘とうで大きなダメージを受け、魔力の大半を使い切っている今の真耶では、勝てる見込みは殆ほとんどなかった。

「それに、あなたがしでかした事の後始末もあったしね。あそこにいた全員の解呪は手間がかかったわ」

「なるほど………あの坊やが私の予想よりも早くここへやってきたのは、君が手を貸したからなのね」

　真耶は話をしながら、慎しん重ちように奈々の出方を探っていた。戦えばまず勝ち目はない。それ以外の方法で、この窮地を脱する方法を見付けださねばならなかった。

「ネイビー、大人しく降伏なさい。素す直なおに従えば、命だけは助けてあげるわ」

「どうせその後に裁判で死刑になるんでしょう？　だったら、ここで戦って死ぬわ」

　ダークネスレインボゥに所属する魔ま法ほう使つかいは、自らの願いを叶かなえる為に魔法を利用し続けている。一部の例外を除き、彼らは多くの場合、魔法を利用して重い犯罪に手を染めている。真耶も同じで、これまでに生いけ贄にえにした人間の数は少なくない。魔法の私的利用に加えて二桁を超こえる殺人を犯していては、降伏したところで死刑は免れなかった。

「そう？　あなたならもう少し賢かしこく立ち回るかと思ったけれど」

「賢く………？」

　真耶と奈々の視線が交錯する。真耶はその間に必死で頭を巡めぐらせていた。この時の奈々の言葉には、言外の含みが感じられたのだ。

　―――賢く立ち回る………捕まった後に脱出するって事？　それとも………いや、それ以前に、ナナは何故なぜこんな事を言うのかしら？

　結論に困った真耶が、再び奈々を見た時だった。奈々は真耶に向かって空っぽの左手を差し出した。

「ただ、あなたがどうするつもりにしろ、儀式に使っていたフォーカス・ジェムは渡わたして貰うわよ」

　フォーカス・ジェムというのは、時折虹色の光を放つ宝石だった。この宝石は生け贄の儀式において生み出される魔力の受け皿となるもので、大量の魔力を蓄えている。奈々は真耶が携帯しているその宝石を求めていたのだ。

「構わないでしょう？」

　奈々はそう言って僅わずかに口の端はしを上げた。

　―――なるほど、そういう事か………。正義の味方も事情は複雑ね………。

　賢く立ち回る。フォーカス・ジェム。

　真耶はこの時の奈々の様子と二つのキーワードから、奈々が真耶に何を求めているのかを理解した。

「いいわ、ジェムは渡してあげる」

　奈々の事情を察した真耶は、奈々と同様に口の端を持ち上げて微笑ほほえんだ。

　―――まったく………魔法だけじゃなく、駆け引ひきの実力も大したものだわ………本当に十歳なのかしらね、この娘こは………

　真耶は内心では半ば呆れていたのだが、その事をおくびにも出さず、奈々の書いたシナリオに乗る事にした。

「良かったわね、佳苗さん」

「ええ！　ありがとう、奈々ちゃん！」

　フォーカス・ジェムが得られると分かった時、喜んだのは奈々ではなく佳苗だった。実はジェムを求めていたのは佳苗の方だったのだ。

「そらっ、これがジェムよっ！　受け取りなさいっ！」

　真耶は懐ふところからジェムを取り出すと、佳苗に向かって放ほうり投げた。ジェムは大きな弧を描くようにして佳苗に向かって飛んでいく。だがジェムが弧の頂点を通り過ぎた時、突とつ然ぜんジェムはまばゆい閃光を放った。

「きゃっ!?」

　ジェムに注目していた佳苗はその閃光をまともに見てしまった。おかげで佳苗の視界は一時的に奪うばわれ、何も見えなくなってしまっていた。

　コン、コンコンコン

　佳苗が受け取り損ねたジェムは、転々と床を転がっていく。

「いけないっ!!」

　佳苗は真耶に奪われてはなるものかと、床に這いつくばるようにしてジェム探した。だが視界が利かない佳苗では、なかなかジェムが見つからない。

　―――急がないと、あの子と早そう太た郎ろうさんがっ!!

　佳苗は焦っていた。もしジェムが真耶に奪い返されたら、彼かの女じよの目的は達せられない。タイムリミットが迫せまった今、佳苗は何としてもジェムを手に入れる必要があった。

「………大だい丈じよう夫ぶよ、佳苗さん。ジェムならここにあるわ」

　奈々の声。佳苗がそちらに目を向けると、そこに薄うつすらとピンク色の衣装が見えた。視界は回復しつつあったが、まだはっきりとは見えない。だが、それが奈々である事は間ま違ちがいないように思われた。

「あいつは!?　あの女はどうしたのっ!?」

　佳苗は何度も瞬まばたきを繰くり返かえしながらあたりを見回す。

「逃げたわ。さっきの光に紛れてね」

「奈々ちゃん、逃がして良かったの？」

　佳苗には不可解な状じよう況きようだった。奈々の様子からすると、彼女は閃光の影響を受けていないようだった。にもかかわらず、奈々は逃げていく真耶を追わなかった。これは奈々の立場からすると、あり得ない事だった。

「ええ、これはそういう取り引きなのよ」

「取り引き？」

　この頃ころになると佳苗の目はほぼ正常な機能を取り戻していた。その佳苗の視界の真ん中に、ピンク色の衣装を身にまとった少女が立っている。彼女は虹色に輝かがやく宝石を手にしながら、佳苗を見上げて穏やかに微笑んでいた。

「どういう事なの？」

「ネイビーがそのジェムに何もせずに引き渡す代わりに、逃がしてあげたの」

　奈々は笑え顔がおのまま佳苗の質問に答えた。そしてその傍かたわら、奈々は佳苗の手の中にジェムを押おし込んだ。

「もし私達があのまま戦っていたら、ネイビーはそのジェムに残された魔力を使っていた筈はずよ」

「あっ………」

「でも、そんな事をされてしまったら、あなたの娘は助からない。だからネイビーを逃がす代わりに、そのジェムを使わないで貰った。さっきのはそういう取り引きなの」

　もちろんそれが全すべてではない。もし奈々が閃光に引っ掛かっていたら、真耶は最後の賭けに出たかもしれない。だが奈々はかからなかった。だから真耶は何もせずに去った。駆け引きと騙し合いは、奈々の勝利に終わったのだ。

「ありがとう、奈々ちゃん。私達の為に………」

「気にしないでいいわ。ただ逃がした訳でもないし」

　現在、ネイビーを追跡する魔ま法ほうが働いていた。奈々はここでの仕事が済み次第、ネイビーを追うつもりでいた。

「ネイビーが受けたダメージは大きいようだったし、儀式用の祭壇とジェムの両方を失っている。いくら彼女でも、すぐには大きな悪さは出来ないわ。次に何かをしでかす前に、捕まえればいいのよ」

「でも、奈々ちゃんが怒おこられるんじゃない？」

　奈々はフォルサリア正規軍レインボーハートに所属する魔法使い。勝手な判断で敵を逃がすのは重大な違い反はん行こう為いだった。

「だって仕方がないでしょう？　閃光で私の目が眩んでいるあいだに、逃げられてしまったんだもの」

　奈々はにっこりと微笑む。上層部に対しては、閃光に紛れて逃げられました、という報告で押し切るつもりなのだ。

「なるほど………あれにはそういう意味もあったのね………」

　言ってみれば、真耶の逃走劇に見せかけた裏取り引きに近い。もしああいう体裁にしなかったら、奈々が処しよ罰ばつの対象になってしまう。本来の任務を優先した場合、ジェムを無視して真耶を倒たおさなければならないからだ。しかしそうすると佳苗の目的が果たされない。そこで奈々はああいう取り引きを行った。苦肉の策といったところだろう。正義の味方というのは、その実、難しい立場にあるのだった。

「さて、佳苗さん、ここを破は壊かいして帰りましょう？　一刻も早く、その宝石の魔ま力りよくを娘さんの魂たましいに還元しなくては」

　奈々はそう言うと、両手で杖を構える。この場所の祭壇を破壊すべく、大きな攻撃魔法を使うつもりだった。それを見守る佳苗は宝石を固く握にぎり締しめると、不安げに呟つぶやいた。

「あの子は………助かるかしら？」

「ごめんなさい。正直なところ、私にもよく分からないの。でも、今すぐ死ぬ事はない筈よ。それだけは保証するわ」

　佳苗の娘の霊れい力りよくは、儀式によって強ごう引いんに引き剥がされ、魔力に変換されて宝石の中に詰つまっている。真耶はその魔力を幾いくらか消費していたし、魔力を霊力に還元したとしても、佳苗の娘にきちんと定着する保証はない。だが、その後に儀式の核であるジェムを破壊すれば、佳苗の娘は儀式の影響から抜ぬけ出す事が出来る。霊力の流出は止まり、さしあたっての命の危機からは逃れられる。佳苗の夫も危険な状態から抜け出せるだろう。

「本当にごめんなさい。私達の戦いに、巻き込んでしまったばっかりに………」

「悲しい事だけど、あなたが責任を感じる事はないのよ。奈々ちゃんだって、まだ子供でいていい頃ころなんだもの………」

　佳苗の娘は、長く生きられないかもしれない。だが、佳苗はそれについて奈々を責めるつもりはなかった。悪いのはダークネイビーだし、いくら強いとはいえ、奈々はまだ子供なのだ。佳苗は我が子とそう歳が違わない少女を、責め立てる事はできなかった。

「ありがとう、佳苗さん………」

「泣かないで、奈々ちゃん。あなたが悪いんじゃないんだから………」

　佳苗は奈々をそっと抱だき締めた。

　佳苗が奈々を責めない最大の理由は、今日までの日々で培われた、二人の絆だった。小さな少女が孤こ独どくな戦いを続けている。それを知った佳苗には、奈々を放っておく事が出来なかった。今の佳苗は、奈々を我が子も同然に感じている。それと同時に、苦楽を共にした仲間でもある。だから佳苗は奈々を責めない。それは佳苗にとって、ごく自然な心の流れだった。

「………魔法を、使うわ、佳苗さん………」

「そうね、邪じや魔まをしてごめんなさい、奈々ちゃん………」

　こうして二人はダークネイビーの企みを打ち砕き、佳苗の娘の命を救う事に成功したのだった。







首飾りに込められたもの







　廃ビルの駐車場を飛び出した孝こう太た郎ろうは、脇目も振らずに母親の事故の現場を目指していた。信号無視もした。通行人にぶつかった事もあった。だが、それらを全て無視して、孝太郎は先を急いでいた。既に時計の針は七時を回っている。孝太郎の記き憶おくでは母親が事故に遭あったのは七時過ぎ。正確な時刻は分からないので、間に合うとも間に合わないとも言えない。だから孝太郎は僅かな望みに賭けて走るしかなかった。

　―――あの角っ、あの角の向こうだっ!!

　孝太郎は事故の現場まであと少しというところまで来ていた。心臓は限界まで打ち鳴らされ、肺は酸素を求めて悲鳴を上げ、足は疲労で動かなくなりつつあった。耳は鼓動の音がやかましくて、殆ど何も聞こえていない。だが、そんな身体に鞭打って、孝太郎は道を急ぐ。角の向こう側では、自分の母親が事故に遭おうとしている。自分の身体の心配をしている状況ではなかった。

　―――よしっ、ここを曲がってっ!!

　孝太郎は最後の角を曲がるべく、僅かにスピードを落とした。するとその時だった。孝太郎の背後から、けたたましいサイレンの音と共に白い大型のバンが近付いてきた。そのバンは孝太郎と同時に角を曲がり、そして追い抜いていった。

『春風市消防局』

　白いバンの側面には、そう刻まれている。バンの上部には、赤い警告灯が光っていた。そして特徴的なサイレンの音。見み間ま違ちがう筈はない。それは救急車だった。

　そしてその救急車の向かう先には、大きな人だかりがあった。人々は何かを取り巻くようにして、そこに集まっている。人々の真ん中には、一台の乗用車がガードレールに突っ込んだ状態で停止していた。そのすぐ傍そばには一人の少年がいる。少年は胸むな元もとに編みかけのセーターを抱き抱え、道路に座り込んでいた。彼の周りには竹で編んだかごや、その中に入っていたと思しき編み物の道具が散乱している。そして少年の視線の先には、一人の女性が倒れている。その女性の身体は、大きな赤い水溜まりに、浮うかんでいるかのようだった。

「あ………」

　それらを目にした瞬しゆん間かん、孝太郎の足が止まった。全身から力が抜け、身体はぴくりとも動かなくなった。孝太郎はそこに立たち尽つくし、呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていた。救急車は少年の傍に停車し、そこから降りた救急隊員達が倒れている女性に向かって走っていく。人だかりは更さらに増え、少年も女性も、救急隊員の姿も見えなくなった。

「ベルトリオン………」

　立ち尽くす孝太郎の傍に、一人の女性が姿を現した。それは眼鏡をかけ、長いドレスを身に着けた少女だった。

「申し訳ありませんでしたわ………わたくしがここを見付けた時には、もう………」

　クランはその言葉通り、申し訳なさそうな表情で詫わびた。

　クランは無人機で孝太郎を廃ビルに送り届ける傍ら、自身は孝太郎の簡単な説明を元に、事故の現場を探していた。だが短い時間では場所の特定には至らず、彼女がこの場所へ辿たどり着ついた時には、既すでに事故は起こってしまっていたのだ。

　クランの詫びる声が引き金となり、孝太郎は力なくその場に座り込んだ。それは少し前に見た、編みかけのセーターを抱き抱えた少年と同じような姿だった。

「おにいちゃんっ！　おねえちゃんっ！」

　そこへキィが追い付いてくる。孝太郎はキィの事をクランの無人機に任せ、一人で先を急いだ。おかげで彼女がここへやってきたのは、このタイミングだった。

「かあさまはっ!?　おにいちゃんのかあさまはっ!?」

　キィはまだ事情が分からない。孝太郎が座り込んでいる姿から、嫌いやな予感はしていた。だが、その悪い予感を信じたくはなかった。

「………間に合いませんでしたわ………」

　クランはそんなキィに向かって、残念そうに首を横に振ふった。

「そんなぁっ!!　それじゃあかあさまはっ、おにいちゃんのかあさまはぁっ、しんじゃったのぉっ!?」

　するとキィは悲鳴を上げ、その大きな瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ためた。認めたくなかった。孝太郎の母親が死んだのだという事を、キィは断じて認めたくなかった。

　―――間に合わなかった………。母さんは………また、死んだ………。

　キィの悲鳴が、凍りついていた孝太郎の心にその現実を刻み込んでいく。すると孝太郎の胸に、母親が死んでからの日々が一挙に押し寄せてきた。

　孝太郎の母親は、編みかけのセーターを残して死んだ。孝太郎はキィと同じように母親を探し、父親は悲しみのあまり酒浸りになった。孝太郎と父親の関係は悪化し、その修復には長い時間を要した。今でこそ関係は良好だが、そうなるまでには孝太郎の心の成長を待たねばならなかった。

　孝太郎の幼年期は、孤独だったと言っていいだろう。家に帰れば一人きり。母親の想おもい出でが残る家に一人きりでいるのは辛つらい状況だった。そして父親が帰るのは夜で、しかも感情的なすれ違いがある。孝太郎も父親も、突然母や妻を失った事で、気持ちの整理がなかなかつかなかった。その結果、気持ちがすれ違ったまま、長い時間を過ごす事になった。時間と友人が孝太郎の心を癒すまで、孝太郎は長い間ひとりぼっちだった。孝太郎が野球に傾倒していたのも、これが理由の一つだった。

　そうした幼年期の記憶が全て、孝太郎の胸に蘇っていた。深い孤独と激しい喪失感。孝太郎はこの時、もう一度母親を失ったのだった。

「くそぉっ、助けられなかったっ、母さんをっ、助けられなかったぁっ！」

　ガッ

　孝太郎の拳こぶしが固いコンクリートに叩き付けられる。するとそのあまりに強い一いち撃げきで皮膚が破れ、血が溢あふれ出だしてきた。溢れ出るその血は、孝太郎が流す筈の、涙だったのかもしれなかった。

「あとちょっとだったんだっ、あとちょっとだったっていうのにっ!!」

　ガッ、ガッ

　孝太郎はなおも拳をコンクリートに叩きつける。血が溢れる事もお構いなしに。そうしていないと、今にも孝太郎の魂は砕くだけ散ちってしまいそうだった。そうやって自らを傷付ける事で、孝太郎は辛かろうじて正気を保っていたのだ。

「騎き士しだなんだっていったって!!　誰だれも救えやしない!!　何もかもっ、歴史のまんまだっ!!　くそぉぉぉっ!!」

　孝太郎は絶叫する。目の前で二度繰り返された母親の死は、孝太郎に想像を絶する苦痛を与あたえていた。自分は何も救えない。誰の力にもなれない。全ては台本の、あるいは歴史の通りに進行していく。孝太郎には何も出来なかった。その絶望的な無力感、そして孤独感と喪失感。今の孝太郎は、ほんの僅かな刺し激げきでも、砕け散ってしまいそうなほどに深く傷付いていた。

「ごめんなさいっ、ごめんなさいっ、おにいちゃんっ!!」

　だが、今にも砕けてしまいそうな孝太郎を守る者があった。それは必死に孝太郎を追ってここまでやってきた幼い少女、キィだった。

　キィは自身の服が汚れるのも構わず、孝太郎が繰り返し地面を殴っていた拳を、その胸に抱き抱えた。そして力いっぱい抱きしめる。拳に込められたあらゆる感情を、彼女が自分の身体を使って、受け止めんとするかのようだった。

「キィがっ、キィがいえでなんかしたからぁっ!!　キィのせいでっ、キィのせいでおにいちゃんのかあさまがぁっ!!　かあさまがぁぁあぁぁぁぁっ!!」

　キィはそうせずにはいられなかった。そうしろとキィの魂が叫んでいた。

　キィは深い責任を感じていた。孝太郎が母親を失ったのは、自分が真ま耶やに捕つかまってしまったから。それは遡れば、彼女が家出をしてしまったからに他ほかならない。キィの勝手な行動が孝太郎を深く傷付けた。それはキィにとってあるまじき失敗だった。

　そしてキィには誰よりも孝太郎の気持ちが良く分かった。それはほんの少し前まで、星を見付けたその瞬間まで、キィ自身が感じてきたものだったから。その深い絶望と孤独、期待しては裏切られる想いは、キィにとって自分の事も同然だった。

　何よりキィは孝太郎を愛していた。それは幼い少女の、未熟な初はつ恋こいだっただろう。だがそれゆえに純じゆん粋すいな想いが、悲しむ孝太郎を放っておいてはいけないと叫ぶのだ。何としても彼かれを救えと、心の奥おくに潜む強い力が、叫んでいたのだ。

「やくそくするよぉっ、おにいちゃんっ!!　キィはっ、キィはぜったいにおにいちゃんをひとりにしないっ!!　おにいちゃんがさびしくないようにっ、ずっとキィがそばでまもるからぁっ!!　だからぁっ、だからぁっ!!」

　孝太郎がキィの心を癒してくれたように、今度は自分が孝太郎の心を癒す。誰よりも大好きな人だから、その役目は自分が負いたい。孝太郎が寂さびしくないように、ずっと傍にいる。料理を覚え、掃そう除じや洗せん濯たくをこなす。母親がやるような事は、全てキィが代わりにやってみせる。キィ自身のぬくもりを、空っぽの孝太郎に注ぎ続けてやりたかったから。キィと孝太郎なら、互たがいの孤独を埋うめ合えると信じていたから。

「だからぁっ、もうなかないでぇっ!!　さびしくないよぉっ、キィがっ、キィがいるからぁっ!!　いつまでもずっとぉっ、キィがおにいちゃんをまもるからぁっ!!」

　舞い散る涙と、懸けん命めいな声。そこへ込められた、純粋で強い想い。

　そのあたたかでやさしい力は、孝太郎の胸の中へ、真まっ直すぐに飛び込んでいった。そして凍てつきひびだらけだった孝太郎の心を、優やさしく包つつみ込むのだった。

「キィちゃん………」

　キィの必死の叫びは、砕け散りそうになっていた孝太郎の心を、ぎりぎりのところで繋ぎ止めた。おかげで孝太郎は、僅かに冷静さを取とり戻もどしていた。母親を失った悲しみが消えた訳ではなかったが、二度の母親の死というショックからは何とか抜け出す事ができた。

　キィの服の胸元を濡らす赤い血と、彼女の頬ほほを濡らす大粒の涙。そして彼女の震える身体と、必死な叫び声。

　それらが教えてくれる。孝太郎は一人ではないのだと。そして同時に、それらは孝太郎が再び立ち上がる為ための、力になってくれるのだった。

「………ありがとう、キィちゃん。おかげで………少し楽になったよ」

　孝太郎は何とか笑顔を作ると、キィに笑いかけた。

「おにいちゃん………」

　するとキィは一度表情を固まらせた後、笑顔を作った。

「よかっ、よかった………ごめん、ごめんね、おにいちゃん………ほんとうに、ごめんなさいっ………」

　キィはその手を伸のばし、孝太郎の頬に触ふれた。そしてそこに流れる涙を、優しく拭ぬぐっていく。孝太郎の様子に安あん堵どしたキィは、自身も安堵の涙を流していた。そしてその彼女の涙は、孝太郎が拭っていった。

「謝らなくていい。君は何も悪い事を、していないじゃないか」

「でもぉっ、でもさぁっ！」

「いいんだ。ありがとう、キィちゃん」

「おにいちゃぁんっ!!　うああぁぁっ、うあああぁぁぁっ、あぁぁぁぁああぁぁぁぁんっ!!」

　感極まったキィは、身体を投げ出すようにして孝太郎に抱き付いた。

　―――俺おれの為に泣いてくれるんだな、この子は………。

　孝太郎は震えるキィの身体を抱きながら、その事をありがたいと思っていた。孝太郎はキィの身体をそっと抱き返し、その背中をそっと撫なでてやった。

　そしてキィが先に泣いてくれたおかげで、孝太郎自身はなんとか涙をこらえる事ができたのだった。










　泣き疲つかれたのと、深い安堵感から、キィは孝太郎に抱かれたまま、居い眠ねむりを始めた。孝太郎はキィを抱いたまま、『揺ゆり籠かご』へ向かって歩いていた。

「やっぱり子供ですわね。よく眠ねむっておりますわ」

「このぐらい子供っぽいところがあった方がいいさ。この子は出来過ぎだよ」

「そうですわね。ずっと起きていられたら、あなたを慰なぐさめてさしあげようとしている、わたくしの出番がなくなってしまいますもの」

「お前は変なところで子供なんだな？」

「やかましいですわっ！」

　この頃になると、孝太郎も大分普ふ段だんの調子を取り戻しつつあった。悲しみは消えた訳ではなかったが、キィやクランの気遣いが、何とか気持ちを支えてくれていた。おかげで普段の自分を取り繕えるくらいには、立ち直っていた。

　―――本当は感謝してるんだぞ、クラン。お前と一いつ緒しよで良かった………。

　もしこの場所に一人きりだったら。そう思うと、孝太郎はクランに対して感謝してもしきれない。直接そう言えないのは、孝太郎とクランの距きよ離り感のせいだ。孝太郎が正直に気持ちだけを伝えるには、クランは少々照てれ臭くさい相手なのだった。

　―――それにクランの事を思えば、これで良かったのかもしれないな………。

　母親を救えば、クランは帰る場所を失った筈。この事も孝太郎の悲しみを和らげる一因となっていた。クランは孝太郎にとって大事な友人だ。孝太郎は母親の事とはまた別に、友人の無事は喜ぶべきだと考えていた。

「ところでクラン、これからどうする？」

「計算は完かん了りようしましたけど、出発は待って下さいまし」

「どうしてだ？」

「この子に『揺り籠』の位置を知られてしまいましたでしょう？　この子を帰した後で、位置を変えますの」

「分かった、任せるよ。俺は演劇の練習もしなきゃならんから、あんまり急がなくていいぞ」

「そういえば、そんな事もありましたわね」

　孝太郎とクランは今後の事を相談しながら『揺り籠』が埋まっている山へ入っていく。しばらくは舗装された山道があるので歩き辛くはない。おかげで寝ているキィが目を覚ます事はなかった。

　ぴぴぴぴぴ

　そうやって孝太郎とクランが山道を半分くらい登った時だった。突とつ然ぜん、クランの右手にはまっている腕うで輪わがアラームを鳴らし始めた。

『警告。十時方向より、所属不明の集団が接近中。兵力四、武装の脅威度は低、エネルギー反応も低。警けい戒かいレベルは一を維い持じ』

「ベルトリオン、誰かが近付いてきますわ」

「そのようだな」

　僅わずかに遅れて、孝太郎もそれに気付いた。

　―――好戦的な感じはないが………。

　孝太郎の霊力は弱まりつつあったが、確かに近付いてくる四つの気配を感じ取っていた。

「その子を起こした方がいいかもしれませんわ」

「そうしよう」

　謎なぞの一団は進行方向左手から近付いてきていた。そこには道はなく、青々と木々が生おい茂しげっている。この時間に山菜採りをしている人間がいるとも思えなかったので、一応は警戒した方が良い状じよう況きようだった。

「キィちゃん、起きてくれ、キィちゃん」

「ん、んんー」

　孝太郎が軽く身体を揺らしながら声をかけると、キィはすぐに動き出した。孝太郎の首に回っていた腕うでを動かして目元をごしごしと擦こすり、大きなあくびをする。

「おあよ、おにいちゃ。ろうしたの？」

「妙な連中が近付いてきているんだ。敵ではないようだが、一応キィちゃんも起こしておこうかと思って」

「そっか」

　キィは納なつ得とくしたらしく、軽く頷うなずくと道路の上に降りた。そしてキィが眠い目を擦りながら、クランの視線を辿って進行方向左手に目をやった時だった。キィの視線の先にある茂みが揺れ、中から四人の男性が姿を現した。

　高価なブランドもののスーツを身に着けた老人を先頭に、同じくブランドもののスーツを着た男性が三人。その身のこなしや位置取りからすると、後ろの三人は老人を守る護衛といった雰ふん囲い気きだった。

「じぃ!?」

「お嬢じよう様さまっ!!」

　彼らが道路のアスファルトに降り立った時、キィと老人が同時に叫んだ。するとそのすぐ後、老人は大おお慌あわてで孝太郎達たちの方へ走り出した。

「ようやく見付けましたぞぉっ！　おじょうさまぁぁぁっ!!」

　老人はキィの姿を見ると大きな笑え顔がおを作り、目尻に涙を滲ませた。そして全力で走ってくる。孝太郎達が何者であるかなど、お構いなしのようだった。

「コウマ様っ、お待ち下さいっ！　まだ相手が何者か分かっておりませんっ！」

「知った事かぁっ!!　お嬢様ぁぁぁぁっ!!」

　後ろの三人は孝太郎達が何者なのかが気になるようで、慌あわてて老人を制止しようとした。だが老人はそれを完全に無視してしまう。三人は顔を見合わせると、仕方なく老人に続いて走り出した。

「キィちゃん、知り合いかい？」

　老人の様子やキィの反応から、彼らが敵ではない事は孝太郎にもおぼろげながらに分かっていた。しかしキィは命を狙ねらわれていたから、一応彼かの女じよに確かく認にんを取った。

「うん。ずっとうちではたらいてる、コウマじぃだよ」

「やっぱりこの子、どこぞの有力者の娘むすめでしたのね」

　孝太郎達が相手の正体を理解したのと同時に、コウマという名の老人はキィの所へ辿り着いた。そして彼はキィの前でしゃがむと、その視線を彼女に合わせた。

　―――大だい丈じよう夫ぶそうだな………。

　コウマがしゃがんでキィと視線を合わせたのを見て、孝太郎はコウマが危険な人物ではないと判断し、身体から緊張を解いた。

「この三日間、どちらにいらっしゃったのですかぁっ!?　じぃはっ、じぃはお嬢様が心配でっ、ずっと捜さがしておったのですぞぉっ!?」

「ごめんなさい、じぃ………」

　涙ながらに語るコウマを前に、キィは申し訳なさそうに詫びた。今のキィは、自分の身勝手が引き起こした事がどういうものであるのかを、よく理解していた。

「もちろん旦那様も心配しておいでです。御自身でお嬢様を捜しに行くと仰るのを必死でお止めして、こうしてじぃが捜しておったのです」

「とうさまが………？」

「旦那様はお嬢様を狙う者があるらしいという情報を得て、その抑え込みに手を尽くしておいでです。決して、お嬢様を心配しておらぬ訳ではないのです」

　キィの父親は、政敵が家出中のキィを利用して世論を動かそうとしている事に気付いていた。黒幕のタユマが真耶を使っていた関係で、キィの父親は黒幕や実行犯に辿り着く事は出来ていなかったが、あらゆる手段を使って政敵の牽制をしていた。おかげでタユマと真耶以外に動きが出る事はなかった。

　そしてキィの父親は、牽制の為に身動きが取れない自分に代わって、最も信用できる家臣であるコウマにキィの捜そう索さくを任せた。こうする事で、キィの父親はキィの身を最大限守ろうとしたのだ。

「あの、その事なんですが」

　これまではずっと話の成り行きを見守っていた孝太郎だったが、ここで口を挟はさんだ。孝太郎にはコウマに伝えるべき事があったのだ。

「この子―――キィちゃんはさっき、得体の知れない連中に襲おそわれました。だからすぐに安全な場所へ連れていってあげて欲ほしいんです」

「おにいちゃんっ!?」

　その孝太郎の言葉に、キィは目を丸くする。だが、コウマの反応はそれ以上だった。

「そっ、それはまことでございますかっ!?　こうしてはおれんっ!!　お前達たちっ、周囲の警戒をっ!!　それと旦那様に連れん絡らくを!!」

「分かりましたっ！」

　コウマが指示を出すと、背後に控えていた男達が一斉に行動を開始した。一人は何かの装置であたりを探り始め、もう一人はその背後で小型の銃を構えた。三人目は通信機でどこかと連絡を取り始める。それは敵の襲撃への備えであり、同時にキィを連れての撤退の準備だった。

「俺と彼女で何とか守り切りましたが、またいつやってくるか………急いで下さい」

　孝太郎とクランは、真耶が何者かを知らない。状況から漠ばく然ぜんとキィの父親の政敵が送り込んできた人間だと想像しているだけだ。背後関係は分からないし、今も追手がかかっている可能性があった。孝太郎とクランの二人だけで守るには限界がある。急いでその身の安全は確保しなければならなかった。

「そうでしたか………本来ならば丁てい寧ねいにお礼をさせて頂かねばならないのですが、現在は火急の状況にて、これにて失礼させて頂きます。御無礼、何卒お許し下されい」

　コウマは孝太郎に向かって丁寧に頭を下げた。すると孝太郎はすぐにそれに頷いた。

「それが一番だと思います。だから気になさらないで下さい」

　孝太郎はおぼろげながら事情を理解していたので、コウマの対応に賛成だった。今は一刻も早くキィを安全な場所へ移すべきなのだ。

「かたじけない」

　孝太郎の言葉を受け、コウマは再び大きく頭を下げた。それは今の彼に出来る、最大限の感謝の表現だった。

「お嬢様、参りましょう」

「いやっ!!　わたしかえらないっ!!」

　孝太郎とコウマの話がまとまりかけたにもかかわらず、当のキィは何故なぜか激しく首を横に振った。これに驚おどろいたのは孝太郎とコウマだった。

「どうしたんだい、キィちゃん。さっきは帰るって言っていたじゃないか？」

「お、お嬢様っ、何故でございまするかっ!?」

　孝太郎は首を傾げ、コウマはキィの肩かたを掴つかんで目を丸くする。二人ともその驚きは小さくはなかった。特に孝太郎は先さき程ほどキィから帰ると聞かされていたので、彼女の突然の変説が理解できなかった。

「だってわたしっ、おにいちゃんにやくそくしたんだもんっ!!　キィがいっしょにいるってっ!!　さびしくないようにっ、キィがまもるってっ!!」

「キィちゃん………」

　キィが帰らないと考えを改めたのは孝太郎の為だった。ついさっき母親を亡なくして悲しんでいた孝太郎に、キィは自分が一緒だから寂しくないと励ました。彼女はそれを嘘にしたくなくて、孝太郎の傍そばに残ろうとしていたのだ。

「………もういいんだよ、キィちゃん」

　孝太郎はキィの傍にしゃがむと、その肩に手を置き、彼女に笑いかけた。それを見たコウマは孝太郎に説得を任せる事にし、二人から僅かに距離を取った。

「よくないよっ!!　おにいちゃんにはいろいろしてもらったからっ、キィもするのっ!!」

　孝太郎に言われても、彼女は激しく首を横に振る。その瞳には涙がにじんでいた。

「キィはまもるってやくそくしたんだものっ!!　ぜったいにかえらないっ!!」

「キィちゃん、君はもう十分に俺を守ってくれた。分かるだろう？　俺が今こうして元気に喋っているのは、君のおかげなんだ」

　過去に一度亡なくした母親を、もう一度亡くした孝太郎。その悲しみを和らげたのは、他でもないキィだった。母親を亡くした悲しみを知るキィだったからこそ、その想いが孝太郎に届いた。だから孝太郎は自信を持って言える。キィはもう十分に、孝太郎を守ってくれたと。そしてあの時のキィの涙なみだは、この先も胸の中で輝かがやいて、孝太郎を孤こ独どくから守ってくれるのだろうと。

「だからもういいんだよ。ありがとう、キィちゃん。本当に感謝している」

「おにいちゃん………」

　キィの言葉がトーンダウンする。

　キィは賢かしこく、他人の気持ちに敏感だから、孝太郎の気持ちも分かる。だからこの時の孝太郎の言葉に嘘がない事も分かっていた。キィを帰らせる為の出任せではないのだ。

　だからこそ言葉から勢いが失われ、表情から輝きが薄うすれる。彼女は分かっているのだ。遂ついに別れの時が訪おとずれたのだ、と。

「君が俺の為に泣いてくれた事は、ずっと忘れない。それを忘れないでいる限り、俺は一人じゃない。そうだろう？」

「うん………」

　キィは故郷へ帰る。そして孝太郎もまた、故郷へ帰る事になる。

　だがそれでも二人の間に出来た繋がりは消えない。共に過ごした時間を忘れない限り、孝太郎もキィも、孤独ではない。真の理解者がどこかにいるという確信は、それぞれの道を明るく照らすに違ちがいないのだから。

　―――その相手が六歳さいの小さな女の子だっていうのが、実に俺らしいと言えば俺らしいんだが………。

　孝太郎は小さな女の子に励まされてしまった自分に呆れつつも、この出会いに感謝していた。そして同時にこの別れを寂しいと感じていた。だからせめて、キィの未来が幸せであるようにと、願わずにはいられなかった。

「元気でな、キィちゃん」

「………うん。おにいちゃんもげんきでね？」

「ああ。俺は元気が取り柄だからな」

「うそだよ。キィはおにいちゃんがよわいって、しってるもの」

「君がそれを知っていてくれる限り、俺は大だい丈じよう夫ぶだ」

「あはっ、なんだかあいのこくはくみたいだね？」

「似たようなものだろう。弱さをさらけだすってのはさ」

「そうだねっ」

　こうしてキィはようやく笑顔を取り戻した。彼女は遂に訪れた別れを受け入れる事が出来たのだ。それを感じて、これまで黙だまっていたコウマが口を開いた。

「お嬢様、そろそろ………」

「わかってる。でも、もうちょっとだけまって」

　別れの時間が迫せまっていた。キィにもそれは分かっている。彼女にはこれ以上わがままを言うつもりはなかった。だが彼女にはもう一つだけ、やり残したことがあった。

「おにいちゃん、これを」

　キィは服の胸むな元もとを開き、そこに隠かくれていた首くび飾かざりを引っ張り出だした。その首飾りは、綺き麗れいに磨みがき上あげられた宝石や獣けものの牙を、カラフルに染めた糸で作った組み紐で一つにまとめたものだった。そこには現代物のアクセサリーとはまた違った、独特の美しさがある。素朴だが力強い美しさのその首飾りは、キィのイメージに良く似合っていた。

「おにいちゃんにもっていてほしいの」

　キィはそれを自分の首から外すと、孝太郎に向かって差し出した。

「お嬢様、それは………」

　コウマは思わずキィを止めかけた。彼にはキィのその行こう為いが一体何を意味するのか、よく分かっていたのだ。

「いいの。だからこそなの」

「………お分かりであるなら、じぃにはこれ以上申し上げる事はございません」

「ありがとう、じぃ」

　キィは再び口を閉じたコウマに笑顔で頷くと、首飾りを孝太郎に手て渡わたした。

「はい、おにいちゃん。これをキィだとおもって、だいじにしてね？」

「いいのかい？　大事なものなんだろう？」

　孝太郎は首飾りの見た目やコウマの反応から、それが高価なものに違いないと考えていた。実際その通りで、もしこの時に孝太郎が値段を聞いていたら、間ま違ちがいなくキィに返そうとしたに違いなかった。

「うんっ、カードのおれいだよっ！　きょうからは、それがキィのかわりに、おにいちゃんをまもるから！　それで………ときどきそれをみて、キィのことをおもいだしてくれたらうれしいな」

　キィはそういって軽く目を細める。
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　キィの故郷には、ある風習がある。それは結けつ婚こんを誓ちかい合った者同士が、婚約の証に普段身に着けているものを交換し合うというものだ。

　キィは孝太郎からカードを貰もらった。だからキィは母親の形見の首飾りを孝太郎に渡す事にした。キィは星を見付けて母親と再会できた。だからもう、首飾りに母親の面おも影かげを追う必要はない。彼女には首飾りは孝太郎に渡わたして、自分の母親に孝太郎を守って貰う方がいいように思えたのだ。このプレゼントには、そんな二つの意味が込められているのだった。

　だが、キィはそれを孝太郎に告げるつもりはない。孝太郎は違う土地に暮らす人間だから、この行為の意味は分かっていない。また、当分会う事が出来ない。だからキィは自分の想おもいを孝太郎に押おし付けたくはなかった。これには感情に駆られた身勝手な行為が何を引き起こすのか、身をもって体験してきたばかりだった事も影えい響きようしていた。

　だから全すべてを伝えるとしたら、孝太郎と再会できた時に。そして孝太郎がキィを覚えていて、彼女の気持ちを受け止めてくれた時に。それまでは彼女自身の誓いであればいい。孝太郎にとってはお守り代わりであればいい。キィはそんな風に思っていたのだった。

「分かった。ありがとう、キィちゃん」

「うんっ！　だいじにしてねっ！」

　成すべき事は全て終わった。それに満足したキィは笑顔だった。彼女の笑顔は六歳とは思えないほど大人びている。彼女はこの三日間で大きく成長した。キィの幼年期は、きっとこの時に終わりを迎むかえたに違いなかった。

「それじゃ、わたしいくね？」

　キィは笑顔のまま手を振ふる。彼女の笑顔は幾いくらか寂しげではあったが、そこに悲しみはなかった。笑顔で別れようという前向きな意思が輝いていた。

「ああ。それじゃな」

「お達者で、小さなお嬢さん」

　孝太郎とクランも笑顔でキィを見送った。するとコウマが孝太郎達に向かって深々と頭を下げる。同時に残る三人も一緒になって孝太郎に頭を下げた。今度こそ本当に、別れの時がやってきたのだ。

「またねぇっ、おにいちゃんっ！　おねえちゃんっ！」

　キィはコウマに手を引かれて去っていった。彼かの女じよ達たちが向かったのは、コウマ達が姿を現したのと同じ方向だった。そしてキィは姿が見えなくなるまで、孝太郎とクランに向かって手を振り続けた。

「またなっ！」

「またお会いしましょうっ！」

　孝太郎達とキィが再会できる保証はなかった。むしろその可能性は限りなく低い。これから孝太郎達は未来へ帰るのだから。そして仮に再会したとしても、キィは孝太郎には気付かないだろう。だが、それをわざわざ口にする必要はない。何故ならどんな別れも、再会を保証したものではないから。

「まっててっ！　キィはおおきくなったら、ぜったいにおにいちゃんのところにあいにいくからっ！　だからぁっ！　またねぇっ、おにいちゃぁんっ！　だいすきだよぉっ！」

　だが孝太郎は、去り際にキィが見せた表情を思い出す度に、こう思うのだ。

　もしかしたら、再び彼女と出会う日が、やってくるのではないだろうかと。

　孝太郎にそう思わせるほどに、この時のキィの笑顔には、強い意志と明るい希望とが満ち溢あふれているのだった。







夕暮れのジェットコースター　二月十四日（日）







　二月十四日、バレンタインデーの当日は日曜日だった。加えてバレンタインデーを記念したイベントも開催されている。おかげで冷え込みの厳しい時季にもかかわらず、遊園地を訪れる者は多かった。だから二人で遊園地へやってきた孝こう太た郎ろうとキリハの周りには、多くの家族連れやカップルの姿があった。その多くが笑顔で、誰だれもが大切な人達との休日を楽しんでいた。

「キリハさん、今日はどこへ行くんだ？　手て掛がかりが見付かったって言ってたけど」

「落ち着け、里さと見み孝太郎。物事には然るべき手順というものがある」

　この日、孝太郎はキリハに連れられて遊園地を訪れていた。キリハから人ひと捜さがしの手伝いを頼まれたからだった。孝太郎はこれまでも何度かこうしてキリハの人捜しの手伝いをしてきたので、二つ返事で引き受けた。孝太郎はキリハの事は大事な友人だと思っていたので、断る理由はどこにもなかった。しかもキリハが捜しているのは初はつ恋こいの相手だという。手を貸さない訳にはいかなかった。また彼女は今回、手掛かりを見付けたと言っていたので、孝太郎は是非見付けようと意気込んでいた。

　遊園地へ入ると、キリハは孝太郎を先導して歩き始めた。遊園地の奥おくにあるアトラクションへ向かっているのは間違いないのだが、キリハは何故か孝太郎には今回の目的地を教えなかった。不思議に思った孝太郎はキリハに質問したが、彼女は笑顔でその質問をかわしてしまう。今はそんな状況だった。

　―――しかし………なんだかこう、不思議な感じがするよな………。

　孝太郎はキリハの背中を追いながら、奇き妙みような感覚に囚とらわれていた。この日は午後からころな荘そうを出たので、既すでに日は傾き始めている。オレンジ色に変化した太陽の光が、孝太郎とキリハの影かげを大きく伸のばしていた。その光景が、孝太郎の記き憶おくを刺し激げきする。前にもこういう事があったという想いが、胸の奥から湧き上がってくるのだ。

　―――まぁ、実際に何度も来てはいるんだけど………。

　キリハとこの場所を訪れたのは初めてではない。これまでにも何度かキリハと訪れている。デートという名目で一回。人捜しの手伝いで数回。特にデートの時は印象的だったので、記憶があって当たり前ではある。しかしこうして二人で歩いていると、彼女の記憶と一いつ緒しよに別の記憶も蘇ってくる。それは遠い日の想おもい出でであり、孝太郎の心を大きく成長させた重大な事件の記憶でもある。孝太郎はその時の記憶を探りながら、先を行くキリハの背中を追いかけていた。

「ここだ」

　キリハが足を止めたのは、あるアトラクションの前での事だった。そこで孝太郎の方を振り返かえったキリハは、楽しそうに笑っていた。邪気のない、まっすぐで明るい笑顔。それは普ふ段だんの彼女とは全く違った、まるでアトラクションの列に並んでいる子供のような笑顔だった。

「ここは………」

　そのアトラクションとは、ジェットコースターだった。孝太郎が顔を上げると、多くの人を乗せたコースターが、複雑に絡からみ合あったレールを勢いよく走り抜ぬけていくのが見える。この遊園地では一番人気のアトラクションだった。

「今日は、これに乗ろうと思ってな」

「待った、これにはあんたの初恋の相手と乗るって決めただろう？　それとも、もう諦あきらめたのか？」

　キリハはジェットコースターに乗るつもりでいる。しかし孝太郎はそれに反対だった。かつて孝太郎とキリハはこう決めた。キリハは初恋の男性と一緒に、このジェットコースターに乗る、と。あるいは、キリハが捜すのを諦めたか、初恋の男性に拒絶されたなら、その時は孝太郎と一緒に乗る。そういう話になっていたので、孝太郎には同意できなかったのだ。

「違う。我は見付けたのかもしれないのだ。ずっと想い続けたあの人を―――わたしの、おにいちゃんを………」

　わたしの、おにいちゃん。

　キリハがその言葉を口にした瞬しゆん間かん、孝太郎には彼女の姿が別の人間の姿に入れ替わって見えた。

『きめた！　おにいちゃんっ、つぎはあれにのろうよっ！』

『あのぐるぐるぐる～～～、ぎゅ～～～～んってやつっ！』

　それは六歳になったばかりの少女だった。孝太郎がほんの半月ほど前に出会い、数日の間一緒に過ごした少女。その姿はすぐに消えて元のキリハに戻もどったが、孝太郎がほんの一瞬垣間見たのは、間違いなくその少女だった。

　―――まさか………いや、そんな馬ば鹿かな………そんな偶ぐう然ぜんがあっていいのか………？

　孝太郎は絶句する。頭の中にはある想像が形になりつつあった。しかし孝太郎はそれを即座に否定した。

　これまでもその想像をしなかった訳ではない。もしかして、とは思っていた。だがそれは妄想と言っていいほど、可能性の低い内容だった。原因が結果の後に現れるなど、あまり頭の良くない孝太郎であっても、ありえない事だと分かっていたのだ。

　だから孝太郎にはどうしたらいいのかが分からなかった。混乱して、その場に立たち尽つくす以外になかった。

　そうやって孝太郎が言葉を失っていると、キリハは僅わずかに目を細め、ゆっくりと話し始めた。

「わたしは地上へ出てきてから、ずっと間違った方法であの人を捜さがしていた。だから、ずっと見付からなかった」

　キリハの口調は普段のものとは違っていた。丁寧だが格式ばってはいない、ごく普ふ通つうの女の子の喋しやべり方だった。だが孝太郎はそれを奇妙だとは思わない。心のどこかで、それが自然だと感じているのだ。それにキリハの年ねん齢れいからすると、この喋り方の方が自然だ。普段の彼かの女じよが大人過ぎるだけなのだった。

「十年前に出会った時、あの人は今のわたしと同じぐらいの年齢だった。だからその母様は若くても三十代、恐らくは四十代だと考えた。それを手掛かりに、あの日に交通事故に遭あった女性を捜した。でも、いくら捜しても見付からなかった」

　キリハは初恋の男性を捜すにあたり、その母親の交通事故を突とつ破ぱ口にしようとした。当時の初恋の男性を十五歳だと仮定すると、母親の年齢はそれよりも更に十五歳は上になるのが自然だ。だから十年前の交通事故の記録から、三十歳以上の女性の被ひ害がい者しやを一人一人調べていった。その結果、条件に当てはまる女性を何人か見付けたのだが、残念ながら初恋の男性に繋つながる女性は含ふくまれていなかった。

「他にも色々な方法で調べてみたわ。でも、幾ら調べてもあの人は見付からなかった。そんな人間は最初から居なくて、夢でも見ていたんじゃないか―――そんな風にも思ったくらいに………」

　キリハは他の記録についても同じような条件で調べてみたが、結果は同じだった。どうしても初恋の男性に辿たどり着つく事が出来なかった。それが彼女を焦らせた。自分の大切な想い出を、疑ってしまうほどに。

「でも………でもね？　一昨日、これを見付けたの………」

　キリハはその瞳ひとみに涙をいっぱいに溜ため、持っていた自身のバッグに手を入れた。そしてその中から、ある物を取り出した。

「おかげでようやく分かった。どうしてあの人が見付からないのか………どうして、あの人の母様の事故の記録が存在していなかったのか………」

　キリハがバッグから取り出したのは、磨き上げられた獣の牙と宝石で作られた、古風な首飾りだった。

「………そ、それは………」

　それを見た瞬間、孝太郎は息が詰つまった。彼女が手にしていた首飾りは、孝太郎が押し入れの奥にしまっておいた想い出の品。それを彼女が持ち出した理由。そして謎なぞが解けたという言葉。それらは孝太郎があり得ないと否定した想像を、正しいと証明するものだった。

「あの捜し方では、見付かる筈はずがなかった。だってあの時、あの人はまだ六歳だったんだもの………」

　キリハの最初の仮定が間違っていたのだ。六歳の子供の母親なら、二十代の女性も捜そう索さくの範はん囲いに含めなければならない。だが、キリハはそうしなかった。しかしそれで当たり前だろう。戸籍上は六歳なのに、出会ったのは十六歳。そんな不条理な状じよう況きようにあると、一体誰が想像するだろう？

「この首飾りは、わたしが別れ際にあの人に渡したもの」

　当時六歳ならば、条件に合がつ致ちする人間がただ一人だけ存在している。キリハは既にそれを確かく認にんしていた。そして首飾りという物証も見付かっている。ここまで条件が揃えば、確かめるべきはあと一つ。

「このカードを貰ったお礼に、あの人にあげたものなの」

　キリハはそこでバッグから一枚のカードを取り出した。

　メタリックのトレーディングカード。だが古い物なので、その輝きはくすんでいた。その真ん中では、カブトムシをモチーフにしたヒーローがポーズを決めている。そしてそこに重なるように、マジックでミミズが這ったような文字が書き込まれていた。

　孝太郎にはそのカードに、そしてそこに刻まれた文字に、見覚えがあった。それはほんの半月ほど前に出会った六歳の少女が持っていたものと、全く同じものだったから。

「この首飾りは、わたしの母様の形見の品。あの人がひとりぼっちで泣かないように、わたしの代わりに母様に守って貰おうと思った」

　キリハは泣いていた。これまで人前では決して激しい感情を表に出さなかった彼女。それが今、人目をはばからずに泣いていた。その泣き顔は嬉うれしいようにも、悲しいようにも見え、ありとあらゆる感情がそこで渦を巻いていた。そしてその激しい感情は、涙となって彼女の瞳から溢れ出す。涙は両頬ほほに筋を作り、夕暮れの優やさしい日の光を浴びて、穏やかに輝いていた。

「この十年、ずっと気がかりだった。あの人は幸せにやっているのか、寂しい思いをしてやしないかと………」

　今のキリハは、自分の感情がまるでコントロールできていなかった。身体が震え、膝の力が弱まり、立っているだけで精一杯だった。誰かに軽く肩かたに触られれば、座り込んでしまいそうだった。

「だからっ、だから教えてっ、孝太郎っ！　この首飾りの持ち主は、今も幸せにやっているの？　寂しい思いは………していないっ？」

　それがキリハが想い人を捜していた真の理由。彼女は自身の気持ちを伝えたいという以上に、首飾りの持ち主が幸せであるかどうかを知りたかったのだ。

　キリハは今も彼かれを愛していたが、同じ事を相手に求めるつもりはなかった。彼にも歩んできた人生がある。恋こい人びとがいるのかもしれない。それどころか、既に家庭があるかもしれない。キリハは相手の人生に無む理り矢や理り割り込むつもりはなかった。十年も会えなかった相手なのだから、自分の気持ちを伝えられれば、それで十分だと思っていた。

　だが、彼が幸せなのかどうか、寂しい思いをしていないかどうかは、どうしても確かめておきたかった。それが彼女が首飾りに託した想いであり、カードに溜め込んだ願いでもあったから。それを知らないうちには、彼女は先へ進む事が出来ない。自分の幸せを、追う事が出来ないのだった。

「ちょっと………そこへ立ってくれないか？」

　キリハの必死の訴うつたえに対する孝太郎の答えはなかった。その代わりに、孝太郎は軽く目を細めると、キリハの背後を指さした。落ち着いた表情と声。孝太郎はいつの間にか普段の調子を取とり戻していた。

「えっ………？　え、ええ………」

　落ち着きを取り戻した孝太郎とは対照的に、キリハは完全に心が乱れていた。孝太郎の答えが知りたかったし、思わぬ言葉を投げかけられ、面食らっていた。

「こう？」

　気持ちは乱れたままだったが、キリハは素す直なおに孝太郎の指示に従った。孝太郎が示したのはジェットコースターの看板の前。彼女は黙ってそこへ移動していった。

「ああ、それでいい」

　キリハがその位置に立つの待って、孝太郎は自らもそこへ近付いていった。

「あっ………」

　孝太郎が近付いてくると、キリハは身体を強張らせた。同時に彼女は、手にしたカードと首飾りを、反射的に握にぎり締しめる。キリハには不安がない訳ではない。いくら証しよう拠こがあろうとも、間違いないと確信できるような話ではないのだ。だから彼女はそうやって気持ちを支えながら、孝太郎は何をするつもりなのかと成り行きを見守っていた。

「へぇ………」

　キリハの不安をよそに、孝太郎は笑え顔がおで頷うなずいた。しかしその視線はキリハではなく、その背後にあるものへと注がれていた。不思議に思ったキリハが背後を振り返ると、孝太郎が見ているものが目に入った。

『身長百四十センチメートル以下の方は、搭とう乗じようできません』

　それは看板の端はしに書かれた、ジェットコースターの搭乗に関する注意事じ項こうだった。大きな目立つ文字で書かれた身長の制限。そしてその隣となりには百四十センチの身長を示すイラストが描えがかれている。

　それらを楽しげに眺ながめていた孝太郎は、やがてキリハの頭の上にそっと手を置いた。

「………随ずい分ぶん大きくなったな、キィちゃん」

　そして孝太郎は、今度はしっかりキリハを見つめてそう言った。その言葉と同時に、彼女の頭をぽんぽんと軽く二、三度叩いた。

「あっ………」

　その瞬間、キリハは自分の想像が正しかった事を理解した。同時に感情が爆発し、言葉に詰まる。キリハは必死に何かを言おうとしたが、口が開閉を繰くり返すばかりで、言葉は何も出て来なかった。

「この分だと、今回はちゃんと乗れそうだな？」

　身長百四十センチのイラストは、キリハの肩ぐらいまでしかなかった。

　―――これならあの時のように、係員に止められる事もないな………。

　そして孝太郎は止められた時の事を思い出だしながら、彼女に笑いかけた。

「見違えたよ、本当に」

「お、おにい、ちゃ………やっぱり、おにいちゃん、なんだよ、ねっ？」

　キリハは再び涙なみだを溢れさせていた。そして昂った感情が、まるで高熱でも出たかのように彼女の身体を小刻みに震わせていた。

「ああ。そうだよ」

　孝太郎はしっかりと頷いた。孝太郎もこの結果には驚おどろいていたが、孝太郎からすると半月ほど前の出来事だったので、キリハほどには動どう揺ようする事はなかった。それに目の前でキィ―――キリハが泣いている事が大きい。孝太郎には彼女は自分の為ために泣いてくれた子だという想いがある。だから彼女が泣いていると、孝太郎は自分がしっかりしなければという気にさせられるのだ。おかげで孝太郎は優しげな眼まな差ざしでキリハを見つめている事が出来るのだった。

「あ………」

　そんな時、キリハは膝から力が抜けてしまい、大きく身体のバランスを崩した。彼女は強い感情に翻弄されている最中だったから、崩くずれたバランスを立て直す事が出来ず、そのまま座り込んでしまいそうになった。

「おっとっ」

　だが実際にキリハが座り込んでしまう前に、孝太郎が彼女の身体を抱だき止めた。

　―――大きくなっても、軽いんだな、キィちゃん………。

　かつて支えてくれた子を、自分が支えている。それは孝太郎にとって嬉しい事だった。そうやって孝太郎が一人悦に入っていると、キリハは両りよう腕うでを孝太郎の身体に回して抱き付いてしまった。その姿には、まるで命綱にしがみつくかのような、そんな懸けん命めいさがあった。

「………おにいちゃんだ………本当に、おにいちゃんだった………」

　そのままキリハは、小さな子供が親に甘あまえるかのように、完全に孝太郎へ身体を預けてしまった。だから孝太郎はキリハの身体を抱き直して、しっかりと支えてやる必要があった。

「………あの時の君はおてんばで、こんなに甘えん坊ぼうじゃなかった筈なんだがな」

　孝太郎はキリハの身体を支えながら、小さく苦く笑しようした。孝太郎には今のキリハは、あの日のキィ以上に、幼く見えていた。

　―――まさか、本当にキィちゃんだったとはな………。

　これまでずっとキリハの中に隠かくれていたキィが、完全に表に出てきていた。これまでもキリハは時々その片鱗を覗かせていたし、孝太郎はキィを知っているから、それを不自然だとは思わない。もちろん最初は驚いたし、今も驚いているのだが、感覚的には納なつ得とくできる事だった。おかげで今の孝太郎の心の中では、キリハとキィは無理なく一つの存在へと溶とけ合い始めていた。

「ばかぁ………おにいちゃんにとっては半月前でもっ、わたしにはっ、十年ぶりなんだよっ？　すっ、少しぐらいっ、甘えたってっ、いいじゃないっ………」

　キリハの両腕はしっかりと孝太郎の身体に回っていた。この十年間で出来た溝を埋うめたくて、キリハはその両腕に十年分の想おもいを込める。そしてその想いは同時に、彼女の新たな誓ちかいでもあった。

　孝太郎を孤こ独どくから守る。ずっとその心を温める。

　これまでキリハとキィが孝太郎に支えて貰もらったように、彼かの女じよ達たちも孝太郎を支える。親友の孝太郎と初恋のおにいちゃんが一つになった結果、二人の望みも一つになった。それらは溶け合い、昇華し、より強固な誓いへと姿を変えていた。
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「悪かったよ。今日は何でも言う事を聞くから、それで許してくれ」

「何でも？」

　キリハは顔を上げると、軽く首を傾げ、孝太郎に笑いかける。

「ああ」

「凄い事を言うかもしれないよ？」

「言わないさ。君はそういう子じゃない」

「………ふふっ」

　キリハはとても嬉しそうに笑うと、再び孝太郎に身体を預ける。そして孝太郎の耳元にそっと囁きかけた。

「おにいちゃんは、まださっきの質問に答えてくれてない。だから、それにちゃんと答えて欲ほしいな」

　孝太郎は幸せなのかどうか。

　本当はキリハにはもう、その答えは分かっていた。何故なぜなら十年前に出会った時に、孝太郎は故郷へ帰る途と中ちゆうだと言っていたから。帰りたい故郷があるなら、それは幸せだという事なのだ。

　だがキリハは、それを孝太郎の口から聞きたかった。この十ヶか月げつ、キリハは孝太郎を守れたのか。そしてこの二週間、キィは孝太郎の心をあたためる事ができたのか。キリハとキィは、孝太郎に支えて貰うばかりではなかったか。それを、きちんと孝太郎に言葉にして欲しかったのだ。

「そういや、そうだったな」

　孝太郎は小さく苦笑すると、空を見上げながら軽く考えをまとめた。キリハと出会ってからの十ヶ月、そしてこの場所へ帰ってきてからの日々。それが自分にとってどんな意味を持っているのか。それは孝太郎にとって、あまり難しい問題ではなかった。

「………この首くび飾かざりの持ち主は頭が悪くてね。目の前の女の子が誰なのかって事にさえ、なかなか気付かないんだ。おかげでいつも周りの連中とは喧けん嘩かばかりさ」

　そう言って孝太郎はキリハに笑いかけた。その笑顔も、言葉も、今日までのキリハに向けていたものとは違ちがっている。それはまるで小さな子供に話しかけるかのようだった。

「ただ………不意に遠くへ離はなれてみると、その喧嘩が妙に懐なつかしくてね。必死になって帰って来たんだ。だからそいつは………幸せなんだと思う。少なくとも、寂しい思いはしていない筈だ」

　孝太郎はそうやって他人事のように話した。自分の事として話すには、少々恥ずかしい内容だった。目の前には帰ってきた理由の一翼を担う人間がいるから、尚更だった。

「………よかっ………よかった………」

　だがキリハは、そんな孝太郎の微び妙みような気持ちなどお構いなしだった。孝太郎が幸せであると口にした時点で、胸がいっぱいになっていたのだ。胸の奥から激しい感情が際限なく溢れ出て、何をどうしたらいいのかが分からない。ただただ泣いて泣いて、強く抱き締める事しかできなかった。

　だがそんな彼女でも、分かっている事があった。

　それは、もう初恋の男性が幸せかどうかを心配する必要はないという事、そして彼女はこれからも孝太郎の力になれるという事だった。今後は間近でその笑顔を見ている事が出来る。そしてその笑顔が曇くもらないようにすればいい。

　それらの事は、キリハに更なる喜びの涙を誘い、孝太郎に抱き付く力を強めさせた。結局のところ、分かるまいが分かろうが、キリハが取る行動は同じだった。

「それにしても、まさか本当にあんた―――いや、君がキィちゃんだったとはなぁ………」

「………おそいっ、気付くのおそいよぉ………もぉ………半月前に気付いてくれたっていいじゃないっ………」

「面目ない」

　そうしてキリハは孝太郎に抱き付いたまま泣き続けた。彼女が抱えた感情は膨ぼう大だいであったから、その時間は決して短くはなかった。だが孝太郎は彼女が泣き止むまで、ただ黙だまってその身体を支え続けたのだった。










　しばらく時間が過ぎ、キリハの気持ちが幾いくらか落ち着いた頃ころ。彼女は僅かに身体を離して、孝太郎と顔を見合わせた。

「………ね、おにいちゃん」

　キリハはそう囁き、そっと目を細める。

「うん？」

「わたし今、ちょっと困ってる」

　そう言いながら、キリハは手にしたままだった首飾りを孝太郎の首にかけた。彼女にとって、それはそこにあるべきものなのだ。

　続いて彼女はカブトンガーのカードを軽く二、三度振ふって孝太郎に見せたあと、両手で抱き締めるようにして自分の胸に当てる。これもまた、そこにあるべきものだった。

「何が困るんだ？」

　こうして話をしている間もずっとキリハは泣いていたから、涙は頬を経由して顎あごから零れ落ち、彼女の手や孝太郎の首飾りを濡らした。それに気付いた孝太郎は、彼女の顔に手を伸のばして、そっと涙を拭う。そしてそんな孝太郎の気遣いが嬉しくて、キリハは僅かに目を細めた。おかげで最後にもう一滴だけ、涙は零れ落ちていった。

「わたしの中で、キリハとキィがもめてるの。キリハは孝太郎を困らせろって言うし、キィはこのままおにいちゃんに甘えろって言うの」

「ああ、そいつはもめる必要はないぞ」

　孝太郎は小さく溜め息をつくと、軽く肩を落とした。

「なんで？」

　キリハはキィのように首を傾かしげる。キリハはいつもと同じ顔の筈なのに、この時の彼女は幼い少女にしか見えなかった。

「………周りの視線が痛い。どうやら周りの人達たちには、俺おれが君を泣かしてるように見えるらしいな」

　キリハがキィのように甘える事で、孝太郎はすっかり困っていた。結局、キリハだろうがキィだろうが、結果はいつもと同じなのだ。

「実際に泣かしてるんだよぉ、もぉ………」

　そしてキリハはいつものように悪いた戯ずらっぽく目を細めた後、キィのように抱き付く。キリハとキィは彼女の中で一いつ緒しよになって、孝太郎に感情をぶつけていた。彼女がそうしたいと思うのは、そしてそれが許されるのは、後にも先にも孝太郎ただ一人だった。

「だったら、さっさと行くか」

　孝太郎は苦笑いしながらキリハに囁く。奇き妙みような話だが、キリハがこうして抱き付いているにもかかわらず、孝太郎は落ち着いたままだった。キリハに対する感情と、キィに対する感情が混じり合った結果、この状態が自然なように思えるのだ。これはこれまでのキリハよりも、早さ苗なえに対する感情に近いものだった。

「どこへ？」

　キリハは目を閉じて抱き付いたまま、孝太郎に囁き返した。

「ジェットコースターに決まってるだろ？　ここにいると視線が痛いからな………」

　キリハが抱き付いている事よりも、周囲の厳しい視線が気になる。今の孝太郎にとって、問題はむしろそっちだった。

「乗り物で女の子の御機嫌を取ろうだなんて、随分お手軽だと思わない？」

　キリハは顔を上げると、そう言って笑う。その後すぐに身体を離し、彼女は孝太郎の手を握った。口ではお手軽だと非難する割に、彼女は乗り気だ。そうなるのも当たり前だろう。彼女はこの瞬しゆん間かんを、十年も待ち続けてきたのだから。

「思わない。前に言っただろう？　ジェットコースターにはひとかたならぬ興味があるって。………俺が乗りたいだけだ」

　そして孝太郎は歩き始める。するとキリハは自然とそこへ寄り添い、軽く孝太郎の肩に頬を寄せる。そうして二人はまるで長年連れ添った恋人同士のように、ジェットコースターの入り口のゲートをくぐった。

「ところでおにいちゃん、その言葉、どっちに言ったんだっけ？　キリハ？　それともキィ？」

「忘れた。どっちでもいいだろう？」

「ふふふ、そういうことにしておこうか。孝太郎も、おにいちゃんも、両方とも照れ屋さんだもんね？」

「やかましいっ」

　寒さが一段と厳しくなった、二月のある日。太陽が傾き、寒さが忍び寄り始めた冬の夕暮れ。夕日の光を浴びて、オレンジ色に染まった遊園地。唸りを上げて疾しつ走そうする、ジェットコースター。

　この日、そこで何かが起こったという訳ではない。古風な首飾りをした少年と、古ぼけたカードを持った少女が、一緒にジェットコースターに乗ったというだけだ。




　それはごくごく当たり前の休日の一ページ。




　しかしそれは、二人の関係を劇的に変えた、一ページなのだった。



















　三月も半ばを過ぎた、ある日の深夜。駅前の入り組んだ薄うす暗ぐらい路地に、一台の車が泊まっていた。この車には太った男性が一人で乗っている。この男性は助手席に座り、シートにもたれて居い眠ねむりをしている最中だった。運転席は空っぽで、男性はそこに座すわっていた人物の帰りを待っているところだった。

「ぐごー、ぐごー、ぐごー」

　そうやって男性が一時間ばかり居眠りを続けた頃。

　ガチャッ

　突とつ然ぜん運転席のドアが開き、慌てた様子で細身の男性が車内へ飛び込んできた。

「起きろっ、ハチッ！　緊急事態だっ！」

　細身の男性が間近で大声を出しても、太った男性―――ハチは目を覚まさなかった。ハチはよだれを垂らしながら、居眠りを続けている。焦っていた細身の男性は、ハチの身体を掴つかんで乱暴に揺さぶった。

「起きろって言ってるだろうっ!?　マジな時ぐらい、すぐに起きろっ!!」

「ふがぁっ!?　あっ、アニキィ………？」

「そうだっ！　起きろっ！　緊急事態なんだっ！」

「アニキィ………何があったんッスかぁ………？」

　ハチは眠い目を擦こすりながら、不思議そうに兄貴分である細身の男性に事情を尋ねた。数すうヶか月げつ前から監かん視しの仕事についた二人だったが、これまでは何事も起こらず平和そのもの、細身の男がこんなに慌あわてて帰ってきた事など一度もなかったのだ。

「あの子の容体が変わったんだっ!!　危篤状態らしいっ!!」

「たっ、大変じゃないッスかっ!!」

　危篤と聞いた瞬間、眠そうにしていたハチは大きく目を見開いて飛び起きた。彼にも事の重大さが伝わったのだ。

「だから緊急事態だって言ってるんだっ!!　ハチッ、お前はすぐに姐さんに連れん絡らくしろっ!!」

「すぐに電話するッス!!　アニキはっ!?」

「病院へ戻もどるっ!!　あの子が死んじまわないようにっ、姐さんから預かったこの霊れい力りよく安定化装置を設置してくるっ!!　間に合えばいいがっ!!」

　彼らはかつて孝太郎達たちと戦った、ゴーストハンターだった。だが今はハンター業を休業して、別の仕事をしている。今の仕事は、病院に入院している女の子の様子を定期的に報告するというものだった。それは単調な監視任務だが、実入りの良い仕事だったので、彼らはこの数ヶ月の間、文句も言わずに淡たん々たんと仕事をこなしていた。

「姐さんっ！　キリハの姐さんっ！　おいらっすっ！　ハチッスッ！」

　ハチが携帯電話で連絡したのは、キリハだった。

「大変ッスッ！　あの子がっ、早苗ちゃんが死にかけてるっスッ！」

　そして彼かれらが監視していたのは、病院に長期入院している、東ひがし本ほん願がん早苗という名前の少女だった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、著者の健速です。

　早いもので、この巻で遂ついに十巻の大台に乗りました。いや、早くはないのか。一巻刊行から三年経っている訳わけですし。ともかく今回はそれを記念して、どうしてこういう作品が出来上がったのか、それを一巻から順番に振り返ってみよう―――なんて思っていたのですが、今回のあとがきは二ページしかないとの事なので、次回以降にやろうと思います。今回はいつも通りに、この巻のお話をざっと紹介をしようと思います。




　この巻では、孝太郎とクランが過去のフォルトーゼから現代の日本へ帰る途中に立ち寄った、十年前の春風市で起こった話を扱っています。孝太郎の秘密、その二です。

　宇宙船に乗って過去の春風市に辿たどり着いた孝太郎とクランは、流れ星を探しているキィという少女と出会います。孝太郎はキィに地球へ降下する時の宇宙船を見られたのではないかと心配し、彼女に同行して話を聞くのですが、そこから話は思わぬ方向へ転がっていきます。

　こういった話ですので、またしても侵略者の少女達の出番がありません。だから正直、十巻にしようか九・五巻にしようかですごく悩みました。悩みましたが、これまでの外伝に比べると、侵略者の少女達に直接関係のあるエピソードでしたので、外伝扱いにはせずに、正式な本編として扱あつかう事にしました。つまり九・五巻っぽい十巻です。




　おっと、早くも後がなくなってきました。そろそろお別れです。

　最後になりましたが、この本を出版するにあたって御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、こんな落ち着きのない話にまともなイラストを用意して下さるポコさん、仕事が行き詰づまった時に遊んでくれる友人一同、ようやく名前を覚えてくれた友人の息子Ｒ君、そしてこの本を手に取って下さった皆様に、心より御おん礼れい申もうし上げます。




　それでは十一巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一二年　四月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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